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平成３０平成３０平成３０平成３０年度年度年度年度    石岡運動公園体育館改修工事石岡運動公園体育館改修工事石岡運動公園体育館改修工事石岡運動公園体育館改修工事    

（RC 造） 

￥      -       （㎡当り ￥    -） 

但し  建築面積 5076.54 ㎡      延面積 5936.28 ㎡   

 

内   訳 

本工事費  一式   ￥     -  

 

 

 

 

                                  積算年月日   平成３０年６月 26 日 

 



様式第6号

番 号 名　　　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　　量 単 位 単　　　　価 金　　　　　　　額

平成30年度　石岡運動公園体育館改修工事

総括表

A 直接工事費 1.0 式

共通費 1.0 式

純工事 1.0 式

現場管理費 1.0 式

工事原価 1.0 式

一般管理費 1.0 式

工事価格 1.0 式

改め計

消費税相当額 8% 1.0 式

請負に対する額 1.0 式

本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書

備　　　　　　　考

総括－1



様式第6号

番 号 名　　　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　　量 単 位 単　　　　価 金　　　　　　　額

本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書

備　　　　　　　考

A 直接工事費

Ⅰ 建築工事 1.0 式

Ⅱ 電気設備工事 1.0 式

Ⅲ 機械設備工事 1.0 式

直接工事費計

総括－2



様式第6号

番 号 名　　　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　　量 単 位 単　　　　価 金　　　　　　　額

◎

◎

◎

◎

現場管理費費内訳

　労務管理、租税公課、保険料、人件費(現場),福利厚生費(現場）、事務用品費、交通通信費、補償費　等

一般管理費内訳

　諸給与、法定福利費、福利厚生費、維持修繕費、事務用品費、交通通信費、動力用水光熱費、広告宣伝費、

　原価償却費、租税公課、保険料、契約保障費　等

本内訳書内の数量については、工事見積書作成のための参考資料であるから、請負者は図面を参照し再検討されたい。

工事にあたり、本書記載資料の不足が生じた場合は、請負者の負担で実施されたい。

　動力用水費、工事用電気、水道料、試験調査費、建設機械器具等損料、管理清掃・養生費　等

本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書

備　　　　　　　考

共通仮設費内訳

　敷地測量、敷地整理、仮設用借地料、現場事務所、仮囲い、工事用道路路、災害防止設備、安全管理・合図等の要員

総括－3



様式第6号(建築工事用) 建築直接工事

番 号 名　　　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　　量 単 位 単　　　　価 金　　　　　　　額

共通仮設費

共通仮設費 率 1.0 式

共通仮設積上げ

仮囲い ｼｰﾄ囲い　H-2.0ｍ　4ｹ月 417 ｍ

キャスターゲート W3.0×H1.8　4ｹ月 2 箇所

敷き鉄板 ｔ22鋼板　7日 762 ｍ2

交通誘導員B 90 日

交通誘導員B 17 日

VOC濃度測定 14品目 5 箇所

本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書

備　　　　　　　考

共通仮設－1



様式第6号(建築工事用) 建築直接工事

番 号 名　　　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　　量 単 位 単　　　　価 金　　　　　　　額

本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書

備　　　　　　　考

事務室用発電機 1 式

小計

計

共通仮設－2



様式第6号(建築工事用)

番 号 名　　　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　　量 単 位 単　　　　価 金　　　　　　　額

現場管理費

現場管理費 率 1.0 式

計

一般管理費

一般管理費 率 1.0 式

契約保障費 1.0 式

計

本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書本　　　工　　　事　　　費　　　内　　　訳　　　書

備　　　　　　　考

現場管理費一般管理費-1



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

平成30年度石岡運動公園体育館改修工事

Ａ 直接工事費

Ⅰ 建築工事 1.0 式

　 　

　

　 　

　

　

合　計 　

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築集計-1



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

Ⅰ 体育館改修　建築工事

1 既存床ワックス剥離、ワックス塗布新設。一部床仕上撤去・新設 1.0 式

2 防火シャッター用安全装置設置 1.0 式

3 １階玄関・ホール既存排煙オペレーター撤去、露出型ハンドル式新設 1.0 式

4 小体育館既存排煙オペレーター撤去、露出型ハンドル式新設 1.0 式

5 １・2階男女トイレ便器撤去・新設 1.0 式

6 １・２階男女トイレブース撤去・新設 1.0 式

7 会議室壁仕上げビニルクロス張替え 1.0 式

8 小体育館裏外部竪樋塗一部竪樋交換 1.0 式

9 １階２階内部名称サイン 1.0

10 産業廃棄物処分 1.0 式

計

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築集計-2



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

Ⅰ 体育館改修　建築工事

1 既存床ワックス剥離、ワックス塗布新設。一部床仕上撤去・新設

(内装工事)

338 ｍ2

既存下足入れ取り外し再取付 1.0 式

床塩ビシート貼り ｔ-2.0 143 ｍ2

同上ワックス塗布 樹脂ワックス塗布3回 143 ｍ2

（仮設工事）

仕上墨出し RC造 143 ｍ2

竣工時清掃 RC造 143 ｍ2

小計

１階ﾜｯｸｽ剥離洗浄清掃ﾜｯｸｽ塗布

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築.1



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

2 防火シャッター用安全装置設置

(建具工事)

SS-1

既存防火シャッター安全装置 W2.265×H3.29　ｸﾛｽﾀｲﾌﾟ 1.0 箇所

同上取付工事費 1.0 箇所

SS-2

既存防火シャッター安全装置 W5.7×H2.4　ﾊﾟﾈﾙﾀｲﾌﾟ 1.0 箇所

同上取付工事費 1.0 箇所

SS-3

既存防火シャッター安全装置 W2.03×H2.4　ｸﾛｽﾀｲﾌﾟ 2.0 箇所

同上取付工事費 2.0 箇所

小運搬費 4.0 箇所

試運転調整費 4.0 箇所

運搬費 1.0 式

廃材処分費 1.0 式

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築.2



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

(仮設工事)

床養生 仕上養生 RC造 25.1 m2

移動式足場 ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ　H-3.29 30日 4.0 基

　 　 　

　 　

　 　 小計 　

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築.3



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

3 １階玄関・ホール既存排煙オペレーター撤去、露出型ハンドル式新設

(建具工事)

交換オペレーター

露出型ハンドル式取付 既存排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去・処分共 1.00 式

(仮設工事)

床養生 仕上養生 RC造 9.00 ｍ2

脚立足場 Ｈ-2.4ｍ　並列 30日 9.00 ｍ2

　

　

　 小計

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築.4



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

4 小体育館既存排煙オペレーター撤去、露出型ハンドル式新設

(建具工事)

交換オペレーター 8箇所

露出型ハンドル式取付 既存排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去・処分共 1.0 式

(木工事)

(材料費)

構造材 米栂平割り 特1等 0.07 m3

造作材 杉1等 上小節 0.08 m3

ｼﾅ合板 t-12 35.2 m2

(施工費)

胴縁組 35.2 m2

額縁 24×60 58.1 ｍ

ｼﾅ合板 ｔ-12　目透し張Ⅰ類　 35.2 ｍ2

(塗装工事)

合板オイルステインクリアラッカーB種 素地ごしらえ共 35.2 ｍ2

　 　

　 額縁合成樹脂調合ペイント B種 素地ごしらえ共 5.50 ｍ2

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築.5



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

(ユニット及びその他の工事)

床コンクリートコア抜き ø16　H-170 8.00 箇所

(仮設工事)

床養生 87.0 ｍ2

枠組本足場 手摺先行方式　W900 90日 130 m2

同上運搬費 130 ｍ2

安全手摺 枠組本足場用 90日 33.6 ｍ

同上運搬費 33.6 ｍ

枠組本足場（ｷｬｯﾄｳｫｰｸ部） 手摺先行方式　W600 90日 52.5 ｍ2

同上運搬費 52.5 ｍ2

安全手摺 枠組本足場用 90日 17.5 ｍ

同上運搬費 17.5 ｍ

(撤去工事) 積込み共

壁合板撤去 ｔ-12 35.2 ｍ2

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

ﾋﾞﾆｰﾙﾃｰﾌﾟ、専用ｼｰﾄ及びﾍﾞﾆﾔ等

建築.6



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

壁間柱・胴縁撤去 35.2 ｍ2

小計

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築.7



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

5 １・2階男女トイレ便器撤去・新設

(防水工事)

ｺﾝｸﾘｰﾄ面下地調整 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄペースト 4.81 ｍ2

和風便器内ウレタン塗膜防水 ｔ-3.0　 4.81 ｍ2

　

(左官工事)

床ﾒﾀﾙﾗｽ敷き 17.9 m2

床モルタル金鏝仕上 t-50　貼物下地 17.9 m2

(内装工事)

　

　 床塩ビシート貼り ｔ-2.5 22.7 ｍ2

（和洋リモデル工法）

墨出し費 8.0 箇所

　

　 内部養生費 8.0 箇所

整理整頓費 8.0 箇所

　

　 既存和風便器・周囲床特殊ｶｯﾄ ﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ共 8.0 箇所

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築.8



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

既存床仕上げ材撤去 8.0 箇所

既存給水管処理 8.0 箇所

和洋リモデル工法 超速硬ﾓﾙﾀﾙ　ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ共 8.0 箇所

(ユニット及びその他の工事)

床見切り材 SUS加工　t-10 25.8 ｍ

(仮設工事)

床養生 仕上養生 RC造 22.70 ｍ2

仕上墨出し RC造 22.70 ｍ2

竣工時清掃 RC造 33.0 ｍ2

(撤去工事) 積込み共

床撤去部カッター入れ D50 52.9 ｍ

床撤去 タイル・下地モルタルD50 22.7 ｍ2

スラブ穴埋め費 1.0 式

小計

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築.9



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

6 １・２階男女トイレブース撤去・新設

(ユニット及びその他の工事)

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設 TB-1　W4.21×D1.3(1.2)×H2.0 4.0 箇所

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設 TB-2　　W2.215×D1.2×H2.0 2.0 箇所

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設 TB-3　W3.13×D1.2×H2.0 2.0 箇所

(仮設工事)

脚立足場 H-1.8並列 30日 32.9 ｍ2

(撤去工事) 積込み共

トイレブース撤去 TB-1　W4.21×D0.98×H1.825 4.0 箇所

トイレブース撤去 TB-2　　W2.215×D1.02×H1.825 2.0 箇所

トイレブース撤去 TB-3　W3.105×D1.06×H1.825 2.0 箇所

小計

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築.10



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

7 会議室壁仕上げビニルクロス張替え

55.3 ｍ2

幅木ソフト幅木貼 Ｈ-75 23.6 ｍ

(仮設工事)

床養生 仕上養生 RC造 34.0 ｍ2

脚立足場 Ｈ-1.8ｍ並列 30日 34.0 ｍ2

　

　 仕上墨出し RC造 55.3 ｍ2

　

　 竣工時清掃 RC造 55.3 ｍ2

(撤去工事) 積込み共

55.3 ｍ2

既存幅木ソフト幅木撤去 Ｈ-75 23.6 ｍ

　 　

　 　 小計 　

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

(内装工事)

壁ビニルクロス貼

既存壁ビニルクロス撤去

建築.11



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

8 小体育館裏外部竪樋塗一部竪樋交換

(防水工事)

外部竪樋新設 VP-100　ø100　支持金物共 8.00 ｍ

(塗装工事)

同上耐候性塗料塗り A-2種 2.51 ｍ2

(仮設工事)

床養生 仕上養生 RC造 10.8 ｍ2

枠組本足場 手摺先行方式　W900 60日 63.7 ｍ2

同上運搬費 63.7 ｍ2

安全手摺 60日 5.4 ｍ

同上運搬費 5.4 ｍ

ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ貼 60日 82.6 ｍ2

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築.12



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

(撤去工事) 積込み共

外部既存竪樋撤去 VP-100　ø100 8.00 ｍ

　 　

　 　 小計 　

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

建築.13



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

9 １階２階内部名称サイン

平付室名板(トイレ表示) 2.0 箇所

平付室名板(室名表示) 4.0 箇所

突出し室名板(室名表示) 5.0 箇所

サインﾃﾞｰﾀ作成費 1.0 式

（撤去工事）

既存室名札撤去 200角　SUS製 6.0 箇所

既存室名札撤去 ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ製 5.0 箇所

　

　

　 　

　 　

　 　

　 　 小計 　

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

(ユニット及びその他の工事)
200×200　表示基板：t-
0.5SUS304HL仕上UV印刷ﾌﾚｰﾑﾍﾞｰ
ｽ：ｱﾙﾐ型材ｱﾙﾏｲﾄ仕上
200×200　表示基板：t-
0.5SUS304HL仕上UV印刷ﾌﾚｰﾑﾍﾞｰ
ｽ：ｱﾙﾐ型材ｱﾙﾏｲﾄ仕上

272×78　表示基板：t-1.0
樹脂板ｹｰｽ：ﾎﾟﾘｶﾈｰﾄ成形板

建築.14



様式6号（建築工事用）

番 号 　  　  　名　　　　　　　称 　 　品　　質　　・　　規　　格 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額      　 　備　　　　 　 　考

10 産業廃棄物処分

2.0 台

1.0 式

　

　

　

　 　

　 　

　 　

　 　 小計 　

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

廃材運搬費

廃材処分費

建築.15



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

Ⅱ 電気設備工事

1 高圧受変電設備工事 1.0 式

2 処分費 1.0 式

3 トイレ改修コンセント設備工事 1.0 式

計

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

電気- 1



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

1 高圧受変電設備工事

ｹｰﾌﾞﾙ撤去 6kV CVT60sq(FEP内）

253.0 m

ｹｰﾌﾞﾙ撤去 6kV CVT60sq(管内）

4.0 m

ｹｰﾌﾞﾙ撤去 6kV CVT60sq(露出）

8.0 m

ｹｰﾌﾞﾙ撤去 CV-S2.0sq-12C(FEP内）

253.0 m

ｹｰﾌﾞﾙ 6kV EM-CET60sq(FEP内）

253.0 m

ｹｰﾌﾞﾙ 6kV EM-CET60sq(管内）

4.0 m

ｹｰﾌﾞﾙ 6kV EM-CET60sq(露出）

8.0 m

端末処理材撤去 屋外　6ｋV CVT60sq

1.0 組

端末処理材撤去 屋内　6kV CVT60sq

1.0 組

端末処理材 屋外　6ｋV CVT60sq

1.0 組

端末処理材 屋内　6kV CVT60sq

1.0 組

キュビクル撤去 5面体

1.0 面

キュビクル新設 3面体

1.0 面

高圧進相コンデンサー 100kVA

1.0 台

電気- 2



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

直列リアクトル 100kVA用

1.0 台

高圧進相コンデンサー撤去 50kVA

3.0 台

直列リアクトル撤去 50kVA用

3.0 台

ラフタークレーン車使用料 25t(オペレーター付)

1.0 日

高所作業車使用料 トラック架装リフト　１３～１４ｍ

1.0 日

ＰＣＢ含有試験費

8.0 ヶ所

小　計

電気- 3



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

2 処分費

キュービクル（５面体） 3,300x2350x2,300

17.8 ㎡

小　計

電気- 4



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

3 トイレ改修コンセント設備工事

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF2.0-2C(天井内)

24.0 m

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF2.0-2C(モール内)

16.0 m

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF2.0-3C(天井内)

100.0 m

ｹｰﾌﾞﾙ EM-EEF2.0-3C(モール内)

33.0 m

ﾒﾀﾙﾓｰﾙ A型

16.0 m

ﾒﾀﾙﾓｰﾙ B型

33.0 m

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A*2(新金属ﾌﾟﾚｰﾄ)

8.0 個

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A*1 ET付(新金属ﾌﾟﾚｰﾄ)

12.0 個

埋込ｺﾝｾﾝﾄ撤去 2P15A*2(新金属ﾌﾟﾚｰﾄ)

2.0 個

ﾒﾀﾙﾓｰﾙｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ A型

8.0 個

ﾒﾀﾙﾓｰﾙｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 1個用

20.0 個

ﾒﾀﾙﾓｰﾙｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ B型

2.0 個

小　計

電気- 5



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

平成29年度　石岡運動公園体育館改修工事

Ⅲ 機械設備工事

1 衛生器具設備工事 1.0 式

2 給水設備 1.0 〃

3 排水設備工事 1.0 〃

4 換気設備工事 1.0 〃

5 撤去工事 1.0 〃

6 発生材処分 1.0 〃

計

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

機械- 1



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

1 衛生器具設備工事

CFS497BMC

ﾌﾗｯｼｭﾀﾝｸ式洋風大便器 掃除口付､ 11.0 組

ｳｫｼｭﾚｯﾄ(擬音装置付)､

棚付二連紙巻器(YH702)､

他付属品一式

CFS497BMC

　　　　　　〃 掃除口付､ｳｫｼｭﾚｯﾄ､ 8.0 〃

棚付二連紙巻器(YH702)､

他付属品一式

冷水器取外し･復旧費 1.0 台

小計

機械- 2



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

2 給水設備

(中水系統) (機械室･便所)

水道用硬質塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 VB20 19.0 m

(上水系統) (機械室･便所)

水道用硬質塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 105.0 〃

保温工事 1.0 式

止水栓取外し・復旧費 1.0 〃

配管切断・接続費 1.0 〃

小計

VB20

機械- 3



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

3 排水設備工事

(機械室･便所)

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP75 7.0 m

(機械室･便所)

耐火二層管 TMP75 1.0 〃

床上掃除口 COB 100 1.0 個

配管切断・接続費 1.0 式

はつり補修費 1.0 〃

小計

機械- 4



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

4 換気設備工事

FV-1 低騒音形

有圧換気扇 能力:250Φ×1000CMH×20Pa 2.0 台

有圧扇電動式ｼｬｯﾀｰ 250φ用 2.0 個

小計

機械- 5



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

5 撤去工事

衛生器具類撤去費 1.0 式

配管類撤去費 1.0 〃

配管保温材撤去費 1.0 〃

配管撤去用はつり 1.0 〃

換気扇・付属品撤去費 1.0 〃

小計

機械- 6



様式6号（建築工事用）

番 号 数　　量 単　位 単　　　価 金　　　　　額

本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

名　　　　　　　称 品　　質　　・　　規　　格 備　　　　 　 　考

6 発生材処分

撤去材処分費 (金属類)収集運搬費共 1.0 式

　　　〃 (混合廃棄物)収集運搬費共 1.0 〃

小計

機械- 7



設 計 図

( 有 ) ク ボ タ 建 築 設 計 事 務 所

平成30年度 石岡運動公園体育館改修工事

平成３０年



図面リ スト

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５） Ａ－０１
平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H3 .0

電 気 設 備 図

図 面 名図面ＮＯ.

機 械 設 備  図

図面ＮＯ.縮 尺 図 面 名 縮 尺

Ａ－４４

Ａ－４３

Ａ－４２

Ａ－４１

Ａ－４０

Ａ－３９

Ａ－３８

Ａ－３７

Ａ－３６

Ａ－３５

Ａ－３４

Ａ－３３

Ａ－３２

Ａ－３１

Ａ－３０

Ａ－２９

Ａ－２８

Ａ－２７

Ａ－２６

Ａ－２５

Ａ－２４

Ａ－２３

Ａ－２２

Ａ－２１

Ａ－２０

Ａ－１９

Ａ－１８

Ａ－１７

Ａ－１６

Ａ－１５

Ａ－１４

Ａ－１３

Ａ－１２Ａ－１２

Ａ－１１

Ａ－１０

Ａ－０９

Ａ－０８

Ａ－０７

Ａ－０６

Ａ－０５

Ａ－０４

Ａ－０３

Ａ－０２

図面ＮＯ.

Ａ－０１

建 築 意 匠  図

図 面 名 縮 尺

図面リスト

1：30

1：30

1：30

1：200

1：200

改修前１階平面図

改修前２階平面図

改修前屋根伏図

改修前立面図

改修後１階平面図

改修後２階平面図

改修後屋根伏図

改修後立面図

改修前矩計図

改修後矩計図

改修前内部階段断面詳細図

改修後内部階段断面詳細図

改修前事務室・観客席断面詳細図

改修後事務室・観客席断面詳細図

仕上表（１）

仕上表（２）

配置図兼仮設計画図（１）　案内図 1：800

1：800配置図兼仮設計画図（２）　案内図

1：30

1：200

1：200

1：200

1：200

1：200

1：200

1：10、30

1：10、30

Ｅ－０９

Ｅ－０８

Ｅ－０７

Ｅ－０６

Ｅ－０５

Ｅ－０４

Ｅ－０３

Ｅ－０２

Ｅ－０１

Ｍ－０３

Ｍ－０２

Ｍ－０１

高圧幹線撤去、更新設備配線図 1：800

既設・新設単線結線図

既設・新設受変電設備図

1：200

1：30、50

1：30、50

1：30、50

２階　トイレコンセント設備配線図（１）

２階　トイレコンセント設備配線図（２）

１階　トイレコンセント設備配線図（１）

１階　トイレコンセント設備配線図（２）

Ｍ－０４

Ｍ－０５

Ｍ－０６

Ｍ－０７

Ｍ－０８

Ｍ－０９

Ｍ－１０

Ｍ－１１

Ｍ－１２

Ｍ－１３

機械設備　特記仕様書１

機械設備　特記仕様書２

機械設備　特記仕様書３

給排水衛生設備　器具表（撤去・改修）

給排水衛生設備　１階平面図（改修） 1：200

給排水衛生設備　２階平面図（改修） 1：200

1：50給排水衛生設備　１階平面詳図（撤去・改修）

給排水衛生設備　２階平面詳図（撤去・改修） 1：50

給排水衛生設備　１階平面図（撤去） 1：200

給排水衛生設備　２階平面図（撤去） 1：200

換気設備　機器表（撤去・改修）

換気設備　１階平面図（改修） 1：200

換気設備　１階平面図（撤去） 1：200

電気設備　特記仕様書１

電気設備　特記仕様書２建築改修工事特記仕様書（１）

建築改修工事特記仕様書（２）

建築改修工事特記仕様書（３）

建築改修工事特記仕様書（４）

建築改修工事特記仕様書（５）

１階便所断面詳細図

１階便所平面詳細図

２階便所断面詳細図　平面詳細図

１階玄関平面詳細図

１階事務室廻り平面詳細図 1：50

1：50

1：30

1：50

1：30、50

既存天井伏図 1：200

建具配置図

建具表（１）

建具表（２） 1：50

1：50

1：200

改修前展開図（３）

改修前展開図（４）

改修前展開図（１）

改修前展開図（２） 1：50

1：50

1：50

1：50

改修後展開図（１）

改修後展開図（２）

改修後展開図（３）

改修後展開図（４）

1：50

1：50

1：50

1：50

雑詳細図（１）

雑詳細図（２） 1：5,10,30,100

1：10、20

室名札、トイレサイン詳細図 1：3



・　配置する（　　日　×　　人　＝　　　人日）　　※　配置しない

種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型

エコフロンティアかさま、笠間市福田165-1

防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）
都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　　　　　　　　　　　　）

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

建築改 修工事 特記仕 様書（１ ）

６　建設工事その他概要（建物名称、構造、階数、建築面積、延べ面積、等）
５　敷　地　面　積
４　主　要　用　途

その他の地域・地区（

３　用途地域等

Ⅰ　工  事  概  要

）

15．完成図等 <1.8.1><1.8.2><1.8.3>

16．完成写真 ※　作成する

                ・木質系床仕上工事作業

・かわらぶき（かわらぶき作業）
・建築板金（内外装板金作業）屋根及びとい工事
・造園（造園工事作業）植栽工事
                ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業     ）
・路面表示施工（・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業舗装工事

排水工事 ・配管（建築配管作業）
・石材施工（石張り作業）石工事

・押出成形セメント板工事
・ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）
・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）

コンクリートブロック・ALCパネル

                ・鋼製下地工事作業         ）
                ・ボード仕上工事作業         

・コンクリート圧送施工(コンクリート圧送工事作業)
・型枠施工(型枠工事作業)　　・とび(とび作業)
・鉄筋施工(鉄筋組立作業)耐震改修工事

塗装改修工事 ・塗装（建築塗装作業）
・表装（壁装作業）

 ・　12.その他の仮設

11.工事用通路

10.工事用電力

９.工事用水

８.監督職員事務所

７．仮設間仕切り

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない
　 　　　　　　　　　　※ 溶接などの消費電力の大きな機器を除く

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

<2.4.1>

 ※　指定しない　　・　指定する（図示）

<2.3.2><表2.3.1>

備品（

※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）

※　Ｃ種・　Ｂ種・　Ａ種
・　設ける(図示)

６．養生

５．足場その他

・　Ｅ種・　Ｄ種

 に関する基準」によること。
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工
　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労

<2.3.1>

保管場所
養生の方法

・　行わない・　行う
既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管

・　行わない・　行う(図示)家具の移動

<表2.2.2>
※　Ｅ種・　Ｄ種

・　Ｃ種・　Ｂ種・　Ａ種
・　設けない※　設ける

<表2.2.1>・　Ｃ種・　Ｂ種
・ <2.2.1>

※　Ａ種
※　脚立、足場板等

４.工事表示板 ・　設置しない※　設置する（設置枚数　　１枚）

３.揚重機械器具
 ・　　　　　　　　　（　ｔ吊り）×　　　日
 ・　トラッククレーン（　ｔ吊り）×　　　日

共通仕様書(平成24年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。

いう。）による。ただし，「改修標準仕様書」に記載されていない事項は，「公共建築工事標準

・Ｓ－Ｍ
・Ｓ－Ｆ

・
・

※　<表3.8.5>による。     ・

<3.1.4><3.6.3><表3.1.1><表3.6.1～2>

<3.8.3><表3.8.5>

・
・カーテンウォール

・Ｙ－２

<3.1.4><3.5.3><表3.1.1><表3.5.1～2>

・ＳＩ－

<3.1.4><3.4.3><表3.1.1><表3.4.1～3>

・ＡＳＩ－
・ＡＳ－Ｊ
・ＡＳ－Ｔ

屋内（便所・浴室）

・Ｘ－２
・Ｘ－１

・Ｅ－１

アスファルトの種類　JIS K2207のJIS表示認証製品　　※３種

※　<表3.8.3～4>により行う　

<3.8.2><表3.8.1><表3.8.3～4>

<3.1.4><3.7.4～8><表3.1.2>

<表3.7.1>によらない箇所
・　<表3.7.1>によらない箇所及びシーリング材料
※　被着体に応じたものとし、<表3.7.1>を標準とする。

防　　　　　　　露材　　　　　　種

鋼管製といの防露巻き

３
　
防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

特記無き限り既存のとい受け金物を使用する。
・
・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）
・　配管用鋼管（ＳＧＰ）

８．と　　い

施　　工　　箇　　所
改修工法の種別

改修工法の種類
・　シーリング充てん工法

・　ブリッジ工法（　　　 　　）
・　拡幅シーリング充てん工法
・　シーリング再充てん工法

改修工法
７．シーリング

<3.7.2><表3.7.1>

シ　ー　リ　ン　グ　材　料

施　工　箇　所改修工法の種類新規防水層の種別

・　シルバー

仕 上 塗 料
※　カラー

施　工　箇　所改修工法の種類新規防水層の種別

・　シルバー

仕 上 塗 料
※　カラー

施　工　箇　所改修工法の種類新規防水層の種別
改修工法の種別

改修工法の種別

改修工法の種別

及び施工箇所
材料の種別

６．シーリング

<3.6.3>

施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない

５．塗膜防水

<3.5.3>

施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない

シート防水
ルーフィング

４. 合成高分子系

<3.4.3>

施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない

・　シルバー

仕 上 塗 料
※　カラーシート防水

ファルト
３. 改質アス

<3.3.2><3.3.5>
※　成型伸縮目地（天端　ＥＰＴゴム，サイド　ブチルゴム製）

２．伸縮調整目地

施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない <3.3.3>

<3.2.2>

新規防水層の種別 改 修 工 法 の 種 類
<3.1.4><3.3.3><表3.1.1><表3.3.3～10>改修工法の種別

施　工　箇　所防水
１．アスファルト

・　有（数量は図示）

・　軽量シャッター
・　オーバーヘッドドア
・　重量シャッター

・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。 <1.5.3>

調査項目 調 査 範 囲 調査方法 成　　果　　品

・樹脂接着剤注入施工(樹脂接着剤注入工事作業)

・塗装(建築塗装作業)

内装改修工事 ・内装仕上施工（・プラスチック系床仕上工事作業
                ・カーペット系床仕上作業

建具改修工事 ・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

・自動ドア施工（自動ドア施工作業）
・ガラス施工（ガラス工事作業）

・左官(左官作業)　・タイル張り(タイル張り作業)　外壁改修工事

防水改修工事

            ・ＦＲＰ防水工事作業           ）
            ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業

            ・塩化ビニル系シート防水工事作業
            ・セメント系防水工事作業

            ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業
            ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

            ・シーリング防水工事作業

            ・合成ゴム系シート防水工事作業

・防水施工（・アスファルト防水工事作業

・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て
 技能検定職種（技能検定作業）

以下の該当工事
　工　事　種　目

・とび（とび作業）仮設工事

 ・　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。

14．技　能　士
単一級技能士を配置する。

・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は

士を配置する。
※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能

<1.6.2>

<1.5.2>13．施工調査 施工数量調査

※　図　示　　　　　・　現状平均地盤高12．設計ＧＬ

<3.5.4><3.9.3><5.10～12.2><5.13.5>(13.2.3)(13.3.3)

の受領書を、監督職員に提出すること。
契約締結後及び工事完成後の10日以内に登録手続きを行い、工事カルテ
受注時、変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け、

受入れ施設名・所在地(km)
・　現場において再利用を図るもの（

・　特別管理産業廃棄物（
・　引渡しを要するもの（

・　再生資源化を図るもの

備　　　考所　在　地　(Km)受 入 施 設 名種　　類
・その他の廃棄物（安定型)

<1.1.4>
(CORINS)の
登録

・　適用しない

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）４．工事実績情報

５．発生材の

・

・  コンクリートか
ら成る建設資材

コンクリート塊
・　アスファルト

・　建設発生木材

）

・　コンクリート塊
備　　　考所　在　地　(Km)受 入 施 設 名種　　類

<1.3.8>

）
）

発生材の処理
処理等

<1.1.2>３．概成工期

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

８　そ　　の　　他

７　別　途　工　事

　　　測定方法，測定物質及び測定か所等については，末尾に定める総揮発

　影響に配慮する。
　クハウスマニュアル」に留意し，揮発性有機化合物の放散による健康への
※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，「県有施設のシッ
環境への配慮

材料の品質等８．建築材料等

<1.4.1>

<1.4.2>

を受ける。
と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾

特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら
の承諾を受ける。
とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員

※　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの

７．事故報告 <1.3.10>
工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

に，別に指示する「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。

　　　  塗料使用
　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用
　　　  材料使用
　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　ｂ．接着剤等不使用
　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
　　３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
　　２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品
   　該当する建築材料
   ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合

※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   870μg/m3 ・ 0.20ppm）
※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/m3 ・ 0.88ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/m3 ・ 0.07ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/m3 ・ 0.05ppm）
※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/m3 ・ 0.08ppm）

<1.6.9> (1.5.9)

測定対象物質
所の定める仕様により行う。
測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか，拡散方式ではサンプラー製造

試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法と
※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定

の化学物質濃
度の測定

９．室内の空気中

　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。
※　ホルムアルデヒド仕様

測定する室等：（

採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では８時間採取する。

アスベスト含有保温材除去工事
受け入れ施設名・所在地(km)

・有(図示　　　）　・無

【名称：　　　　　　　　　　所在地(km)　　　　　　　　　　】
指定する処分場

製造されたもの
日東石膏ボード（株）　八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月の間に

製造されたもの
小名浜吉野石膏（株）　いわき工場　昭和48年10月～平成9年4月の間に

＜対象となる石膏ボード＞
次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。

・有(図示　　　）　・無ヒ素又はカドミウムボード
ヒ素又はカドミウム含有石膏ボードの処理

・有(図示　　　）　・無アスベスト成形板除去工事

受け入れ施設名・所在地(km)
・有(図示　　　）　・無吹き付けアスベスト除去工事

アスベストの処理

<1.3.3>※　適用しない・　適用する６．電気保安

・　折板屋根葺

・　施工体系図を現場に掲示すること。

「標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

２
　
　
　
仮
　
　
　
　
設
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

の指定
よる風圧力等

11．建築基準法に

・　ガラスブロック
・　アルミニウム笠木 ・　金属板屋根葺
・　合成高分子系ルーフィングシート

地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ
風速(ＶO) 　　　※３０　

多雪地域の指定　・有　　・無

・
建　築　基　準　法　の　指　定適　　用　　工　　事

１
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

工法
10．特別な材料の 「改修標準仕様書」及び「標準仕様書」に記載されていない特別な材料の

工法は、当該製品の指定工法とする。

　施設管理者に依頼する。
※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への提示については，

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は，引渡は受けない。

　・試料採取方法，測定方法，使用した測定機器

測定結果等報告書の提出
次の事項を記載した報告書を２部提出する。

　・測定結果
　・試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），天候，風の状況，
　日射進入状況，測定年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
　完成時から測定日までの日数）

　　性有機化合物測定仕様書による。

・　総揮発性有機化合物の測定

）

・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の

・
調査範囲　　※　図示
職員に提出すること。
状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督

２．適用基準等

３）特記事項に記載の＜　＞、（　）及び［　］内の表示番号は、それぞれ「改修標準仕様書」、
適用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。

納め、適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員に引き渡す。
PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に

・　有（施工範囲は図示）[5.4.4]
・　無

PCB含有シーリング材

[5.4.3]
・　無

PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。
上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する

種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考
・その他の廃棄物（管理型)

なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。

２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを
１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

２．特記仕様

１．共通仕様

１
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

・　機械設備工事特記仕様書
・　植栽工事特記仕様書

・
・　電気設備工事特記仕様書
・　外構工事特記仕様書

・
・　解体工事特記仕様書
・　構造特記仕様書
特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。

９　特記仕様書の範囲

１
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

の円滑な進捗をはかること。
・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事

・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の
上、指示に従うこと。

１．一般事項

仕様書（平成28年版）[平成28年3月制定]」(以下「標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事

「公共建築改修工事標準仕様書(平成28年版）[平成28年3月制定]」（以下、「改修標準仕様書」と

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部制定　最新版）

　　(5)標準仕様書
　　(1)現場説明に対する質問回答書 (2)現場説明書 (3)特記仕様書 (4)図面
・　設計書の優先順序　
　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）
・　工事写真の撮り方（改訂第３版）建築編

適用 内　　　　　容

※

※

・

 完成写真
（支払用：内外観，施工前後）
 完成写真
（　・　データ共　　）

枚数

適宜

各２枚
　以上

適宜

１

１

２

部数 備考

電子納品

Ａ４台紙
（ｷｬﾋﾞﾈ）
アルバム
（ｷｬﾋﾞﾈ）

 工事写真

17．設備工事との

監督職員の承諾を受ける。
施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して
施工範囲　　各工事の区分表による。

取合い

・　作成しない

18．火災保険等

・
・※　建設工事保険

※　工事着手から工事目的物引き渡しまで
※　火災保険

保険期間
保険の種類

工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

２.交通誘導員

・万能鋼板（H=　　）　・波形鉄板（H=　　）　・単管シート（H=　　）

・　設けない

・シートゲート（H=　　，W=　　）×　　　箇所

仮囲いの位置及び延長は図示による。
※　設ける１.仮囲い

　工事写真の電子納品（「茨城県土木部営繕工事電子納品の取扱い」による）
　完成写真（アルバム）の撮影業者
　監督員の承諾する撮影業者（ただし、建築完成写真撮影実績のある業者とする）

(1)　工事範囲　　　※図示

（全体）
(2)　建物概要

述べ面積

構　　造
階　　数
建築面積

地上　　階　地下　　階 地上　　階　地下　　階 地上　　階　地下　　階
　　造　一部　　造　　造　一部　　造

　　㎡ 　　㎡
　　㎡　　㎡　　㎡

　　㎡

　　造　一部　　造
建物名称

１　工事名
２　工事場所

・　維持保全に関する資料の部数　　※　１部

　完成図の原図サイズ　・Ａ１　・Ａ２　・Ａ３
　提出するもの　・原図　・青焼製本　　　部　・CADデータ（CD-R又はDVD-R）
※完成図　　　※作成する　　・作成しない

※ＣＤ－Ｒ　完成図，金抜内訳書，完成写真，申請書類，保証書を収録したもの

内部棚 足場・内部足場
・外部足場

・防護シート
・材料の運搬

建　築　改　修　工　事　特　記　仕　様　書

・その他市指示による

4.5 3.6

2.0

・　設ける（規模　適宜　　　請負者事務所と同棟　・可　・否）

・　その他市指示による

ＲＣ

市担当者の指示による。

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

2
2.0

茨 城県 石 岡市南 台三丁 目３４ 番１号 


体育 館

第１種 住居地域

石岡運動公園体育館

２

111,000 ㎡

5936.28
5076.54

勾配屋根、内樋

ステンレス製

25

.

Ａ－０２

平面図参照

1

7

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

平 成 30年 度  石岡運動 公園体 育館改 修工事

107 107



縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

建築改 修工事 特記仕 様書（２ ）

※　Ⅲ類

・　ブロンズ

<5.13.2><5.13.3><表5.13.1>14．ガラス

・　ブロンズ

・　３種

・　外側

・　グレー
・　Ｂ類
・　２種

・　内側
・　シルバー
・　ブルー
・　Ａ類
・　１種

反射皮膜

色調
耐久性
日射遮へい性

熱線反射ガラス

封止の加速耐久性による区分
・　５種・　４種

・　３種　（・　Ｕ３－１　　・Ｕ３－２）
・　２種・　１種性能

複層ガラス

・　グレー
・　２類

・　ブルー
・　１類

色調
性能

熱線吸収板ガラス

・　Ⅲ類・　Ⅰ類
強化ガラスの特性

・　Ⅲ類・　Ⅱ－２類・　Ⅱ－１類・　Ⅰ類
合わせガラスの特性

※　ガラスの材料、厚さ、それぞれの種類等は建具表及び図示による。

有すること。
※　外部の建具に使用するガラスは、建築基準法に基づく耐風圧性能を

<5.11.3>

・塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3322)
　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)
スラットの材質

・　行わない・　行う映像調整

<5.12.2～3>

の区分)
による強さ
(JIS A4715

・　設けない※　設ける障害物感知装置

※スチール

・アルミニウム

・ファイバー

タイプ

タイプ

グラスタイプ

材　　　質
※　バランス式
・　チェーン式
・　電動式

※　スタン
ダード形

・　ロー
ヘッド形

・　ハイ
リフト形

・　バーチ
カル形

・　５０
・　７５
・１００
・１２５

※　溶融亜鉛
耐風圧性能

メッキ鋼板
・　ステンレス

鋼板

開閉方式 収納形式 ガイドレール

保護装置

13．オーバー
ヘッドドア

<5.10.3>

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)
　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)
スラット及びシャッターケース用鋼板

<5.11.2～4><表5.11.1>

による
図示
及び
建具表
強度

開閉形式
スラットの
形状

保護装置

(自動閉鎖型)

・　設けない
※　設ける

障害物感知装置

ラッピング型
※　オーバー

ロッキング型
※　インター

・　設けない

ケース
シャッター

※　設ける

耐風圧

(手動併用)
・　上部電動式

※　手動式

12．軽量
シャッター

・　防煙シャッター

<5.4.3>

<5.4.2><5.4.4><表5.4.2>５．鋼製建具
※　使用する（適用範囲は図示とする）

外部に面する建具の耐風圧性 ※　Ｓ－４ ・　Ｓ－５

・　使用しない
・
・

※　Ｗ－１
※　Ａ－３

水密性
気密性

簡易気密型ドアセット

表面色　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 <5.3.4>

断熱ドアセット，断熱サッシ　　　　　　　　　　　　　　　　 　<表5.3.3>

防音ドアセット，防音サッシ　　　　　　　　　　　　         　<表5.3.2>

<5.3.2><表5.3.1>

Ｗ－５

・標準色（白）　　・特注色（・黒　・ブラウン　・シルバー）

適用する場合の断熱性の等級　・　Ｈ－Ａ種　　・　Ｈ－Ｂ種
・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない

・　Ｔ－Ａ種　　・　Ｔ－Ｂ種適用する場合の遮音性の等級
・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない

※　適用箇所は図示による
Ｓ－６・　Ｃ　種

※建具表によるＡ－４Ｓ－５・　Ｂ　種
Ｗ－４
水密性気密性

Ｓ－４
耐風圧性種　　　別 枠の見込み寸法(mm)

４．樹脂製建具 外部に面する建具性能等級等

・　Ａ　種

鋼　　板

・溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)
　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

※ステンレス（SUS304）線径1.5mm　ピッチ15mm

<5.2.2><5.2.4><表5.2.1>

※１００　　・　

※合成樹脂・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS 316)

で複層ガラスを使用する時に

<5.2.3>

・　適用する（適用範囲は図示による）

性能が確保できない場合は、

７０（引違い，片引き，上げ下げ窓

防虫網（線径0.25mm　網目16-18メッシュ）

防鳥網

・内部納まりの開き式

・ガラス繊維入り合成樹脂

※外面納まりの可動式使用方法による区分３．網戸

・　適用する（適用範囲は図示による）

・　適用する（適用範囲は図示による）

・　Ｈ－３

・　Ｔ－２

・　Ｄ－２・　Ｄ－１
追随性の等級
適用する場合の面内変形

※　適用しない

※　適用しない

※　適用しない

適用する場合の断熱性の等級

耐震ドアセット，耐震サッシ

・　Ｈ－２

防音ドアセット，防音サッシ

※　適用箇所は図示による

・ステンカラー
・ブロンズカラー（※標準色　　・濃色)Ｂ－２種，Ｃ－２種の場合

表面処理 外部に面する建具
内 部 建 具 ※　Ｃ－１種

※　Ｂ－１種 ・　Ｂ－２種
・　Ｃ－２種

外部に面する建具
枠の見込み寸法(mm)

・　Ｂ　種 Ｓ－５

Ｗ－５Ａ－４Ｓ－６・　Ｃ　種
１００）

Ｗ－４
水密性

Ａ－３
気密性

Ｓ－４
耐風圧性

・　Ａ　種
種　　　別製建具

２．アルミニウム

・　Ｔ－１ ・　Ｔ－３適用する場合の遮音性の等級

断熱ドアセット，断熱サッシ

５
　
　
建
　
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
　
修
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

<5.1.7>

<5.1.5>
・　行う（建具表による）
・　行う（建具表による）

※　行わない
※　行わない

・　使用する（建具表による）※　使用しない防犯建物部品

見本の作成等

仮　組
製　作

新規建具周囲の補修方法及び範囲は図示による。
・　撤去工法・　かぶせ工法

改修工法１．一般事項 <5.1.3>

※　亜鉛めっき鋼板 ・　ビニル被覆鋼板 ・　カラー鋼板

<表5.4.2>に同じ

<5.5.2～4><表5.5.1>６．鋼製軽量建具

<5.4.6>

<表5.4.2>に同じ

建具寸法が<5.4.4(a)>を超える又は図示された建具に使用する鋼板類の厚さ

戸
枠類
枠類

2.3
2.3

厚さ　(mm)区　　分

出入口
窓

上記以外

枠，方立，無目
一般部分
中骨

使用箇所

・　使用しない標準型鋼製建具 ※　使用する

・　使用しない
・※　Ａ－３気密性

※　使用する(適用箇所は図示による)

戸の鋼板

簡易気密型ドアセット

・

・　不要　　　　　　　　　　　<5.7.4>

・吹付け

<4.1.5><4.2.2(j)><表4.2.4～5>
工　法

<4.2.2><4.5.8>
再生材

による
図示
及び
建具表

強度

・　屋内用
・　外壁用

11．重量 <5.10.2><表5.10.1>

シャッター 保護装置開閉方式
耐風圧

ケース
シャッター

種　　類

設ける。
(自動閉鎖型)を

(自動閉鎖型)

障害物感知装置
・　設けない
※　設ける

障害物感知装置

・　防火シャッター
・
※　設ける ※　上部電動式

(手動併用)

・　上部手動式
(手動併用)

※　設ける
・　設けない

※　上部電動式・　一般シャッター

(16.7.2～4)

10．自動ドア

・
　※　センサーの種類によらず補助センサ－併用とする

<5.8.3><表5.8.3>

<5.8.2><表5.8.1～2>

標準型鋼製建具及び標準型軽量鋼製建具(準標準型共)のドアクローザー、

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント取付位置は、建具表による。

９．建具用金物

※　設ける（半開幅＝　　　　　　　　　）

・　タッチスイッチ

全半開装置
凍結防止装置

・　設けない

・　要 ※　不要

・　スイングドア

・　光線式（反射）スイッチセンサーの種類
・　マットスイッチ式

・　スライディングドア性能
開閉装置

マスターキーの作成 ・　要
・　不要(既存マスターキーで施解錠可能とする。）

<5.7.2><表5.7.1>

戸あたり あおり止め付き

グレモン錠

レバー長さ　L=130程度

ピボット形
JIS表示認証製品
錠前類と同一製造所レバーハンドル

ピボットヒンジ
ヒンジクローザー
フロアヒンジ
ドアクローザー

モノロック

シリンダー箱錠
製　造　所型　　　式金　物　の　種　類

シリンダー本締り錠

本締り付きモノロック

シリンダー箱錠は公共工事標準型とする。

※　戸ふすま 工法（・　在来型　・　チップ型）

建具材の加工、組立時の含水率　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種
８．木製建具

※　新鳥の子程度又はビニル紙程度
かまちは杉上小節程度　桟，鏡板は杉無節程度

ふすまの種類
ふすまの上張り
かまち戸の樹種

<5.6.4>
<5.6.5>

※　ＨＬ

<5.6.2>７．ステンレス製

<5.5.6>

・　Ｓ－５※　Ｓ－４外部に面する建具の耐風圧性

・　使用しない
・※　Ｗ－１水密性
・※　Ａ－３気密性

※　使用する（適用範囲は図示とする）
簡易気密型ドアセット

建具

・
・　かど出し曲げ※　普通曲げ鋼板の曲げ加工

表面処理

・　アルミ製※　鋼製標準型鋼製軽量建具の小窓枠，がらり

・　使用しない※　使用する標準型鋼製軽量建具

仕上塗材の耐候性　　　※　耐候形１種　（可とう形改修塗材の場合）

・平たん状 ・こて塗り

・吹付け

・

　　<表4.5.4>により、小口タイル以上二丁掛け以下は密着張りとする。
※セメントモルタルによるタイル張替え工法

・有機系接着剤によるタイル張替え工法　<表4.5.5>による。

※可とう形

・複層塗材RE

※複層塗材E
・複層

※　耐候形３種　（可とう形改修塗材以外の場合)
・　耐候形２種

・砂壁状

仕上塗材

仕上塗材

仕上塗材
・砂壁状

上塗り材

・吹付け

軽量塗材
・こて塗用

軽量塗材
・吹付用

仕上塗材
・軽量骨材

※アクリル

塗材の場合)
(可とう形改修用

・フッ素系

※吹付け
・ローラー・さざ波

※ゆず肌

改修塗材CE
・可とう形

改修塗材RE
・可とう形

改修塗材E
※可とう形

仕上塗材
改修用 シリコン系

・ポリウレタン系
・シリカ系
※アクリル系

樹脂
・メタリック
※つやあり

外観
・弱溶剤系

・溶剤系※水系
溶剤

・ローラー

・こて
※吹付け

・ローラー

・凸凹模様
・凸部処理
・ゆず肌

仕上の形状

複層塗材RS

複層塗材E

・複層塗材Si

・複層塗材RS

・複層塗材CE

・外装厚塗材E
・外装厚塗材C

・外装薄塗材E

・

・防水形

・防水形

・

・厚付け

種類(呼び名)

・

外壁
５．塗り仕上げ

規格名称
・薄付け

形状寸法(mm)施工箇所

タイルの種類　JIS A 5209のJIS表示認証製品

・施工業者との連名の上、保証書を提出する。
フィングシート防水の保証期間は、引渡しの日から10年間とし、メーカー

塗膜防水及びケイ酸質系塗布防水については、メーカー・施工業者が
通常定めている期間とし、保証書を作成し提出する。

　アスファルト防水、改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルー

<3.8.2><表3.8.2>

※　JIS A6024のJIS表示認証製品

※　JIS A6024のJIS表示認証製品　　　※硬質　高粘度形

・　図示
※　既存仕上面全体

<4.2.2(e)(f)>
※　<4.2.2(e)(f)>による。

<4.2.2>

<4.5.4><4.5.7～15>

<4.4.4><4.4.8～15>

<4.5.7～8>

・<表4.4.1>による

<4.4.8～9>

<4.3.7>

<4.5.5～8><4.5.16>

<4.4.5～7>

<4.3.4～6>

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

無
うわぐすり 役物

有無
ゆう

施
ゆう

４．タイル張り
色

標準注文
タイル
利用

備　考

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

延べ面積(㎡)平均深さ(mm)工　　　法

張替え工法
・　タイル

　　～
１５～２０未満
１０～１５未満
３０～４０未満
２０～３０未満エポキシ樹脂モルタル

材　　　　料

モルタル
ポリマーセメント

張替え工法
※　タイル部分

・　タイル張り仕上げ

工　　　法 平均深さ(mm) 延べ面積(㎡)

モルタル
・ポリマーセメント

ﾗｽ下地２５程度
　　　２０程度

塗替え工法
・　モルタル

材　　　　料

モルタル
ポリマーセメント

１５～２０未満
１０～１５未満
　５～１０未満
３０～４０未満
２０～３０未満エポキシ樹脂モルタル※　充てん工法

・　モルタル塗り仕上げ

平均深さ(mm) 延べ面積(㎡)材　　　　料

モルタル
ポリマーセメント

１５～２０未満
１０～１５未満
　５～１０未満
３０～４０未満
２０～３０未満エポキシ樹脂モルタル

工　　　法
※　充てん工法

・　コンクリート打放し仕上げ２．欠損部改修

０.２～０.３未満

３
　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

４
　
外
　
　
　
壁
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

・　行う　　　　※　行わないコアの抜取り検査

<4.3.4(c)>

３００程度
０.３～０.５未満

３００程度
０.５～１.０以下

２００程度
注　 入　 量　(cc/m)
注入孔の間隔　(mm)
ひび割れの幅　(mm)
・　樹脂注入工法

・　目地ひび割れ
改修工法

※　既製調合目地材
・　エポキシ樹脂

モルタル
・　ポリマーセメント

張替え工法
・　タイル部分

張替え工法
上タイル

・樹脂注入工法の
材充てん工法

・Ｕカットシール

工　　　　法
(mm)

ひび割れの幅

　　 ～ 　　未満

１.０～１.５未満
０.５～１.０未満

・　シーリング材ＰＵ－２
・　可とう性エポキシ樹脂

０.３～０.５未満
０.２～０.３未満
０.５～１.０未満
０.３～０.５未満
０.２～０.３未満

※　可とう性エポキシ樹脂

(ｍ)
延べ長さ

０.２未満

・　軟質形エポキシ樹脂
※　硬質形エポキシ樹脂
・　可とう性エポキシ樹脂
※　パテ状エポキシ樹脂

※　樹脂注入工法

※　シール工法

材　　　　料

１.５～２.０未満

・　タイル張り仕上げ

(mm)
ひび割れの幅

　　 ～ 　　未満

１.０～１.５未満
０.５～１.０未満

・　シーリング材ＰＵ－２
・　可とう性エポキシ樹脂

０.３～０.５未満
０.２～０.３未満
０.５～１.０未満
０.３～０.５未満
０.２～０.３未満

材充てん工法
※　Ｕカットシール ※　可とう性エポキシ樹脂

(ｍ)
延べ長さ

０.２未満

・　軟質形エポキシ樹脂
※　硬質形エポキシ樹脂
・　可とう性エポキシ樹脂
※　パテ状エポキシ樹脂

※　樹脂注入工法

※　シール工法

材　　　　料工　　　　法

１.５～２.０未満

・　モルタル塗り仕上げ

(mm)
ひび割れの幅

　　 ～ 　　未満

１.０～１.５未満
０.５～１.０未満

・　シーリング材ＰＵ－２
・　可とう性エポキシ樹脂

０.３～０.５未満
０.２～０.３未満
０.５～１.０未満
０.３～０.５未満
０.２～０.３未満

材充てん工法
※　Ｕカットシール ※　可とう性エポキシ樹脂

(ｍ)
延べ長さ

０.２未満

・　軟質形エポキシ樹脂
※　硬質形エポキシ樹脂
・　可とう性エポキシ樹脂
※　パテ状エポキシ樹脂

※　樹脂注入工法

※　シール工法

材　　　　料工　　　　法
・　コンクリート打放し仕上げ

改修
１．ひび割れ部

１.５～２.０未満

※　タイル貼り
除去後

<3.9.2><表3.9.1>

<3.9.2><表5.2.2>

付属部品の材料、角各部並びに突当り部等の役物は、笠木本体製作所の

11．防水保証

・　Ｂ－２種※　Ｂ－１種
表面処理

仕様による。

・　押出　３５０形

・　横型

・　押出　３００形

※　縦型

・　押出　２５０形

※　鋳鉄製

・　板材折曲げ形

部材の種類
製笠木

10．アルミニウム

９．ルーフ
ドレイン

５
　
　
建
　
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
　
修
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

※　高圧水洗工法
・　サンダー工法

<4.6.3>
処　　　理　　　範　　　囲

・　水洗い工法
・　塗膜はく離剤工法

塗膜の劣化部の除去工法
６．壁仕上げ既存

塗膜等の除去
及び下地処理

４
　
外
　
　
　
壁
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

注入用エポキシ樹脂

アンカーピンの材質

・タイル張替え工法

・タイル部分張替え工法

・　タイル張り仕上げ

※16　・　※16　・　

※ 9　・　※ 9　・　

※16　・　

※ 9　・　

未満
0.25

越える
1.0を

1.0

1.0

以上
0.25

注入工法
セメントスラリー
ニング全面ポリマー

・注入口付アンカーピン

以下以上
0.25

未満
0.25

指定部
一般部
(㎡)

延べ面積

※16　・　

※ 9　・　

※20　・　

※12　・　
※20　・　
※12　・　

※16　・　

※ 9　・　

※20　・　

※13　・　
※20　・　
※13　・　
※25　・　
※16　・　

工　　　　法

越える
1.0を
以下

以上
0.25
以上
0.25
未満
0.25

指定部
一般部
(箇/㎡)
注入口

指定部
一般部
(本/㎡)

アンカーピン
(mm)

浮き代

(㎡)
の面積
１箇所

樹脂注入工法
ニング全面エポキシ

・注入口付アンカーピン
樹脂注入工法
ニング部分エポキシ

・注入口付アンカーピン
スラリー注入工法
ポリマーセメント

・アンカーピンニング全面
エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

・アンカーピンニング部分
エポキシ樹脂注入工法

※16　・　※16　・　

※ 9　・　※ 9　・　

※16　・　

※ 9　・　

・モルタル塗替え工法

・充てん工法
未満
0.25

越える
1.0を

1.0

1.0

以上
0.25

注入工法
セメントスラリー
ニング全面ポリマー

・注入口付アンカーピン

以下以上
0.25

未満
0.25

指定部
一般部
(㎡)

延べ面積

※16　・　

※ 9　・　

※20　・　

※12　・　
※20　・　
※12　・　

※16　・　

※ 9　・　

※20　・　

※13　・　
※20　・　
※13　・　
※25　・　
※16　・　

工　　　　法

越える
1.0を
以下

以上
0.25
以上
0.25
未満
0.25

指定部
一般部
(箇/㎡)
注入口

指定部
一般部
(本/㎡)

アンカーピン
(mm)

浮き代

(㎡)
の面積
１箇所

樹脂注入工法
ニング全面エポキシ

・注入口付アンカーピン
樹脂注入工法
ニング部分エポキシ

・注入口付アンカーピン
スラリー注入工法
ポリマーセメント

・アンカーピンニング全面
エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

・アンカーピンニング部分
エポキシ樹脂注入工法

・　モルタル塗り仕上げ３．浮き部改修

<4.3.4(f)>

.

Ａ－０３
平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

0H3



1階 会議室

（改7.10.2） （改7.10.2）

 ・アクリル樹脂系

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

建築改 修工事 特記仕 様書（３ ）

けい酸カルシウム板
(繊維強化セメント板)
0.8ＦＫ又は1.0ＦＫ

種類又は記号

(吸音材料) ＧＷ－Ｂ

グラスウール
吸音ボード

ガラスクロス

せっこうボード
(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｒ

(吸音材料) ＤＲ

ロックウール
化粧吸音板

※ 内部用
・ 軒天用

(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｓ

化粧せっこうボード
(せっこうボード製品)
ＧＢ－ＮＣ

シージング
せっこうボード

額縁張り品

(JIS A 3414
EP18程度)

化粧せっこうボード
(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｄ

木目模様

特殊模様

木目模様
（裏桟付き）

・黄
色　　※白

トラバー
チン模様

壁

天井

普通

壁

天井

壁
天井

壁

天井

立体
模様

・　10(不燃)
・　 8(不燃）

・　12(不燃)
・　 6(不燃）
・　12(不燃)

・　12(不燃)
・　12(不燃)
・　15(不燃）
・　19(不燃）
・ 9.5(準不燃）

※　 9(不燃）

※12.5(不燃）
・　15(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
　12.5(準不燃）

　　25(不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(準不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）

種別など 厚　　さ（mm） 規格番号
JIS A 5430
(タイプ2)

JIS A 6301
(32K)

JIS A 6301

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

 ・ 9.5(不燃）

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修方法

５
　
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

長方形

正方形

表面形状 モジュール呼び寸法
による区分（長さ×高さ） 厚さによる区分

・　　８０
・　　９５
・　１２５・　３２０×１６０

品質等
ガラスの種別

・　一般ガラス
・　乳白カラス
・　カラーガラス
・　熱線反射ガラス

・　無
・　有

柄
・　白
・　グレー

・　アルミニウム製
（表面処理　　　）

・　ステンレス製
（表面仕上　　　）

金　属　枠

（　　　分間）
・　有
・　規定しない

耐火性能目地色

ブロック
(中空)

・　３２０×３２０・　２００×２００
・　２５０×１２５

・　１６０×１６０・　１２５×１２５
(JIS A5212)

14．ガラス
・　ガスケット（可動アルミ製建具に限る）

15．ガラス <5.13.5>

１．改修範囲 既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲
※　壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。

<6.1.3>

・　図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲
※　壁面より両側６００ｍｍ程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。
・　図示の範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修
※　既存のまま
・　図示の範囲

・　当該室全体

２．既存床の撤去 合成樹脂塗床の除去方法
・　目荒工法 ・　機械的除去工法

３．改修後の
床の清掃範囲

４．既存壁の撤去

５．木　材

・（　　　　　　　）

含水率

・　図示の範囲

※　Ａ種　　・　Ｂ種
※　Ａ種　　・　Ｂ種

・下地補修

・下地補修 ※　<4.4.9>による

表面仕上げの程度 ・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種

<6.2.2(a)>

<6.2.2(c)>

<6.3.2(a)>

<6.5.1(c)>

<6.5.2(a)><表6.5.2>

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

防火戸のガラスの留め材は建築基準法の認定を受けたシーリング材
とする。
ガラスの溝幅については、<表5.13.1>による。ただし強化ガラス、
合わせガラス及び倍強度ガラスの溝幅は図示による。

複層ガラスの保証期間は引き渡し日から１０年間とし、メーカー保証書
を提出する。

ガラスの留め材
※　シーリング

下地材
造作材

造作材の材面の品質

）

６．集成材 <6.5.2>

<表6.5.4>
※　なし

※　Ａ種　　・　Ｂ種

・　あり（
代用樹種を使用しない箇所

<6.5.2(b)><表6.5.3>

床下貼り用合板７．床張り用合板

※　JASの構造用合板　特類　２等以上　C－D以上

(12.2.1)

・　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

造作用集成材は<6.5.2(c)(ii)>による

単材の樹種
単材の厚さ(mm)

等　　　級
見 付 け 材 面

・　２等※　１等

１０～１５

ＪＡＳによる集成材 そ　の　他
※　ＪＡＳ集成材１等同等

１０～１５

下地材
野縁などの種類

屋内
屋外

※　１９型
・　１９型

・　既存インサートを使用する
インサート

※　２５型
・　２５型

・　あと施工アンカーを設ける

あと施工アンカーの引抜き試験
・　行う ※　行わない

※　行わない

鋼製床下地

<6.6.4(a)>

<6.6.4(a)>

耐震性を考慮した補強
・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）※　行わない

耐風圧性を考慮した補強（ピロティ、屋外軒天井等）
・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

<6.6.4(k)>

スタッド，ランナーなどの種類は<表6.7.1>による。
<6.7.3><表6.7.1>

※　JIS A 6519のJIS表示認証製品

<6.6.2><表6.6.1>
（室名：　　　　　　　　　　）

９．軽量鉄骨天井

10．軽量鉄骨
壁下地材

11．体育館の

タイル張り
※　コンポジション

ビニル床タイル
・　ホモジニアス

ビニル床タイル

記　　号種　　　類
JIS A5705のJIS表示認証製品13．ビニル床

※熱溶接
記号

・突付け
※　2.0
・　2.5

厚さ(mm)色　柄
※無地
・マーブル
・ ・ ・ ・

工法
・帯電防止
特殊機能

・　発泡層の
あるもの

ないもの
※　発泡層の

シート張り
<6.8.2><6.8.3>

種　　類
JIS A5705のJIS表示認証製品12．ビニル床

・ＴＳ
※ＦＳ

・ＨＳ
・ＫＳ

・　ＦＴ

※　2.0※　300×300

・　300×300
・　450×450

・
・　2.0 ・帯電防止

寸　　法 厚さ(mm) 特殊機能
・帯電防止

・　

・　

<6.8.2>

・耐動荷重

・耐動荷重

※　ＫＴ

８．防腐・防蟻
・防虫処理

薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

防虫処理
　ラワン材　保存処理性能区分　※Ｋ１

を行った箇所は、現場にて薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理を行う。
薬剤の加圧注入処理を行ったのち、現場における加工、切断、孔あけ等を

　適用部位（　　　　　　）　保存処理性能区分　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４
<6.5.5>

<6.6.4(j)>

・耐動荷重

試験後異常がないこと。
強度試験(発泡層のあるビニルシートのみ)およびキャスター性試験等の
JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離

帯電防止

特殊機能
床シートの
タイル･ビニル

14．ビニル床

耐動荷重

又は耐電圧（JIS L 1023)3kV以下
・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）1.2～3.1程度

・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）3.2～5.1程度

・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）5.2以上
又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×10^10オーム未満

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×10^7オーム未満

<6.8.2>

畳の種別 ・　Ａ種 ・　Ｂ種
※　Ｃ種

<6.12.2><表6.12.1>

その他ボード
張り

・　Ｄ種（　　　　　　）

<6.13.2～3><表6.13.1><表6.13.5>

敷き
・　タフテッドカーペット
施工箇所 パイル形状 パイル長さ 品　質

※全面接着工法
・グリッパー工法 による

工　　　法
（mm）

・　タイルカーペット

仕様による
製造所の

パイル形状施工箇所 種　類
※第１種
・第２種 ・カットパイル

※ループパイル
総厚さ

帯 電 性

帯電性

・ ・

17．カーペット

16．ビニル幅木 材　種
高　さ（mm）
厚　さ（mm）

※　軟質 ・　硬質 ・　溶接
・　１００※　７５

※　２.０
・　６０
・　１．５

<6.8.2>

寸　法
※500×500
・

※　6.5
・

床タイル 材　　　　　　　　　質
・　塩化ビニル系 ・　せっ器質タイル系 ３００×３００

寸　法（mm）
<6.8.2>15．視覚障害者用

<6.9.3～4><表6.9.2>

・<6.9.3(b)>

<6.9.3～4><表6.9.2>

　・　厚膜型塗床材
　　　・　弾性ウレタン樹脂系塗床材
　　　・　エポキシ樹脂系塗床材
　・　薄膜型塗床材（エポキシ樹脂系塗床材）

　・　平滑仕上げ　　・　防滑仕上げ

18．合成樹脂塗床 材料の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<6.10.2>

仕上の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<6.10.3>

張り
・　フローリング

ボード
・　フローリング

幅　７５
長さ500以上
303×303

ワニス塗り

・

・オイルステン
塗りの上
ワックス

・生地のまま
ワックス

・既塗装品

樹種 厚さ(mm) 塗装

※ナラ

※ナラ

・

・モルタル
埋込み工法

※ウレタン樹脂※１５

※１５
・

・

・

・

パーケット
・　モザイク

・

ブロック

・ ・

・６ ・８ ・９※ナラ

・接着工法

・接着工法
・接着工法

・釘止め工法

19．フローリング
工　法
<6.11.2～6><表6.11.1～6>

種　別
・単層フローリング

※　複合１種
フローリング

・　複合２種
フローリング

・　複合３種
フローリング

・釘止め工法
ワニス塗り

・オイルステン
塗りの上
ワックス

・生地のまま
ワックス

・既塗装品
・　大型積層

フローリング
・特殊張り
工法
(体育館床)

種　別 樹種 工法 塗装種別 防湿処理

・

・サクラ
※ナラ

・ヒノキ

・行う
※行わ
ない

・Ａ種
・Ｂ種
※Ｃ種

・接着工法
※ウレタン樹脂

・行う・ナラ
・サクラ
・

・
・行わ
ない

・複合フローリング

20．畳敷き

21．石こうボード

１．防火材料

あるものとする。

<7.1.3>

・　次の箇所を除き防火材料とする。　（ ）

・アクリル系シーリング材 ※　ジョイントコンパウンド

<6.14.2>

<6.13.2>

施　工　箇　所
・不燃

・その他
・その他

・その他
・その他

・準不燃
・準不燃

・準不燃
・準不燃

・不燃
・不燃
・不燃

品　　　質 防　火　種　別

22．遮音シール材

23．壁紙張り

備　考
利用
タイル

注文標準
色

ゆう
施

ゆう
無 有

役物うわぐすり
無

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

施工箇所 形状寸法(mm)
再生材

<6.16.3>24．タイル張り タイルの種類　JIS A 5209のJIS表示認証製品

内装タイルの工法

・　接着剤張り
施工箇所（　　　　　　　）
施工箇所（　　　　　　　）

リング材塗り 塗厚 ※　10mm
・　石こう系 ・　セメント系

・
種別 <6.17.2～3>25．セルフレベ

・　改良積上げ張り
<6.16.3～4>

※　屋内の壁及び天井の仕上げは、建築基準法に基づく基材同等の認定表示の
７
　
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

化粧せっこうボード
(せっこうボード製品)
ＧＢ－ＮＣ 色　　※白

トラバー
チン模様

JIS A 6901 ・ 9.5(不燃）

 普通合板（難熱処理）

 天然木化粧合板

 メラミン樹脂化粧板  JIS K 6903　による　厚さ　※1.2
（・　チーク　　・　タモ　　・　　　）
 ※　4.2㎜　　・　　
 ・不透明塗料塗り（しな合板程度）
 ・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

 フレキシブル板 ・　4　　 ・　5　　 ・　6　 　・ 8
・　継目処理工法 ※　突き付けＶ目地工法
・　突き付け工法 ・　目透し工法

 せっこうボードの目地処理

１．鉄筋の種類

２．溶接金網

鉄筋コンクリート用棒鋼 ※　ＳＤ２９５Ａ
※　ＳＤ３４５

※　Ｄ１６以下
※　Ｄ１９以上

種類の記号規　格　名　称 径(mm)

１．設計基準強度 普通コンクリート（Ｎ/mm2）
設計基準強度
※　２１

適　　用　　箇　　所
<8.1.3>

ミクスト
コンクリート

２．レディー 類別　　　※　Ⅰ類　　・　Ⅱ類

３．打放し
仕上げの種別 適　　用　　箇　　所

４．セメントの
種類

５．骨　材

６．混和材料

７．軽量
コンクリート

※　普通ボルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

細骨材の塩分含有量（NaCl換算）　　　※　0.04　％wt 以下

混和剤　　　※ AE剤又はAE減水剤標準形Ⅰ種

<8.1.3><表8.1.1>

<8.1.4><表8.1.3>

<8.2.5>

<8.2.5>

<8.2.5>

適　　用　　箇　　所

種　　別

※　Ｂ種
・　Ａ種

・　Ｃ種

種　　別

・
・

４．柱の帯筋

５．圧接完了後の
抜取試験

３．鉄筋の継手 <8.3.4>

<8.2.2>

径 19 mm 以上　　※ ガス圧接　　　・ 重ね継手

・ 図示

試験方法　　※　超音波探傷試験　　　・　引張り試験

<8.2.1><表8.2.1>

線径(㎜)　6.0　×　網目(㎜)　100
使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

気乾単位容積質量(t/m3)

※　JIS G 3551のJIS表示認証製品

（

　
鉄
　
筋
　
工
　
事）

８
　
　
１
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事

-
－

<8.3.8>

８
　
２
　
耐
震
改
修
工
事（

　
コ
ン
ク
リ
　
ト
工
事
　）

－

<8.9.1><表8.9.1>

 建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量
 ※　Ｆ☆☆☆☆　　・　　Ｆ☆☆☆

２．下地調整  

 ・ＲＡ種　※ＲＢ種
 ・ＲＡ種　※ＲＢ種
 ・ＲＡ種　※ＲＢ種
 ※ＲＢ種　・ＲＣ種
 ・ＲＡ種　※ＲＢ種
 ・ＲＡ種　※ＲＢ種

木部
鉄鋼面

亜鉛めっき面（鋼製建具）
亜鉛めっき面

モルタル面及びプラスター面
コンクリート及びＡＬＣパネル面

下地面の種類 下地調整の種別 備考

(2-UE),(2-ASE)
び(2-FUE)は除く

 既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修　　　　　　　（改表7.2.5～6）

（改7.2.2～7）（改表7.2.1～7）

※ 行わない　　・ 行う（補修範囲及び補修方法は図示）

塗料種別

　　　　　　　　　　　　EP-G　　　※B種
亜鉛めっき面錆止め塗料　EP-G以外　※A種　・B種
　　　　　　　　　　　　EP-G　　　※C種

３．錆止め塗料塗り                                   　　　    　　　　　　 （改7.3.2）

鉄鋼面錆止め塗料　　　　EP-G以外　※A種　鉛・クロムフリー錆止ﾍﾟｲﾝﾄ１種

４．塗料塗り

工　程
塗替え 新規

 ※Ｂ種　・　  ※Ａ種　・　
（改7.4.3） （改7.4.3）

（改7.4.3）
 ※Ｂ種　・　
（改7.4.3）

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｂ種　・　  ※Ａ種　・Ｂ種
（改7.4.4） （改7.4.4）
 ※Ｂ種　・　
（改7.4.5）

 ※Ｂ種　・　
（改7.4.5）

（改7.4.5）
 ※Ｂ種　・　
（改7.4.5）

 ※Ａ種　・　

塗装面

（改7.6.2）
（改7.6.3）
（改7.6.3）
 ※Ｂ種　・　
（改7.7.2）

 ※Ｂ種　・　
（標18.6.2）

 　（ＳＯＰ）

 ・合成樹脂調合
　　ペイント塗り

 ・フタル酸樹脂

 　（ＦＥ）

（改7.9.2） （改7.9.2）

 ・Ａ種
 ・Ｂ種
 ・Ｃ種
（改7.8.2）

 ※Ａ種
（改7.8.2）

 ・Ａ種
 ・Ｂ種
 ・Ｃ種
（改7.8.3）

 ※Ａ種
（改7.8.3）

 ・A-1種・A-2種

（改7.8.4）

 ・B-1種・B-2種
 ・C-1種・C-2種

 ・A-1種・A-2種

（改7.8.4）

 ・B-1種・B-2種
 ・C-1種・C-2種

 ・Ａ種
 ・Ｂ種
 ・Ｃ種
（標18.7.4）
 ・Ａ種
 ・Ｂ種
 ・Ｃ種
（標18.7.4）

 ※Ｂ種　・　  ※Ａ種　・　
（改7.9.3） （改7.9.3）
 ※Ｂ種　・　
（改7.9.4） （改7.9.4）
 ※Ｂ種　・　

 ※Ｂ種　・　
（改7.9.5） （改7.9.5）

（改7.9.2） （改7.9.2）
 ※Ｂ種　・　

（改7.9.2） （改7.9.2）
 ※Ｂ種　・　

（改7.9.2） （改7.9.2）
 ※Ｂ種　・　

 ※Ｂ種　・　
（改7.10.2） （改7.10.2）

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種

 ※Ｂ種　・　  ・Ａ種　・Ｂ種
（改7.10.2） （改7.10.2）
 ※Ｂ種　・　  ・Ａ種　・Ｂ種
（改7.10.2） （改7.10.2）
 ※Ｂ種　・　  ・Ａ種　・Ｂ種
（改7.10.2） （改7.10.2）
 ※Ｂ種　・　  ・Ａ種　・Ｂ種

 ・耐候性塗料塗り
 　（ＤＰ）

 ・合成樹脂
　エマルション

 　エナメル塗り

 ・Ａ種　・Ｂ種
（改7.11.2）

 ・Ａ種　※Ｂ種
 ・Ｃ種
（改7.11.2）

 ・Ａ種　※Ｂ種
（改7.12.2）（改7.12.2）

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種
（改7.5.2）

 ・Ａ種　※Ｂ種
（改7.5.2）

 ・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

工　程
塗替え 新規

　　塗装の種類

 ・合成樹脂

　（ＥＰ-Ｔ）

 ・ウレタン樹脂
 　ワニス塗り
 　（ＵＣ）

　ペイント塗り
　（ＥＰ）

 　ペイント塗り
 　エマルション

　 　（ＥＰ-Ｇ）

 ・つや有り
 　合成樹脂

 　水分散系塗料
   塗り（ＮＡＤ）

 木部（外部）

 木部（内部）

 鉄鋼面

 鋼製建具

 屋内木部
 鉄鋼面

 屋内のコンクリート面、
 モルタル面

 亜鉛めっき鋼面

 亜鉛めっき鋼面

 鉄鋼面　上塗り
 ・１級（フッ素樹脂塗料）
 ・２級（ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料）
 ・３級（ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料）

 ・１級（フッ素樹脂塗料）
 ・２級（ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料）
 ・３級（ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料）

 亜鉛めっき鋼面　上塗り

 コンクリート面

 押出成型セメント板面

 屋内木部

 屋内鉄鋼面

 屋内亜鉛めっき鋼面

 コンクリート面

 モルタル面

 プラスター面

 せっこうボード面

 コンクリート面

 モルタル面

 プラスター面

 せっこうボード面

 塗装面

 　模様塗料塗り
 　エマルション

 　塗り（ＣＬ）
 ・クリアラッカー

 　塗り（ＯＳ）

 ・オイルステイン

 　塗り（ＷＰ）
 ・木材保護塗料

 屋内のｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、
 ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、
 木材等

 木部

 木部

 木部

塗装面

 木部

塗装の種類

合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種別　　　　　　※１種　　　（改7.4.2）

（改7.14.2） （改7.14.2）

（改7.15.2） （改7.15.2）

コンクリート立上り

.

平成 29年度 　石岡 運動公 園体育 館改修 工事

Ａ－０４
H30

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事



縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

建築改 修工事 特記仕 様書（４ ）

・　行う（分析結果は監督職員に提出する。）

－

９
　
１
　
環
　
　
境
　
　
配
　
　
慮
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

１．一般事項

（

　
ア
　
ス
　
ベ
　
ス
　
ト
　
含
　
有
　
建
　
材
　
の
　
処
　
理
　
工
　
事）

特別管理産業廃棄物管理責任者の選出
排出業者は、特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有するものを

選任し管理しなければならない。

<9.1.2(d)>

ただし、アスベスト含有成形板の処理工事を除く。

更衣室など見やすい箇所に次の表示及び掲示を行う。
※　アスベスト作業主任者名と職務内容

※　喫煙・飲食の禁止
※　「アスベスト除去作業中」の表示
※　アスベストの有害性
※　取り扱い上の注意事項
※　使用すべき保護具

周辺住民の見やすい箇所に以下の表示を行う。
※　「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ（労働基準監督署への

届出内容、粉じん飛散抑制装置、曝露防止措置等）」

※　関係者以外立入禁止

<9.1.2(f)>
表示及び掲示

<9.1.2(g)>
作業内容に応じた、呼吸用保護具、保護めがねを使用すること。

保護具、保護衣

除去したアスベスト含有物の保管、運搬等
※　他の内装材、廃棄物等と分別保管
※　保管場所での飛散防止を施す。また、アスベスト成形版を運搬する

場合は、運搬車両の荷台全体をシート等で覆い、飛散防止に努める。
※　アスベスト等の保管場所である旨の表示を行う。

除去作業者の教育 <9.1.2(c)>

２．除去工事
共通事項

<9.1.2(b)>

ならない。

石綿作業主任技能講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者
技能講習を終了したものの中から、「石綿作業主任者」を選任しなければ

作業主任者の選出

<9.1.2(a)>

相応した技術を有することを証明する書類を監督員に提出する。
アスベスト含有建材の除去を直接行う専門業者については、工事に

専門工事業者 ５．アスベスト
含有成形板の
処理

アスベスト含有成形板の除去工事

・　行わない

<9.5.2～3>ー９
　
２
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

３．アスベスト
含有吹付け材
の除去 ・　行わない

<9.1.3(b)>アスベスト含有吹き付け材の除去工事

作業場等の隔離等
※　作業場は以下によるものとし負圧除じん機にて負圧状態により

飛散防止をすること。

隔離シートの性能
※　床面
※　壁面 ※　0.08mm以上のプラスチックシート等

※　0.15mm以上のプラスチックシート等で二重

セキュリティーゾーンの設置

※ 洗浄室 負圧

※　下表による
適用
※

室名
更衣室

状態
※　更衣ロッカー
※　呼吸用保護具保管箱

※　新品の保護具
※　洗顔、うがい設備

・

※ 前室 負圧
・
※　エアシャワー（温水シャワー）

・　高性能真空掃除機
・　使用済み保護衣保管かご

<9.1.3(a)>

除去物及び汚染等
処理方法

※　密封処理（二重袋梱包）
隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空

掃除機フィルタ、除じん機フィルタについても密封処理を行う。
・　セメント固化

<9.1.3(a)>

<9.1.3(b)>

４．アスベスト
含有保温材等
の除去 ・　行わない

アスベスト含有保温材の除去工事

養生等
※　養生シート等を用いて区画し、場外への飛散防止を行う。

掻き落とし、破砕、切断による除去方法
※　行わない

除去工法
※　粉じん飛散抑制剤などにより湿潤化したあとに、手ばらしによること。

養生

除去工法
※　作業場は、散水等により湿潤化し、手ばらしによること。
※　やむを得ず破壊しなければならない場合には、十分に湿潤化した

状態で行うこと。
※　除去物については、粉じんの飛散防止に努め、特に破砕された

アスベスト含有成形板については、湿潤化の上、丈夫なプラスチック袋
に入れる等の飛散防止措置を講ずること。

<9.1.5(a)>

<9.1.5(b)>

フォーム
(発泡プラス
チック保温材)

下記以外
厚さ(mm)

２種ｂ

(スキン層付き)
３種ｂ

ピット内部
屋根防水部分
接地部分及び

フォーム保温材

・

※Ａ種押出法

※Ａ種押出法

※　25
・

・
・・　硬質ウレタン ※Ａ種

・

ウレタン
※　20

による難燃性
・２級　※３級

・　吹付け硬質

フォーム保温材
・

※Ａ種１
・

・

・ ・ ・

※　ポリスチレン

作業者は、就業時に石綿則第27条に基づく教育を受けた者とする。
また、一般健康診断、石綿健康診断及びじん肺健康診断を受診した者と

し、肺機能に異常のない者とする。

１．断　熱　材

・　行う　（適用範囲　・図示　　　・　　　　　　　　　）

・　行う　（適用範囲　・図示　　　・　　　　　　　　　）

・　行う（<9.1.3>「アスベスト含有吹き付け材の除去」による）

※　除去物については<9.1.3(b)>により、密封処理とする。

・　行う　（適用範囲　・図示　　　・　　　　　　　　　）

※　作業場は、養生シート等を用いて区画する。

断熱材の打込み及び現場発泡工法

・Ａ種ビーズ法
種　　　類 箇　所 備　　考

JIS A 9511の
JIS表示認証製品

・・※Ａ種
フォーム保温材

・　フェノール
・

JIS A 9526

JIS A 9511の
JIS表示認証製品

※　施工範囲は建築工事標準詳細図(図7-01-1)による。

10 １．埋戻し及び
盛土の種別

・　Ａ　種 ※　Ｂ　種 ・　Ｃ　種 ・　Ｄ　種 (3.2.3)(表3.2.1)
Ｃ種の場合 建設発生土受入れ量

発生場所
受入条件

m3

２．建設発生土の
処理

・　構外に搬出し適切に処理する。
・　構外指示の場所に搬出する。

受入れ施設名・住所（km）
・　構内指示の場所に敷きならす。
・　構内指示の場所にたい積する。

　
土
　
　
工
　
　
事

１．コンクリート
ブロック帳壁
及び塀

ブロックの種類

（ただし、設備配管用裏積等は空洞ブロック08とすることができる。）

(8.3.2)(表8.3.1)11

パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ

※　空洞ブロック 16 ・

上記以外に用いる断熱材

下記以外
厚さ(mm)

・Ａ種ビーズ法

２種ｂ

(スキン層付き)
３種ｂ

ピット内部
屋根防水部分
接地部分及び

・

※Ａ種押出法

※Ａ種押出法

※　25
種　　　類 箇　所 備　　考

・　ＪＩＳＡ発泡
プラスチック

保温材

JIS表示認証製品

・　グラスウール
保温材

※　100
・ ・

※　24Ｋ品

※　グラスウール使用部分の室内側防湿シート

※　被覆品　　・防湿層ポリエチレンフィルム(t0.15)張り　(重ね100)

<9.1.3(c)><9.1.4(d)><9.1.5(c)>

ただし、（一財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」に
よる「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査
証明書（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等
の飛散防止処理技術を有する工法とすることができる。その際には
監督員の承諾を得ること。

ただし、（一財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」に
よる「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査
証明書（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等
の飛散防止処理技術を有する工法とすることができる。その際には
監督員の承諾を得ること。

－

９
　
１
　
環
　
　
境
　
　
配
　
　
慮
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

（

　
ア
　
ス
　
ベ
　
ス
　
ト
　
含
　
有
　
建
　
材
　
の
　
処
　
理
　
工
　
事）

<9.1.4>

<9.1.4(b)>

<9.1.4(c)>

<9.1.5>

（

　
断
　
熱
　
化
　
工
　
事
　）

（以下，「大防法」という。）及び石綿障害予防規則(平成17年2月24日厚生

施工調査

石綿等の取扱については，大気汚染防止法(昭和43年6月10日法律第97号)

労働省令第21号)（以下，「石綿則」という。）を遵守すること。

※　行う　（大防法第18条の17により，同法の特定工事に該当するか
事前調査を行うこと。調査結果は，図面等に記録し，
書面により発注者に説明の上，提出すること。

よる届出書の案を作成し，監督職員に提出すること。
調査の結果，設計図書と異なる場合は監督職員と協議する。)

特定工事に該当する場合，受注者は大防法第18条の15に

調査事項
※　アスベスト含有建材等の使用部位

※　施工範囲と工事範囲区分

・

※　アスベスト含有建材等の種類，厚さ，面積

※　排出等作業の方法

調査結果を公衆に見やすいよう掲示すること。
※　事業場の名称
※　建築物等の種類
※　調査方法
※　発注者からの通知

※　調査結果
※　調査者及び所属
※　調査終了年月日
・

アスベスト含有分析 <9.1.1(d)>
・　行わない

調査箇所　　　※　図示

・　行わない
<9.1.1(d)>

３部作成

による。

・　行わない。
※　行う（測定する時期・場所等は下表による）

「JIS K 3850-1　空気中の繊維状粒子測定方法－第1部－
：光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差、分散顕微鏡法

アスベスト粉じん濃度測定

適
用

測定 測定時期 測定場所 測定点 室　　名　　等
名称 （各施工箇所ごと）

・ 測定１処理作業前 処理作業室内 ※２点　　・　点
（注１） ※２点　　・　点

・ 測定２ 施工区画周辺 ※２点　　・　点
又は敷地境界 ※２点　　・　点

・ 測定３処理作業中 処理作業室内 ※２点　　・　点
（注１）

※２点　　・　点

※２点　　・　点
・ 測定４ セキュリティ ※１点　　・　点

ゾーン入口 ※１点　　・　点
（空気の流れを※１点　　・　点
　確認） ※１点　　・　点

・ 測定５ 負圧・粉じん装※１点　　・　点
置の排出吹出口※１点　　・　点
（除じん装置の※１点　　・　点
　性能確認） ※１点　　・　点

・ 測定６ 施工区画周辺 ※２点　　・　点
又は敷地境界 ※２点　　・　点

・ 測定７処理作業後 処理作業室内
シート
撤去前

※２点　　・　点
・ 測定８ 施工区画周辺 ※２点　　・　点

又は敷地境界 ※２点　　・　点
・ 測定９処理作業後 処理作業室内 ※２点　　・　点

シート
撤去後

※２点　　・　点
※２点　　・　点

測　定　点　総　計 点

総合倍率４００倍、アスベスト繊維総数、通常５０視野
アセトン固定－有機物灰化－屈折率浸液法
５min １２０min

５Ｌ／min

４７mm

測点５
位相差・分散顕微鏡

２５mm

（例）アスベスト粉じん濃度測定方法

２４０min
１０Ｌ／min１Ｌ／min

測点１，２，４，６，７，８測点３

フィルタの直径
メンブレン

計数アスベスト
計数条件
試料の透明化
試料の吸引時間
試料の吸引流量

数計機器

５０本／Ｌ ０．４７本／Ｌ ０．３本／Ｌ

幅３μｍ未満、長さ５μｍ以上、アスペクト比（長さ／幅）
３以上

定量限界
記録する項目

ア．測定結果
イ．測定時間
ウ．測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）
エ．サンプリング条件

（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）
オ．マウンティング法
カ．顕微鏡視野面積、計数視野数
キ．測定時（各測定場所ごと）の

天候、温度、湿度、外気の風速及び風量

測定機関
都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関

<9.1.1(e)>

施工記録報告書の提出
１．施工計画書
２．工事記録及び工事写真
３．産業廃棄物処理記録（廃石綿）
４．施工調査等記録（条規施行調査、含有分析、粉じん濃度測定等）
５．作業者の作業記録、各種健康診断記録、安全衛生教育記録

注１:周囲状況により上記によりがたい場合は、監督職員と協議する。

６．その他必要事項

提出部数

・（試料数：　　　）
・（試料数：　　　）

・（試料数：　　　）
・（試料数：　　　）

定性分析 定量分析材　料　名

※　JIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有測定法」
による。

分析方法

<9.1.1(e)>

・　（　　　　　）

８．無筋
コンクリート 適　　　　　　用　　　　　　箇　　　　　　所

適用箇所は(6.14.1)によるほか、下記による。 (6.14.1)

乾燥収縮(×１０　）：０
14

-4

９．グラウト材

均しモルタル
無収縮モルタル材 ・　使用する ・　使用しない10．柱底等の

圧縮強度(N/mm2)　　：３０以上
コンシステンシーＪ ：ロート値(秒)　６～１０

<8.2.11>

<8.2.11>

<8.19.8><8.21.5>
の打込み工法

撤去

※　流込み工法　　・　圧入工法

既存仕上げの撤去範囲　　　※ 図示　　　・　
既存躯体の撤去範囲　　　　※ 図示　　　・　

<8.19.2>

11．型　枠

12．コンクリート

13．既存部分の

－８
　
２
　
耐
震
改
修
工
事（

　
コ
ン
ク
リ
　
ト
工
事
　）

－

１．あと施工
アンカー ※　接着系アンカー　　〔引張耐力　　　（KN），せん断耐力　　　（KN）〕

<8.2.4>

（

あ
と
施
工
ア
ン
カ
　
工
事）

－

８
　
４
　
　
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事
　（

　
鉄
　
骨
　
工
　
事
　）

－ １．鉄骨製作工場 <8.1.5>

２．鋼材の種類

８
　
５
　
耐
震
改
修
工
事（

柱
補
強
工
事）

- 　１．工　法
溶接金網の継ぎ手 ※ 重ね継ぎ手
コンクリート及び構造躯体用のモルタルの打設

・　鋼板巻き工法
・　圧入工法　　・　流し込み工法　

・　帯板巻き付け工法
・　連続繊維補強工法

）製造所（

・　行う ・　行わない

２．既存部分の
撤去

<8.21.5>

<8.21.6>
<8.21.6>
<8.21.7>

<8.21.2>

-

・　Ｓ　　　・　Ｈ　　　・　Ｍ　　　・　Ｒ　　　・　Ｊ

する工場
・　本物件と同等規模構造の施工実績を有している工場で、監督職員の承諾

・SS400　・SSC400　・STK400　・STKR400
・SN400B,C　・SN490B,C　・SM400　・SM490

材　　　　　質

３．高力ボルト

※トルシア形高力ボルト
ボルト種別

・ＪＩＳ形高力ボルト
・溶融亜鉛メッキ高力ボルト

セットの種類

４．溶接部の試験 ※超音波探傷試験

５．錆び止め塗装

<8.14.11><8.14.12>

<8.16.3>

・
・
・

ボルト
材質 ※ＳＳ４００ ・ＳＮＲ４００Ｂ

撤去

７．アンカー

８．既存部分の

(7.2.4)

・耐火板張り
・耐火材吹付け
・ラス張モルタル

※半乾式　　・湿式

種　　　別 材料及び工法製造所 備　　　考

・耐火材巻付け

６．耐火被覆 <8.17.2><8.17.4～7>

<8.20.2>

※２種(S10T)
※２種(F10T)
※１種(F8T相当)

※　指定性能評価機関の性能評価を受けて、国土交通大臣の認定を
受けた下記のグレード以上の工場

規　　　　　格
JIS表示認証製品

・

<7.3.2～3> による。

既存仕上げの撤去範囲　　　※ 図示　　　・　
既存躯体の撤去範囲　　　　※ 図示　　　・　

引張強度試験及び付着強度試験

既存仕上げの撤去範囲　　　※ 図示　　　・　
既存躯体の撤去範囲　　　　※ 図示　　　・　

種類
・　部分スリット

充填材
耐火材の使用 ・　使用する

<8.22.1>

<8.22.2>
適用箇所　　　　　　　※　図示

遮音材の使用　　　　　　・　使用する　　　・　使用しない

・　使用しない

適用箇所　　　　　　　※　図示

１．スリットの

２．スリットの

・　完全スリット８
　
６
　
耐
震
改
修
工
事（

耐
震
ス
リ
ッ
ト）

・　溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法

建築基準法に基づき定め

受けたもの
られたもの又は認定を

改修標仕6章15節による

せき板の種類　　　※　12mm合板　　・　
せき板の塗料　　　※　無　　　　　・　有

２．あと施工
アンカーの
試験

性能確認試験　　　　　※ 行わない　　　　・ 行う
施工確認試験　　　　　※ 行う　　　　　　・ 行わない

<8.2.4>
<8.11.5>

・　金属系アンカー　　〔引張耐力　　　（KN），せん断耐力　　　（KN）〕
打込み方式　　　※ 本体打込み式改良型

３．埋込配管等
の探査

範囲　　※穿孔箇所すべて　　・図示　　　　　　　　　　　　　　<8.11.2>

接着剤　　　　　※ 有機系　　　　　・ 無機系
アンカーの種類　※カプセル型回転・打撃式

<8.2.7>

<8.2.8><表8.2.7>

<8.2.9>

無収縮グラウト材は、製造所で調合された材料を使用する。

－８
　
３
　
　
耐
震
改
修
工
事

２.ＡＬＣパネル パネルの種類
・外壁パネル　（・t=100　・t=50　）

(8.4.2～5）

.

Ａ－０５
平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30



４．トイレブース 表面材
幅　木
フレーム
扉

支柱ﾀｲﾌﾟ

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

建築改 修工事 特記仕 様書（５ ）

１．一般事項 　試料採取および測定は，厚生労働省の｢室内空気中化学物質の採取方法と
測定方法｣（以下「厚労省の測定方法」という。）の新築住宅の例に準拠し
て行う。

２．測定対象化学
　　物質

総
 
揮
 
発
 
性
 
有
 
機
 
化
 
合
 
物(

Ｔ
Ｖ
Ｏ
Ｃ)

 
測
 
定
 
仕
 
様
 
書

３．測定方法 １)　クロマトグラム上で「n-ヘキサン」から「n-ヘキサデカン」までの部分
に検出される物質のピーク値を「トルエン」に換算した値をＴＶＯＣ濃

　測定対象化学物質は，下記４ 1)，2)の区分に従い，表の①から⑭の１４物
質及びＴＶＯＣ又は表の①から⑨の９物質及びＴＶＯＣとする。

４．測定する室

・　室名：

・　屋外(周囲の建物から離れた場所１か所)

５．測定結果等報
告書の提出

　次の事項を記載した報告書を２部提出する。
　１)　測定結果（アセトアルデヒドについては，試料採取時の気温が20℃

に満たない場合には，「厚労省の測定方法」に定める計算式で20℃，

　２)　試料採取時の状況（気温・湿度(屋外，室内)，天候、風の状況、日
射進入状況，採取年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
完成から試料採取までの日数）

湿度50％に，ホルムアルデヒドについては25℃，湿度50％に補正し
た濃度を報告すること。）

度とする。
２)　トルエン換算で 2.0μg/m３ 未満のピークは測定の対象としない。
３)　上位１０ピークについて物質を特定して濃度の測定を行う。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル

ホルムアルデヒド
トルエン
キシレン
エチルベンゼン
スチレン
パラジクロロベンゼン
テトラデカン
アセトアルデヒド
ノナナール
フタル酸ジ-n-ブチル

クロルピリホス
ダイアジノン
フェノブカルブ
総揮発性有機化合物(ＴＶＯＣ)

化学物質名 室内濃度指針値

400  μg/m３ （暫定目標値）

100  μg/m３
260  μg/m３
870  μg/m３

3,800  μg/m３
220  μg/m３
240  μg/m３
330  μg/m３
48  μg/m３

(暫定)41  μg/m３
 220  μg/m３
120  μg/m３
 1  μg/m３

33  μg/m３

0.08   ppm
0.07   ppm
0.20   ppm
0.88   ppm
0.05   ppm
0.04   ppm
0.04   ppm
0.03   ppm

0.02   ppm

表　測定対象化学物質及び室内濃度指針値

　１)　１４物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室等

・　室名：

　２)　９物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室

0.29　μg/m３

0.007   ppm

0.0076   ppm
0.00007   ppm
0.00002   ppm
0.0038   ppm

　４)　ＴＶＯＣ濃度の算出に使用したクロマトグラムの写し
　３)　試料採取方法，測定方法，使用した測定機器
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６．その他

　ＴＶＯＣの測定の結果，暫定目標値を超える場合は，発生原因の究明及び

超える場合は，工事目的物の引渡しを受けない。

汚染物質の発生を低減するための対策について，協議を行うこと。

　表の化学物質①から⑤のうち，いずれかの物質の濃度が室内濃度指針値を
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舗
　
　
　
　
装
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

１．再生材 ※　使用する ・　使用しない

２．盛土材料

３．遮断層及び
凍上抑制層用
材料

遮　断　層
凍上抑制層

※　川砂・海砂又は良質な山砂
※　再生クラッシャラン

(22.1.3)

(22.2.3)

路床の盛土材料

・　切込砂利又は切込砕石

(22.2.5)４．路床土の
支持力比

（ＣＢＲ）試験

※　行わない ・　行う（※　乱した土　　・　乱さない土）

５．路床締固め度
の試験

６．路盤材料 ※　再生クラッシャラン　ＲＣ－４０（透水性舗装の場合を除く）
・　クラッシャラン　Ｃ－４０
・　クラッシャランスラグ　ＣＳ－４０

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 (22.2.3)

(22.3.3)(表22.3.3)

・　行わない ※　行う（箇所：埋戻し及び盛土部） (22.2.5)

度の試験
(22.3.5)※　行う

加熱アスファルト混合物の種類
表　層 ※　再生密粒度アスファルト混合物（１３）

・　密粒度アスファルト混合物（１３）
・　細粒度アスファルト混合物（１３）
・

基　層 ※　再生粗粒度アスファルト混合物（２０）
・　粗粒度アスファルト混合物（２０）
・

舗装

(22.5.3)
舗装

早強セメント ・　使用する ※　使用しない
溶接金網 ※　あり ・　なし

・　コンクリート平板舗装 ※　砂目地

アスファルト混合物等の抽出試験　　※行わない　　・行う (22.4.6)

(22.9.2)(表22.9.1)
舗装

・　インターロッキングブロック舗装
※　コンクリート舗装

・　モルタル目地

・　アスファルト舗装

・　Ａ種(通路) ※　Ｂ種(建物周辺)

・　舗石舗装　　基　層

地業の材料　　　・再生クラッシャラン　

※　ＪＩＳＫ５６６５　３種１号

(22.4.2)(22.4.4)(表22.4.5)

舗装の厚さは
図示による

(21.4.2)

(22.10.2)

１．フリー (20.2.2)
アクセス
フロア
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ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
の
　
工
　
事

ボーダー部 ・　図示による

配線取出し用切り欠きパネルは１枚／㎡以上とする。
空調用吹き出し(吸い込み）パネル ※　なし

・　有り（※固定式　　・可変式）
施工箇所は図示

工法 仕上り高
(mm)

適用地震時
水平力(Ks)

耐荷重性能
（N)

施工場所

・　1.0G
※　0.6G

・　3,000
・　5,000
・

表面仕上げ

・帯電防止
床タイル

・タイル
カーペット

・溝工法

・支柱一体型
パネル工法

（置敷工法）

（置敷工法）
・支柱分離型

パネル工法
（独立支柱工法）

(20.2.3)
（パーテー

ション）

２．可動間仕切 構造形式による種類
構成材の種類 アルミニウム合金系又はスチール系
パネル表面材 焼付塗装鋼板（標準色）ｔ＝０.５以上
遮音性
防火性能

３．移動間仕切 (20.2.4)
（スライディン
グドア）

パネルの操作方法による種類 規定しない
パネル表面材の材質及び仕上げ 製造所仕様の化粧鋼板（標準色）

ｔ＝０.５以上
パネル圧接装置の操作方法 ハンドル回転式又はワンタッチ上下式
遮音性
防火性能 不燃
取り付け用あと施工アンカー 材質，寸法等は図示又は製造所の

仕様による

(20.2.5)

５．階段滑り止め (20.2.6)材　種 ステンレス（ＳＵＳ３０４）
ビニールタイヤ入り（幅約35mm)

取り付け方法 ※　接着工法 ・　埋込み工法
（ノンスリップ）

(20.2.7)
（床仕上げが異なる場合に設ける。但し、建具部は建具表による。）

６．床目地棒

７．鏡 耐湿鏡　ｔ＝５ ステンレスフレーム付き (20.2.9)

施工箇所
天　井 ※　アルミニウム製

※　アルミニウム製床

材　　　種
※　４５０×４５０
・　６００×６００
・　４５０×４５０
※　６００×６００

※　目地タイプ
・　額縁タイプ
※　一般型貼物用
・　一般型充填用

形　　　式寸　　　　法

誘導ブロック
屋　外 ※　コンクリート製

・　磁器質タイル（※１００角　・１５０角）

ステンレス製　ＨＬ仕上げ　Φ３０程度　市販品８．表　示 衝突防止表示
誘導標識 市販品

９．点検口

10．視覚障害者用

(20.2.10)

※　一般部分の仕様に準ずる
床表面仕上げ材の品質は標準仕様書19章による。

スタッド式（内蔵）

不燃
３６dB/500Hz以上

３６dB/500Hz以上

室名札 アクリル板

７．路盤の締固め

８．アスファルト

９．コンクリート

10．ブロック系

11．縁石及び側溝

12．砂 利 敷 き

13．区　画　線

.

フェノール樹脂板

フェノール樹脂板
アルミ製、ステンレス製

Ａ－０６

ステンレス加工（ＳＵＳ３０４ ＨＬ）

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

小体育館 ４箇所　、会議室 １箇所
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設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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…工事対象建築物を示す

凡例

案 　内　 図

石岡市役所

至水戸

石岡駅

至土浦

常磐線

6号
国
道 石岡中学校

南台団地

バス専用道路

国道355線 至鉾田

東田中バス停

石岡市運動公園

N

石岡市南台三丁目３４番１号

屋外便所
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屋外便所
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ト

ダッグアウト

12,0
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5,
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0

市道

N

市道

池

器具庫

メインスタンド

陸上競技場

サッカーコート2面

野球場　2面

多目的広場

体育館

花壇

花壇

花壇

花壇

１階床面積　　　　4440.26㎡

２階床面積　　　　1496.02㎡

延べ床面積　　　　5936.28㎡

　建築面積　　　　5076.54㎡

面積表

　 　　　 …　仮 囲い（ ｼｰﾄ囲 い )H=2.0を示 す。

※凡例

　 　　　 …　 ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ 3.0× 1.8　を 示す。

　　　 　…　 敷鉄板  t=22　を 示す。

　 　　　 …　工 事車両 等通行 範囲を 示す。

門扉

配置図 兼仮設計 画図　 S=1/800

本体工事時仮設計画図

仮囲い ｼｰﾄ H=2.0

花壇

　体育館･運動場利用者　動線

5,500

　工事車両　動線花壇
花壇
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L=7.00
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配置図 兼仮設 計画図 （１）　 案内図
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…工事対象建築物を示す

凡例

案 　内　 図

石岡市役所

至水戸

石岡駅

至土浦

常磐線

6号
国
道 石岡中学校

南台団地

バス専用道路

国道355線 至鉾田

東田中バス停

石岡市運動公園

N

石岡市南台三丁目３４番１号

屋外便所

屋外便所

屋外便所
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市
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池

器具庫

メインスタンド

陸上競技場

サッカーコート2面

野球場　2面

多目的広場

体育館

花壇

花壇

花壇

花壇

１階床面積　　　　4440.26㎡

２階床面積　　　　1496.02㎡

延べ床面積　　　　5936.28㎡

　建築面積　　　　5076.54㎡

面積表

　 　　　 …　仮 囲い（ ｼｰﾄ囲 い )H=2.0を示 す。

※凡例

　 　　　 …　 ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ 3.0× 1.8　を 示す。

　　　 　…　 敷鉄板  t=22　を 示す。

　 　　　 …　工 事車両 等通行 範囲を 示す。

門扉

配置図 兼仮設計 画図　 S=1/800

本体工事時仮設計画図
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配置図 兼仮設 計画図 （２）　 案内図
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工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所
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設　計 製　図
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仕上表 （１）

　　トイレ便器の撤去・新設（１・２階男女）

改 修 後 外 部 仕 上 表改 修 前 外 部 仕 上 表改 修 工 事 概 要

屋　　根　 改修工事①体育 館
　下地 アスファルトフェルト　t=25木毛セメント板（比重0.47）（30分耐火R-0122）　t=40グラスウール24Ｋ

屋　　根

　コンクリート打放し下地　100×50モザイクタイル貼り　一部50×50（一部ラスター仕上）
外　　壁

外 壁 腰
　コンクリート打放し目地切り 斫り仕上げ アクリルウレタンクリヤ吹付２回塗

客席段裏
　コンクリート打放し補修　ＶＰ塗

笠　　木

陸屋根部

プラザ階段部

陸屋根ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ

タ テ 樋

犬 走 り

ｺﾝｸﾘｰﾄ庇

ｺﾝｸﾘｰﾄ庇裏

　アスファルト防水 A-2 t=50軽量コンクリート 伸縮目地（ﾄﾞﾗﾌﾀｲﾄ）@4500以内

伸縮目地（ポリサルファイト）@4000位付

　アスファルト防水 A-2 t=50軽量コンクリート モルタル下地200角タイル貼 伸縮目地（ﾄﾞﾗﾌﾀｲﾄ）@4500以内

　t=2.0ノンタールウレタン防水下地 ラスモルタル下地200角タイル貼 伸縮目地（ﾄﾞﾗﾌﾀｲﾄ）@4500以内

　鋳鉄製100φ（タテ型、ヨコ型）

　ＶＰ-100　見がかりVP塗

　コンクリート金ｺﾞﾃ押え　 目地切り仕上

　防水モルタル金ｺﾞﾃ仕上

　コンクリート打放し補修　ＶＰ塗

外　　壁

外 壁 腰

客席段裏

笠　　木

陸屋根部

プラザ階段部

陸屋根ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ

タ テ 樋

犬 走 り

ｺﾝｸﾘｰﾄ庇

ｺﾝｸﾘｰﾄ庇裏

軒　　樋
　t=0.4オリエンタルメタル （ウレタンフォーム裏貼） カラーステンパンチング ステンレス網（ﾒｰｶｰ仕様）

軒　　樋

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

　t=0.4ふっ素鋼板横葺き（t=4.0ポリスチレンホーム裏打ち）　　

既存仕上げのまま

既存仕上げのままプラザ床 プラザ床

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

１階玄関廻り：SUS HL-100φ

　陸屋根部パラペット カラーアルミ笠木ｗ240　　プラザパラペット モザイクタイル貼

　　

　　トイレブースの撤去・新設（１・２階男女）

建具

玄関庇 幕板･笠木 　t=1.6フッ素鋼板

建具

玄関庇 幕板･笠木

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

内部仕上表

階数 天  井  高（㎜ ） 備　　考廻　 縁天 　　井壁床下地改修室 巾 　　木

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

既存仕上げのまま既存仕上げのまま 既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存のまま

１

事  務  室

会 議 室

室　　 名

管 理 室

医 務 室

既存仕上げのまま 既存仕上げのまま

腰壁

立体トラス OP塗
直 天

既存仕上げのまま
既存仕上げのまま

t=15ﾗﾜﾝ合板捨貼り t=18ｶﾊﾞｻｸﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ PUP-3
（鋼製床下地組@900） 軒面戸t=12 EP塗(t=25スタイロフォーム裏打)

(木下地組)

t=15ﾗﾜﾝ合板捨貼り t=18ｶﾊﾞｻｸﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ PUP-3
（鋼製床下地組@900）

既存仕上げのまま 既存仕上げのまま

立体トラス OP塗
仕上げ付きt=25グラスウールボード 48K　ｼﾞｮｲﾅｰ工法

既存仕上げのまま 既存のまま

直 天

モルタル下地 t=2.0長尺塩ビシート貼

既存仕上げのまま

モルタル下地 t=2.0長尺塩ビシート貼

既存仕上げのまま

モルタル下地 t=2.0長尺塩ビシート貼

既存仕上げのまま

モルタル下地 t=2.0長尺塩ビシート貼

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

H=75 木製 OSCL塗

H=75 木製 OSCL塗

仕上げ付きt=25グラスウールボード 48K　ｼﾞｮｲﾅｰ工法 （不燃第1036号）

（不燃第1036号）

t=9ＰＢ下地 t=12ロックウール吸音板貼

t=9ＰＢ下地 t=12ロックウール吸音板貼

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

t=9ＰＢ下地 t=12ロックウール吸音板貼

既存仕上げのまま

t=9ＰＢ下地 t=12ロックウール吸音板貼

軒面戸t=12 EP塗(t=25スタイロフォーム裏打)
(木下地組)

t=12シナ合板目透し貼(h450×w1800) OSCL塗

モルタル金ｺﾞﾃ　ビニールクロス貼

既存仕上げのまま

モルタル金ｺﾞﾃ　ビニールクロス貼

既存仕上げのまま

モルタル金ｺﾞﾃ　ビニールクロス貼

モルタル金ｺﾞﾃ　ビニールクロス貼

（北面壁t=25スタイロフォーム打込）

（北面壁t=25スタイロフォーム打込）

２７００

既存のまま

２７００

既存のまま

２７００

既存のまま

２７００

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

行事用スチール黒板（2700×900）

行事用スチール黒板（2700×900）
スクリーン アルミBOX共（200×1500）

既存仕上げ撤去の上、ビニルクロス貼

※　　 　　　 …　改 修室を 示す。

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま 既存仕上げのまま

応 接 室

湯 沸 室

書 庫

男･女更衣室

男･女ｼｬﾜｰ室

既存仕上げのまま

モルタル下地 t=2.0長尺塩ビシート貼

既存仕上げのまま

モルタル下地 t=2.0長尺塩ビシート貼

既存仕上げのまま

モルタル下地 t=2.0長尺塩ビシート貼

既存仕上げのまま

モルタル下地 t=2.0長尺塩ビシート貼

100角タイル モルタル下地

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

モルタル下地 100角タイル貼 100角タイル モルタル下地

既存仕上げのまま

H=75 木製 OSCL塗 t=5銘木練付け合板

100角タイル貼

既存仕上げのまま

コンクリート打放し　VP塗

モルタル金ｺﾞﾃ　目地切り　VP塗

100角タイル貼

t=9ＰＢ下地 t=15ロックウール吸音板貼（キューブ）

t=5フレキシブルボード目透し貼 EP塗

t=9ＰＢ目透し貼 EP塗

t=5フレキシブルボード目透し貼 EP塗

t=5フレキシブルボード目透し貼 EP塗

２７００

既存のまま

２５００

既存のまま

２５００

既存のまま

２５００

既存のまま

２５５０

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

流し台、レンジフード、コンロ台、吊戸棚

シャワースクリーンFRP製
ビニルカーテン、アルミカーテンレール

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

Ａ－０９

大体育 館

小体育 館

　t=0.4フッ素鋼板 瓦棒葺き　　アスファルトルーフィング22Ｋ 　t=18センチュリーボード

柱：90×45 @450

H=75 ソフト巾木

H=75 ソフト巾木

H=75 ソフト巾木

H=75 ソフト巾木

既存仕上げ撤去の上、H=75ソフト巾木

H=75 ソフト巾木

H=75 ソフト巾木

横胴縁：45×24 @450
一部既存仕上げ撤去の上、t=12シナ合板目透し貼(1800×450) OSCL塗

t=12シナ合板目透し貼(1800×450) OSCL塗

１階・２階玄関屋根１階・２階玄関屋根

既存タラップ取外し再取付

　　既存床ﾜｯｸｽ剥離清掃の上、ﾜｯｸｽ塗布新設。一部床仕上げの撤去･新設

　　（１階ホール・廊下・下足室）

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

一部、既存竪樋撤去の上、ＶＰ-１００φＤＰ塗 新設（樋受け金物SUS製共）

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

　　会議室 壁仕上げビニルクロスの張替

　　防火シャッター用安全装置設置（４箇所）

　　小体育館 既存排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去し、露出型ﾊﾝﾄﾞﾙ式を新設

　　１階玄関ホール 既存排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀ-の撤去し、露出型ﾊﾝﾄﾞﾙ式を新設

　　一部、竪樋の交換

　　受電設備更新

　　高圧引込ケーブル更新

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま



内部ﾒｲﾝ階段

.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

仕上表 （２）

既存のまま
Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

改
修
後

改
修
前

既存仕上げのまま
１ 階風除 室

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

既存仕上げのまま

ホール

廊 下

玄 関

下 足 室

内部避難階段

モルタル下地 200角タイル貼

既存仕上げのまま

モルタル下地 200角タイル貼

既存仕上げのまま 既存仕上げのまま

100×50ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 モルタル下地

100×50ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 モルタル下地

モルタル下地 t=2.0長尺塩ビシート貼 H=75 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 目地切り VP塗

既存仕上げのまま既存仕上げのまま

100×50ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 モルタル下地

100×50ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 モルタル下地

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

100×50ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 モルタル下地

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

H=75 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 目地切 VP塗

100×50モザイクタイル貼　一部50×50モザイクタイル貼

既存仕上げのまま

100×50モザイクタイル貼　一部50×50モザイクタイル貼

既存仕上げのまま

100×50モザイクタイル貼　一部50×50モザイクタイル貼

既存仕上げのまま

100×50モザイクタイル貼　一部50×50モザイクタイル貼

既存仕上げのまま

コンクリート打放し補修 目地切 VP塗

100×50モザイクタイル貼　一部50×50モザイクタイル貼

既存仕上げのまま

コンクリート打放し補修 目地切 VP塗 ブロック部：モルタル金ｺﾞﾃ 目地切 VP塗

既存仕上げのまま

600×600カラーアルミ天井パネル目透し貼
カラーアルミ

t=9ＰＢ下地 t=15ロックウール吸音板貼（キューブ）

t=9ＰＢ下地 t=15ロックウール吸音板貼（キューブ）

t=9ＰＢ下地 t=15ロックウール吸音板貼（キューブ）

t=9ＰＢ下地 t=12ロックウール吸音板貼

t=9ＰＢ下地 t=12ロックウール吸音板貼 （一部吹抜け）

コンクリート打放し補修 アクリルリシン吹付

３０００

３５００

３３００、３５００

一部３７００

２２００

２５００

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存ワックス剥離・洗浄３回の上、樹脂ワックス剤塗布３回

塩ビ製

備　　 考天  井  高（ ㎜）廻　 縁天 　　井壁腰壁巾 　　木床下地室　 　名階数改修室

内部仕上表 ※　 　　　 　…　改 修室を 示す。

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

塩ビ製

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

塩ビ製

既存仕上げのまま 既存仕上げのまま
既存仕上げのまま 既存のまま

塩ビ製

既存仕上げのまま 既存仕上げのまま
既存のまま

塩ビ製

控 室 (1)(2)

幼 児 室

身障 者室

モルタル金ｺﾞﾃ 目地切　VP塗

モルタル下地 ループカーペット貼(ﾅｲﾛﾝ製)フェルト共 H=75　木製　OP塗 モルタル金ｺﾞﾃ 目地切　VP塗

モルタル金ｺﾞﾃ下地 t=2.0長尺塩ビシート貼

モルタル金ｺﾞﾃ下地 t=2.0長尺塩ビシート貼 モルタル金ｺﾞﾃ 目地切　VP塗

t=9ＰＢ下地 t=12ロックウール吸音板貼

t=9ＰＢ下地 t=12ロックウール吸音板貼

t=9ＰＢ下地 t=12ロックウール吸音板貼

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

２５００

２５００

２５００

既存のまま

既存仕上げのまま 既存仕上げのまま

Ｗ

ＲＣ

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

改
修
後

改
修
前

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

改
修
後

改
修
前

Ｗ

ＲＣ

Ｗ

ＲＣ

改
修
後

改
修
前

特記事項

塗装表示

ＳＯＰ：合成樹脂調合ペイント塗

ＥＰＧ：つや有り合成樹脂エマルションペイント塗

　シックハウス対策に関する使用建築材料については、すべて規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）のものとする。

　改修室で居室はＶＯＣ測定を行うこと。測定は工事前１回、工事後１回の計２回行う事。

ＤＰ　：耐候性塗料塗り

ＯＳＣＬ：オイルステイン クリヤラッカー塗り

　下地調整の表記は標準をＲＢ種下地処理とする。

　コンクリート床コア抜きは、鉄筋調査の上、コア抜きを行う事。

１

Ａ－１０

既存ワックス剥離・洗浄３回の上、樹脂ワックス剤塗布３回
一部、既存床仕上げ撤去の上、t=2.0ビニル床シート貼

（樹脂ワックス剤塗布３回）

取外し再取付:スチール下足入

取外し再取付:スチール下足入（職員玄関）

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

３３００

既存のまま

器具庫

（共 通）

機械室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

（共 通）

既存仕上げのまま

モルタル金ｺﾞﾃ下地 t=2.0長尺塩ビシート貼

モルタル金ｺﾞﾃ下地 防塵塗装 H=100 モルタル金ｺﾞﾃ VP塗

H=300 モルタル金ｺﾞﾃ VP塗

既存仕上げのまま 既存仕上げのまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 VP塗

柱・梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し t=25ｸﾞﾗｽｳｰﾙ ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押え ﾎﾟﾝﾌﾟ室：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

既存仕上げのまま

コンクリート打放し補修 アクリルリシン吹付

既存仕上げのまま

柱・梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し t=25ｸﾞﾗｽｳｰﾙ ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押え ﾎﾟﾝﾌﾟ室：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：VP塗 塩ビ製

塩ビ製

既存のまま

塩ビ製

直天

既存のまま

直天

新設：スチール建具

撤去：スチール建具

　　 (4)(5)

倉庫 (1)(2)

モルタル金ｺﾞﾃ下地 防塵塗装

既存仕上げのまま 既存仕上げのまま

H=100 モルタル金ｺﾞﾃ VP塗

既存仕上げのまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 VP塗

既存仕上げのまま

t=9ＰＢ目透し貼　EP塗

塩ビ製

アルミ製 ２５００

既存のまま

共
通

モルタル金ｺﾞﾃ下地 t=2.0長尺塩ビシート貼

モルタル金ｺﾞﾃ下地 t=2.0長尺塩ビシート貼
一部200角タイル貼

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修　目透し VP塗

既存仕上げのまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修　目透し VP塗

既存仕上げのまま既存仕上げのまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修　VP塗

既存仕上げのまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修　VP塗 階段状立上部：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP塗

階段状立上部：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP塗
t=9ＰＢ下地 t=12ロックウール吸音板貼

既存仕上げのまま

仕上げ付きt=25グラスウールボード 48K　ｼﾞｮｲﾅｰ工法
立体トラス OP塗

（不燃第1036号）

既存のまま

塩ビ製

既存のまま

既存のまま

２８００

既存のまま

直天

２

直天

既存のまま

既存のまま

男女 便所

１階

モルタル金ｺﾞﾃ下地 200角タイル貼

t=2.5ビニル床シート貼り

200角タイル モルタル下地

既存仕上げのまま

モルタル下地 200角タイル貼

既存仕上げのまま

t=5 フレキシブルボード目透し貼　EP塗

既存仕上げのまま

塩ビ製

既存のまま

２５００、２５５０

洋便器（設備工事）
トイレブース(メラミン系フェノール樹脂板)

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ（付属金物共）

既存のまま

塩ビ製

モルタル金ｺﾞﾃ下地 200角タイル貼

t=2.5ビニル床シート貼り

200角タイル モルタル下地

既存仕上げのまま

モルタル下地 200角タイル貼

既存仕上げのまま

t=5 フレキシブルボード目透し貼　EP塗

既存仕上げのまま

塩ビ製

既存のまま

２５００、２５５０
ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ（付属金物共）

洋便器（設備工事）
トイレブース(メラミン系フェノール樹脂板)

２階 客席

通 路

大体 育館

２階  玄関

大体 育館

男女 便所

２階

大体 育館

H=75 ソフト巾木

H=75 ソフト巾木

既存床仕上げ撤去の上、t=2.0ビニル床シート貼
（樹脂ワックス剤塗布３回）

一部、ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ（6φ200×200）、超速硬モルタル下地

一部、ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ（6φ200×200）、超速硬モルタル下地

モルタル下地 t=2.0アームストロング貼（ﾗｲﾉｸｯｼｮﾝ）

モルタル下地 t=2.0アームストロング貼（ﾗｲﾉｸｯｼｮﾝ）

モルタル下地 t=2.0アームストロング貼（ﾗｲﾉｸｯｼｮﾝ）

モルタル下地 t=2.0アームストロング貼（ﾗｲﾉｸｯｼｮﾝ）

薄塗りモルタル下地 t=2.5ビニル床シート貼り

薄塗りモルタル下地 t=2.5ビニル床シート貼り

ＲＣ

ＲＣ

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま

既存仕上げのまま 既存仕上げのまま 既存仕上げのまま



撤去:壁仕上げ材

撤去：洋便器・和便器（設備工事）

トイレブース
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

改修前  １ 階平面 図

200

5,700 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 5,700

8,300 59,000 8,000 8,000

83,300

改 修前１ 階平面 図　 S=1/200

8,300 3,500 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 12,500 8,000 8,000

3,600 3,200 2,638 7,000 2,862 8,000 4,000 2,910 1,090

83,300
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上ル

DS 器具庫(1)

機械室(3)

器具庫(2) 器具庫(3) DS

機械室(5)

テラス

テラス

機械室(2)

倉庫(6)

廊下

身障者
便所

控室(2)

倉庫
(3)

倉庫

(4)

機械室(4)

ポンプ室

機械室(1) 女子更衣室 男子更衣室

女子便所

男子便所

ホール

書庫
医務室

倉庫

(5) 会議室

湯沸室

事務室
下足室

器具庫(5)

玄関

風除室
上ル

花壇

ｽﾛｰﾌﾟ

管理室
応接室

器具庫

上ル

(4)受水槽

花壇

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ 防火ｼｬｯﾀｰ

上ル

上ル

上ル

廊下

4,500 4,500

撤去:床仕上げ材

防煙タレ壁

身障者室

倉庫(2)

医務室控室(1)

放送室

倉庫(1)

管理部門
玄関

撤 去工事 項目

下足室
・床仕上げ範囲内の撤去

廊下（Ｆ通り、Ｈ通り、管理部門玄関）

 …  撤 去部材 を示す 。

 …  工 事対象 範囲を 示す。

 …  撤 去範囲 を示す 。

 …  既 存竪樋 撤去を 示す。

※凡例

N
大体育館

撤去:竪樋ＶＰ-100

2'

撤去:床仕上げ材撤去:床仕上げ材

撤去:床仕上げ材

撤去:床仕上げ材

展開 方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

撤去:換気扇（設備工事） 撤去:換気扇（設備工事）

撤去:壁仕上げ材撤去:壁仕上げ材

撤去:壁仕上げ材撤去:壁仕上げ材

トイレブース

撤去：洋便器・和便器（設備工事）

取外し再取付（設備工事）
冷水器

キュービクル

Ａ－１１

下足下足入

下足入

下
足
入

大体育館

小体育館

Ｅ

撤去:排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

ホール

一部竪樋撤去

男子女子便所
・床仕上げ範囲内の撤去

・トイレブースの撤去

器具庫(2)、(3)

会議室

・換気扇の撤去（設備工事）

・洋便器、和便器の撤去（設備工事）

小体育館

小体育館
・壁仕上げ材一部撤去
・排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ 撤去

・排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ 撤去

・床仕上げ範囲内の撤去
・天井仕上げ材の撤去

・壁仕上げ材の撤去

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

200

改 修前２ 階平面 図　 S=1/200

改修前  ２ 階平面 図
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下ル 下ル

下ル

下ル下ル

男子
便所

女子
便所

観客席

女子
便所

男子

便所

観客席観客席

下ル

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

下ル

下ル

下ル

下ル

ホール

玄関

風除室

階段

下ル

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

機械室
(6)

観客席

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

陸屋根陸屋根

陸屋根

ポーチ庇

3'

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

プラザ

ﾊﾄ小屋

N
撤 去工事 項目

 …  撤 去部材 を示す 。

 …  撤 去範囲 を示す 。

 …  既 存竪樋 撤去を 示す。

・床仕上げ範囲内の撤去

・トイレブースの撤去

ＤＳ ＤＳ

ＤＳＤＳ

ＤＳ ＤＳ

ＤＳＤＳ

撤去:竪樋ＶＰ-100

2'

展開方 向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

小体育館

大体育館

トイレブース

撤去：洋便器・和便器（設備工事）

撤去：洋便器（設備工事）

撤去：洋便器・和便器（設備工事）

トイレブース

トイレブーストイレブース

撤去：洋便器（設備工事）

・洋便器、和便器の撤去（設備工事）

２階玄関
・天井仕上げ材の撤去

２階男子女子便所

撤去:排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

撤去:排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

一部竪樋撤去

・ｷｬｯﾄｳｫｰｸ 床一部ｺﾝｸﾘｰﾄのコア抜き

小体育館

6,000

Ａ－１２

下足入

下
足

入

下
足

入

下
足

入

大体育館

吹　抜

吹　抜

小体育館

・排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去

 …  既存 床コア 抜き（ １６φ ）を示 す。

9
,
8
9
0

通路

通路 通路

通路

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

※凡例
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

200

改修前  屋 根伏図
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7
,
0
0
0

7
,
0
0
0陸屋根

3'

屋根

屋根

N
撤 去工事 項目

 …  撤 去部材 を示す 。

 …  既 存竪樋 撤去を 示す。

体育館

軒樋

改修前屋根伏図　S=1/200

撤去:縦樋ＶＰ-100

5,700 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 5,700 8,000 8,000

8,300 59,000 16,000

83,300

避雷設備 銅帯（接着金物）

避雷設備 銅帯（接着金物）

避雷設備 銅帯（接着金物）

2'

玄関庇

1
0
,
0
0
0

2,750 8,200 2,750

Ａ－１３

・一部竪樋撤去

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

0H3

※凡例



.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

▽ＧＬ

▽ＧＬ

▽ＧＬ

▽ＧＬ

▽ＧＬ

改修前  立 面図

200

Ａ－１４

 …  撤去部 材を示 す。

※凡例

改修 前  南立面 図　 S=1/200

改修 前  西立面 図　 S=1/200

改修 前  東立面 図　 S=1/200

ａ ｂ

改修前  北 立面図 　 S=1/200

改修前  ａ部 立面図 　 S=1/200 改修前  ｂ 部立面 図　 S=1/200

撤去:竪樋 ＶＰ-100

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

0H3
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（樹脂 ワックス 剤塗布 ３回）
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

200

5,700 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 5,700

8,300 59,000 8,000 8,000

83,300

8,300 3,500 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 12,500 8,000 8,000

3,600 3,200 2,638 7,000 2,862 8,000 4,000 2,910 1,090

83,300
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Ｏ
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Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ
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Ｄ

Ｂ

Ａ

上ル

DS 器具庫(1)

機械室(3)

器具庫(2) 器具庫(3) DS

機械室(5)

テラス

テラス

機械室(2)

倉庫(6)

廊下

身障者
便所

控室(2)

倉庫
(3)

倉庫

(4)

機械室(4)

ポンプ室

機械室(1) 女子更衣室 男子更衣室

女子便所

男子便所

ホール

書庫
医務室

倉庫

(5) 会議室

湯沸室

事務室
下足室

器具庫(5)

玄関

風除室
上ル

花壇

ｽﾛｰﾌﾟ

管理室
応接室

器具庫

上ル

(4)受水槽

花壇

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ 防火ｼｬｯﾀｰ

上ル

上ル

上ル

廊下

4,500 4,500

身障者室

倉庫(2)

医務室控室(1)

放送室

倉庫(1)

管理部門
玄関

N

改 修後１ 階平面 図　 S=1/200

改修後  １ 階平面 図

新設:竪樋ＶＰ-100 ＤＰ塗

新設:床 t=2.0ビニル床シート貼

★ 1 ★ 1

★ 1 ★ 1

★ 2 ★ 2 ★ 2

★ 2 ★ 2

★ 1 ★ 1

2'

新設:床 t=2.0ビニル床シート貼 新設:床 t=2.0ビニル床シート貼

新設:床 t=2.0ビニル床シート貼

新設:床 t=2.0ビニル床シート貼

展 開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

新設:換気扇（設備工事） 新設:換気扇（設備工事）

新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗 新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

新設:洋便器（設備工事）、トイレブース

新設:洋便器（設備工事）、トイレブース

キュービクル

★１

…　Ｖ ＯＣ濃 度測定 室を示 す。

Ａ－１５

床 t=2.5ビニル床シート貼

床 t=2.5ビニル床シート貼

大体育館

小体育館

額縁 24×60 SOP塗

額縁 24×60 SOP塗

額縁 24×60 SOP塗額縁 24×60 SOP塗

 …  既存 仕上げ 材撤去の 上、 t=2.0ビニル 床シー ト貼

 …  工事対 象範囲 を示す。

※凡例

 …  床 仕上げ  既存 ワック ス剥離 ・洗浄 ３回の 上、

樹脂 ワック ス剤塗 布３回の 範囲を 示す。

Ｅ

★２

危害防止装置設置

危害防止装置設置

危害防止装置設置

危害防止装置設置

既存防火シャッター

既存防火シャッター

既存防火シャッター

既存防火シャッター

新設:排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

 … 既存サイン平付200×200(SUS製)撤去の上、新設200×200名称サイン(SUSHL)

 … 既存サイン突出272×78(アクリル製)撤去の上、新設272×78名称サイン
（ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ製）

 …  既存竪 樋撤去 の上、Ｖ Ｐ -100φＤＰ 塗 (樋持ち 金物共 )

H30

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事



.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

200
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下ル 下ル

下ル

下ル

男子
便所

女子
便所

観客席

女子
便所

男子

便所

観客席観客席

下ル

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

下ル

下ル

下ル

下ル

ホール

玄関

風除室

階段

下ル

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

機械室
(6)

観客席

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

陸屋根陸屋根

陸屋根

3'

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

プラザ

ﾊﾄ小屋

N

ＤＳ ＤＳ

ＤＳＤＳ

ＤＳ ＤＳ

ＤＳＤＳ

改 修後２ 階平面 図　 S=1/200

改修後  ２ 階平面 図

新設:竪樋ＶＰ-100 ＤＰ塗

2'

玄関庇

新設:t=2.0アルミ方立カバー材の取付

展開 方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

※凡例

新設:洋便器（設備工事）、トイレブース

新設:洋便器（設備工事）、トイレブース新設:洋便器（設備工事）、トイレブース

新設:洋便器（設備工事）、トイレブース

吹　抜

吹　抜

床 t=2.5ビニル床シート貼

床 t=2.5ビニル床シート貼

床 t=2.5ビニル床シート貼

床 t=2.5ビニル床シート貼

6,000

Ａ－１６

大体育館

小体育館

新設:排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

新設:排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

新設:排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

新設:排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

下ル

9
,
8
9
0

既存給水管

新設:化粧カバーSUS304 HL仕上

既存タラップ取外し再取付

既存タラップ取外し再取付

通路

通路通路

通路

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

 …  既 存竪樋 撤去の 上、Ｖ Ｐ -100φＤＰ 塗 (樋持ち 金物共 )
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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7
,
0
0
0

7
,
0
0
0陸屋根

3'

屋根

屋根

屋根

N

5,700 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 5,700 8,000 8,000

8,300 59,000 16,000

83,300

改修後屋根伏図　S=1/200

改修後  屋 根伏図

新設:竪樋ＶＰ-100 ＤＰ塗

2'

5
,
3
5
0

4
,
6
5
0

1
0
,
0
0
0

6,800 5,700

Ａ－１７

既存避雷設備 銅帯（接着金物）

既存避雷設備 銅帯（接着金物）

既存避雷設備 銅帯（接着金物）

2,750 8,200 2,750

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

改修後  立 面図１

▽ＧＬ

▽ＧＬ

1
0
,
6
0
0

▽ＧＬ

▽ＧＬ

Ａ－１８

改修 後  南立面 図　 S=1/200

改修 後  西立面 図　 S=1/200

改修 後  東立面 図　 S=1/200

ａ ｂ

改修 後  北立面 図　 S=1/200

改修 後  ａ部立 面図　 S=1/200 改 修後  ｂ部 立面図 　 S=1/200

新設:縦樋 下地処理の上、ＤＰ塗

200 平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

t=12センチュリーボード VP塗

t=25化粧グラスウールボード（ｼﾞｮｲﾅｰ貼）

t=40木毛板 フェルト貼

t=40グラスウール（24kg）

t=0.4フッ素鋼板 段葺き

カラーステンパンチング

ステンレス網（ﾒｰｶｰ仕様）

t=18センチュリーボード

アスファルトルーフィング22Ｋ

t=0.4フッ素鋼板 平葺き

ウレタンフォーム裏貼

t=0.4オリエンタルメタル

t=25スタイロフォーム裏打

（アスク30分耐火ﾊﾟﾈﾙＷ程度）

t=25サンドイッチパネル EP塗

幅木：木製H=75 OP塗

胴縁45×24　t=40グラスウール充填

壁:t=5.5有孔シナ合板 目透し貼 OP塗

幅木:H=75打放し VP塗

1,5002,900

2
0
0

300 100

2,000
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4
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0
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5
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4
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6
0
0

▽ GL

▽ 1FL

▽ 2FL

▽ GL

▽ 1FL

▽ R1CL

▽ R2CL

▽ 2FL

Ｊ

5,700

Ｍ

C-150×65×20×3.2

母屋:C-100×50×20×3.2

2
0
,
5
0
0

9
,
9
0
0

▽ 最高高 さ

t=25バックアップ木毛板 フェルト貼

ＩＡ

換気棟:フッ素鋼板

24,600

10

10

5

3

暗幕レール（電動）ｱﾙﾐ製

t=25暗幕BOX 150×150 OP塗

t=25暗幕BOX 150×150 OP塗

4
0
0

2
,
2
0
0

7 0 0

1 5 0
1 5 0

200
200

5 5 0

1 5 0
1 5 0

200
200

2
,
1
0
0

1
,
1
0
0

10

5

t=12センチュリーボード VP塗

倉庫 (１ )
放送室

ブラインドレール SUS製

2
,
1
0
0 2
,
5
0
0

4
0
0

天井:t=9ＰＢ下地 t=12ロックウール吸音板貼

@750

t=40木毛板 フェルト貼

t=40グラスウール（24kg）

t=0.4フッ素鋼板 段葺き

カラーステンパンチング

ステンレス網（ﾒｰｶｰ仕様）

t=18センチュリーボード

アスファルトルーフィング22Ｋ

t=0.4フッ素鋼板 平葺き

ウレタンフォーム裏貼

t=0.4オリエンタルメタル
t=25バックアップ木毛板 フェルト貼

10

3

1,200 1,200

アスファルト防水 A-2

t=50軽量コンクリート 伸縮目地（ﾄﾞﾗﾌﾀｲﾄ）@4500以内

コンクリート金ｺﾞﾃ

モルタル金ｺﾞﾃ下地 防塵塗装

7
3
0

9
7
0

壁:t=12シナ合板 OSCL塗

（木下地ﾀﾃﾖｺ45×24 @450）

幅木：木製H=75 OSCL塗

t=15ﾗﾜﾝ合板捨貼り

t=18ｶﾊﾞｻｸﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ PUP-3

（鋼製床下地組@900）

t=15ﾗﾜﾝ合板捨貼り
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 …  撤去部 材を示 す。改 修前  矩計 図　 S=1/30
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 …  工 事対象 範囲を 示す。

※凡例

改修前 　内部 階段詳細 図
Ａ－２１

ａ部分 詳細図 　 S=1:10
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ａ
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※凡例

 …  工事 対象範 囲を示 す。

樹脂ワ ックス 剤塗布 ３回の 範囲を 示す。

樹脂ワックス剤塗布３回

1
5
7
.
8
9

300

改修後 　内部 階段詳細 図
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危害防止機構設置

危害防止機構設置

既存防火シャッター

 …  既存 床  既存ワ ックス 剥離・洗 浄３回 の上、
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既存のまま

既存のまま

既存のまま
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ａ部分 詳細図 　 S=1:10

既存防火シャッター
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既存仕上げのまま
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ｱｽﾌｧﾙﾄ防水A-2

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押ｴ

△水下

▽水上

1,000

ｺｰﾅｰﾋﾞｰﾄ（ｽﾃﾝﾚｽ）

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ VP

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ長尺塩ﾋﾞｼｰﾄT=2.0

打放ｼ VP

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

防水ﾓﾙﾀﾙ

※第2体育館庇他共通

5050

打放ｼﾉ上 VP

増ｺﾝT=50 小叩ｷ仕上

ﾎﾞｰﾀﾞｰ取ﾘ目地T=300
ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝｸﾘﾔｰ吹付

3
0
0

3
0
0

2
7
0

3
0

3
0

2
0

2
0

Ｃ

75 7550

防湿ｼｰﾄT=0.5

ﾎｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝT=25

砕石地業T=150

※凡例

 …  撤去 部材を 示す。

※凡例

 …  撤 去部材 を示す 。

※凡例

 …  撤去 部材を 示す。

2,000

岩綿吸音板T=12
軒天下地PB T=9

会議室

事 務室断 面詳細 図　 S=1:30

改修前 事務室 ・観客 席部断面 詳細図
Ａ－２３

撤去:壁 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

撤去:壁 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

撤去：床t=2.0ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地 t=2.0ビニル床ｼｰﾄ貼 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地 t=2.0ビニル床ｼｰﾄ貼ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地 t=2.0ビニル床ｼｰﾄ貼

撤去:H=75ｿﾌﾄ巾木

H30

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事



.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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13,000 450
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1
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4
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4
0
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4
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4
0
0

4
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2
,
7
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2
,
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2
,
0
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,
0
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0

テラス

廊下

1
,
8
6
0

8
0
0

4
0

2
,
7
0
0

2
,
5
0
0

△水下

▽水上

1,000

5050

2,000

会議室

改修 後  通用出 入口　 断面詳 細図　 S=1:30

改修後  管 理部  断面 詳細図　 S=1:30 改修後  テ ラス部  断 面詳細 図　 S=1:30

樹脂ワックス剤塗布３回

樹脂ワックス剤塗布３回

新設:壁 既存仕上げ撤去の上、ビニルクロス貼

客席

新設:壁 既存仕上げ撤去の上、ビニルクロス貼

※凡例

 …  工 事対象 範囲を 示す。

改修後 事務室 ・観客 席部断面 詳細図10

Ａ－２４

 …  既 存鉄部 、下地 調整の 上、錆 止め塗 装、 DP塗

新設：床 t=2.0ビニル床シート貼り

応接室

既存床 既存ワックス剥離・洗浄３回の上、

新設:幅木 既存仕上げ撤去の上、H=75ソフト巾木

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

0H3



1,015

.

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/ 30

各室撤去工事項目

男子・女子便所

凡例

改修後内部仕上

・床 一部既存ラスモルタル下地200角タイル貼撤去

男子・女子便所

C
H
=
2
,
5
5
0

男子便所

3,400

C
H
=
2
,
5
0
0

135

C
H
=
2
,
5
0
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女子便所 135

6,700
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200 100

4
,
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▽1FL
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5

C
H
=
2
,
5
5
0

8
0
0

2
5

2
5

8
0
0 1
,
2
0
0

2
5

上ｱﾓﾙﾀﾑT=50（伸縮目地@4500）

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 A-2

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ900×900 （ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄ）

t=6.8網入り磨き

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し VP

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞT=5 VP

200角ﾀｲﾙ貼

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞT=5
目透ｼ貼VP

200角ﾀｲﾙ貼

ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞT=5 VP

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ

ｺﾝｸﾘｰﾄ素地 ｺﾝｸﾘｰﾄ素地

７ ８ ９

 … 撤去部材を示す。

１ 階便所 断面詳 細図

改 修前  １階 便所断 面詳細 図　 S=1/30
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=
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,
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1
,
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2
,
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135 135

新設：トイレブース新設：トイレブース

2
5
0

1
,
4
0
0

4
,
6
0
0

▽1FL

▽2FL

6,800 6,800

200 100

改修後  １ 階便所 断面詳 細図　 S=1/30

撤去：トイレブース目透ｼ貼VP
ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞT=5 ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ

撤去：トイレブース

1,015

撤去：和便器カット部分

撤去：ラスモルタル下地200角タイル貼

撤去：200角タイル貼

撤去：和便器カット部分

撤去：ラスモルタル下地200角タイル貼

1,920

新設：床 超速硬モルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

ワイヤーメッシュ

新設：床 モルタル金ｺﾞﾃ押えの上、
t=2.5ビニル床シート貼

ピット

1,920

t=20メラミン系フェノール樹脂板

6,700

t=20メラミン系フェノール樹脂板

既存和便器

ピット

撤去：200角タイル貼

新設：床 モルタル金ｺﾞﾃ押えの上、
t=2.5ビニル床シート貼

既存和便器 既存和便器

新設：床 超速硬モルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

ワイヤーメッシュ

・既存床200角ﾀｲﾙ下地共一部撤去

・既存床200角ﾀｲﾙ一部撤去

・既存トイレブースの撤去

・既存和便器一部撤去

・既存洋便器一部撤去（設備工事）

・床 一部既存200角タイル貼撤去

・トイレブース カーブ引戸廻り(t=20メラミン系フェノール樹脂板)

・トイレブース(t=20メラミン系フェノール樹脂板)

　　 薄塗りモルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

　　 超速硬モルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼
下地調整の上、t=3.0ウレタン塗膜防水

H30

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事
Ａ－２５



撤去：洋便器（設備工事）

 … 床仕上げ 既存ワックス剥離・洗浄３回の上、

±0

.

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/ 50

Ｓ＝１ ：５０

各室撤去工事項目 改修後内部仕上

Ｓ ＝１： ５０

・床 一部既存ラスモルタル下地200角タイル貼撤去

・床 一部既存200角タイル貼撤去

男子・女子便所男子・女子便所

改修 後１階 男子・ 女子便 所平面 詳細図改 修前１ 階男子 ・女子便 所平面 詳細図

凡例

 … 工事対象範囲を示す。

凡例

 … 工事対象範囲を示す。

 … 撤去部材を示す。

 … 既存仕上げ材の撤去部分を示す。

 … 既存仕上げ下地材の撤去部分を示す。

・トイレブース カーブ引戸廻り(t=20メラミン系フェノール樹脂板)

三方枠 ﾀﾓ40×20 CL

撤去：トイレブース
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320800 320 800

1FL±0

ﾗｲﾆﾝｸﾞ

三方枠 ﾀﾓ40×20 CL床下点検口
600×600

電話ｶｳﾝﾀｰ

三方枠 ﾀﾓ40×20 CL

撤去：トイレブース

撤去：トイレブース

撤去：洋便器（設備工事）

撤去：洋便器（設備工事）
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-50

Ｈ

Ｇ
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ﾗｲﾆﾝｸﾞ

電話ｶｳﾝﾀｰ

220 600 600 600 230236 656 168230220 230220 168 656 236230 600 220230 600 600 220

246 656 158230 600 220230 600 220230 600 220

220230

新設：トイレブース

新設：トイレブース

220 600 230220 600 220230 600 230

1,050 1,050 1,050 1,060 1,060 1,050 1,050 1,050

1,060 1,050 1,060 1,0401,050 1,050 1,050 1,060

女子便所

男子便所女子便所

撤去：床仕上げ材

床下点検口
600×600

撤去：床仕上げ材

床下点検口
600×600

撤去：床仕上げ材

3
,
5
0
0

3
,
2
0
0

床下点検口
600×600

新設：床　t=2.0ビニル床シート貼

床下点検口
600×600

新設：床　t=2.0ビニル床シート貼

床下点検口
600×600

新設：床　t=2.0ビニル床シート貼

改 修前 ･改修 後　１ 階便所 平面詳 細図

 … 既存仕上げ下地共材撤去

Ｆ

Ｉ

改修 前  平面詳 細図　 S=1/50 改 修後  平面 詳細図 　 S=1/50
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新設：トイレブース

±0

158 656 246

・トイレブース(t=20メラミン系フェノール樹脂板)

20 20
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20 20
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 … 既存仕上げ材撤去の上、t=2.0ビニル床シート貼（樹脂ワックス剤塗布３回）
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1,125 3,085 撤去：トイレブース
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,
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1,015

6
0
0

6
0
0

1,920
2,065

6
0
0

6
0
0

1,920

新設：トイレブース
t=20メラミン系フェノール樹脂板 t=20メラミン系フェノール樹脂板

t=20メラミン系フェノール樹脂板
t=20メラミン系フェノール樹脂板

樹脂ワックス剤塗布３回の範囲を示す。

1
,
2
0
0

1
,
1
1
0

1
9
0

1
,
3
0
0

1
,
1
1
0

1
9
0

1
,
3
0
0

9
8
5

9
8
5

1
,
2
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
1
0

1
,
1
1
0

1
,
2
0
0

9
0

1
,
2
0
0

9
0

9
8
5

9
8
5

1,000 958 1,110

3,100 1,110

1,110 3,100

1,110 958 男子便所

新設：床 W=15ｽﾃﾝﾚｽ見切

新設：床 W=15ｽﾃﾝﾚｽ見切
新設：床 W=15ｽﾃﾝﾚｽ見切

撤去：和便器

撤去：和便器

撤去：和便器

撤去：和便器

・既存床200角ﾀｲﾙ下地共一部撤去

・既存床200角ﾀｲﾙ一部撤去

・既存トイレブースの撤去

・既存和便器一部撤去

・既存洋便器一部撤去（設備工事）

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

新設：床 W=15ｽﾃﾝﾚｽ見切

±0

1
,
1
0
0

 … 既存仕上げ材撤去、薄塗りモルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

　　 薄塗りモルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

下地調整の上、t=3.0ウレタン塗膜防水

　　超速硬モルタル（ワイヤーメッシュ）金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

　　 超速硬モルタル（ワイヤーメッシュ）金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

 　　下地調整の上、t=3.0ウレタン塗膜防水

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30
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縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/

各室撤去工事項目 改修後内部仕上

男子・女子便所男子・女子便所

凡例

 … 工事対象範囲を示す。
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ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ
W=80

Ｐ

Ｑ

5
,
7
0
0

1
,
7
5
0

6
3
0

8
0
0

5,700

2,900 2,800

570

２ ３

凡例

 … 工事対象範囲を示す。

 … 撤去部材を示す。

 … 既存仕上げ材の撤去部分を示す。

 … 既存仕上げ下地材の撤去部分を示す。

撤去：洋便器（設備工事）

撤去：トイレブース

5
,
7
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0

630 800 1,470

5,700

-50
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Ｑ

5,700

2,900 2,800

２ ３

下地調整の上、t=3.0ウレタン塗膜防水

Ｓ＝１ ：３０

Ｓ＝１ ：５０

２ ３

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

2,900 2,800

5,700

撤去：トイレブース
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新設：トイレブース

Ｓ＝ １：３ ０

女子便所

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ
W=80

-50

 … 工事対象範囲を示す。

凡例

撤去：和便器カット部分

5
0

撤去：ラスモルタル下地200角タイル貼

600

床：200角ﾀｲﾙ貼

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水E-2

撤去：200角タイル貼

600

新設：防水 下地調整の上、t=3.0ウレタン塗膜防水

Ｓ＝ １：５ ０

30、50

男子便所男子便所

改修 前 ･後  ２階便 所  平面詳 細図 ･断面 詳細図

改 修前２ 階便所 平面詳細 図 改 修後２ 階便所 平面詳 細図

改 修前２ 階便所 断面詳細 図 改 修後２ 階便所 断面詳 細図

改修前  ２ 階便所平 面詳細 図　 S=1:50 改修後  ２ 階便所 平面詳 細図　 S=1:50

改修 前  ２階便 所断面 詳細図 　 S=1： 30 改 修後  ２階 便所断 面詳細 図　 S=1： 30

新設：床 超速硬モルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼
ワイヤーメッシュ

・床 超速硬モルタル（ワイヤーメッシュ）金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

2FL±0

女子便所

新設：床 W=15ｽﾃﾝﾚｽ見切

新設：トイレブース

撤去：トイレブース
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新設：トイレブース

6
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1
,
9
1
0

3
0

1,200

5
0

1
0
0

2
,
0
0
0

撤去：トイレブース

1
5
5

180

50

5
0

t=16メラミン系フェノール樹脂板

1
,
0
4
5

新設：床 W=15ｽﾃﾝﾚｽ見切

1,090 1,125

1,040

1,020

2
,
0
3
5

既存和便器

t=16メラミン系フェノール樹脂板

t=16メラミン系フェノール樹脂板

1,020 1,020

t=16メラミン系フェノール樹脂板

新設：トイレブース

1
,
1
4
5

撤去：洋便器

撤去：洋便器

撤去：和便器

 … 工事対象範囲を示す。

凡例

・既存床200角ﾀｲﾙ下地共一部撤去

・既存床200角ﾀｲﾙ一部撤去

・既存トイレブースの撤去

・既存和便器一部撤去

・既存洋便器一部撤去（設備工事）

新設：床 薄塗りモルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

 … 既存仕上げ材撤去、薄塗りモルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

 … 既存仕上げ下地共材撤去、超速硬モルタル(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ)金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

・床 薄塗りモルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

・トイレブース(t=16メラミン系フェノール樹脂板)

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

Ａ－２７



上り框：赤御影石 本ﾐｶﾞｷ

.

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/

各室撤去工事項目 改修後内部仕上 凡例

 … 工事対象範囲を示す。

凡例

 … 工事対象範囲を示す。

 … 撤去部材を示す。

 … 既存仕上げ材の撤去部分を示す。
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（枠共）
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Ｓ＝１ ：５０ Ｓ ＝１： ５０改 修前１ 階玄関 廻り平面 詳細図 改修 後１階 玄関廻 り平面 詳細図
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1
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自販機ｺｰﾅｰ

廊下
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樹脂ワックス剤塗布３回の範囲を示す。

ホール

下足室

廊　下

・床 既存仕上げ材の撤去の上、t=2.0ビニル床シート貼

・床 既存仕上げ材の一部撤去の上、t=2.0ビニル床シート貼

カ
ウ

ン
タ

ー

カ
ウ

ン
タ

ー

改 修前  平面 詳細図 　 S=1/50 改修 後  平面詳 細図　 S=1/50

50

１ 階玄関 平面詳 細図

 … 既存仕上げ材撤去の上、t=2.0ビニル床シート貼（樹脂ワックス剤塗布３回）

・既存仕上げのまま

既存ｽﾁｰﾙ下足入

既存冷水器

 … 既存床仕上げ 既存ワックス剥離・洗浄３回の上、

・床 t=2.0ビニル床シート貼仕上げ撤去

・床 t=2.0ビニル床シート貼仕上げ材一部撤去

・既存スチール下足入れ 取外し再取付

・既存冷水器 取外し再取付（設備工事）

取外し再取付（設備工事）

取外し再取付

H30

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事
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縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/

Ｓ＝１ ：５０

各室撤去工事項目 改修後内部仕上

Ｓ ＝１： ５０

凡例

 … 工事対象範囲を示す。

凡例

 … 工事対象範囲を示す。

 … 撤去部材を示す。

 … 既存仕上げ材の撤去部分を示す。
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0

廊下
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廊下

・床 t=2.0ビニル床シート貼

・壁 ビニルクロス貼

改 修前管 理部門 平面詳細 図 改修 後管理 部門平 面詳細 図

樹脂ワックス剤塗布３回の範囲を示す。

50

改修後 事務室 廻り平 面詳細 図  S=1： 50改修 前事務 室廻り 平面詳 細図  S=1： 50

１ 階事務 室廻り 平面詳 細図

撤去：壁 仕上げ材 新設：壁 ビニルクロス貼り

 … 既存仕上げ材撤去の上、t=2.0ビニル床シート貼（樹脂ワックス剤塗布３回）

・床 t=2.0ビニル床シート貼仕上げ材の一部撤去

・壁 ビニルクロス貼仕上げ材の撤去

 … 既存床仕上げ 既存ワックス剥離・洗浄３回の上、

・既存スチール下足入れ 取外し再取付

取外し再取付

既存ｽﾁｰﾙ下足入 既存ｽﾁｰﾙ下足入

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 133'

3,600 3,200

3

3,5004,500

35,200

1,200

1,600 1,600

A

B

C

D

E

F

G

H

IA

I

J

K

L

M

注 雑庭

凡例

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

廻縁

仕上付グラスウールボードT=25

フレキシブルボードT=5　目透シ貼ＥＰ

コンクリート打放シＶＰ

コンクリート打放シ

グラスウールT=25 ガラスクロス押エ

コンクリート打放シ　アクリルリシン吹付

コンクリート打放シ　吹付タイル仕上

アルミパネルカラー６００□

センチュリーボードT=12ＶＰ

コンクリート素地

橸合板T=9目透ｼ　ＯＳＣＬ

コンクリート打放ｼＶＰ

天井点検口６００×６００ アルミ枠

トップライト

塩ビ製

廻縁 廻縁

塩ビ製

廻縁

ｱﾙﾐ製

※凡例

 …  撤去部 材を示す 。

 …  天井仕 上げ撤去 範囲を 示す。

大体育館

小体育館

 …  既 存床コ ア抜き を示す 。 16φ

ＰＢT=9.5下地ロックウール吸音板T=12 ＰＢT=9.5　目透シ貼ＥＰ

ＰＢT=9.5下地ロックウール吸音板T=15(キューブ）

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

0H3

Ａ－３０
既存天 井伏図

既 存２階 天井伏 図　 S=1/200既 存１階 天井伏 図　 S=1/200



縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

.

S=1/200

　　　 　　　 …　新 設建具を 示す。

　　　 　　　 …　改 修建具 を示す 。

凡例

　　　 　　　 …　撤 去建具を 示す。

SS

DS 器具庫(1)

機械室(3)

器具庫(2) 器具庫(3) DS

機械室(5)

テラス

機械室(2)

倉庫(6)

控室(1) 医務室

放送室

倉庫(1)

廊下

身障者室

(2)倉庫
身障者
便所

控室(2)

倉庫
(3)

倉庫

(4)

機械室(4)

ポンプ室

機械室(1) 女子更衣室 男子更衣室

ホール

書庫
医務室

倉庫

(5) 会議室

湯沸室

事務室
下足室

器具庫(5)

玄関

風除室
上ル

花壇

ｽﾛｰﾌﾟ

管理室
応接室

器具庫(4)受水槽

花壇

廊下

TB TB

TB TB

1
TB

1
TB

TB TB

SS

女子便所

男子便所
SS

SS

テラス

1 1

1 1

11

1

2

3 3

観客席

男子

便所

観客席観客席

ホール

玄関

風除室

階段

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

機械室
(6)

観客席

女子
便所

TB

TB

TB

TB TBTB

TBTB

AW

AW

吹　抜

吹　抜

便所

便所
男子

女子

2 2

3 3 2 2

3 3

1

1

１ 階建具 配置図 　 S=1/200 ２階 建具配 置図　 S=1/200

建具配 置図

大体育館

大体育館

小体育館 小体育館

キュービクル

AW
2

通路

通路 通路

通路

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30 ＮＯ．

Ａ－３１



.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

50

建具表 １

記　　号

撤 去建具 表

記　　号

姿　　図

種　　別

数　　量

金　　物

硝　　子

備　　考

姿　　図

種　　別

数　　量

金　　物

硝　　子

備　　考

記　　号

記　　号

姿　　図

種　　別

数　　量

金　　物

硝　　子

備　　考

姿　　図

種　　別

数　　量

金　　物

硝　　子

備　　考

新 設建具 表

TB

3
２階：女子便所

見込

附属金物一式、ラバトリー金物、表示錠

２ヶ所

550550550

1,0451,070990

3,105

5
0

1
,
7
5
0

2
5

1
,
8
2
5

550550550

1,0451,070990

3,105

5
0

1
,
7
5
0

2
5

1
,
8
2
5 隔て壁

1,060

1
,
0
6
0

トイレブース見込

附属金物一式、ラバトリー金物、表示錠

２ヶ所

550550

1,1251,090
2,215

5
0

1
,
7
5
0

2
5

1
,
8
2
5

1,1251,090
2,215

550550
5
0

1
,
7
5
0

2
5

1
,
8
2
5 隔て壁

1,020

1
,
0
2
0

トイレブース

TB
２階：男子便所

2

6
0

1
,
9
1
0

3
0

2
,
0
0
0

▽FL-50

1
,
2
0
0

1
,
0
6
0

1
4
0

245600150600150

1,0451,0701,015

200320
600265

6
0

1
,
9
1
0

3
0

1,200

隔て壁

3,130

立面図 S=1/50
立面図 S=1/50

16 16 16

1
6

見込

附属金物一式、ラバトリー金物、表示錠

TB

3
２階：女子便所

245600150600150

1,0451,0701,015

3,130

200320
265 600

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ　フェノール樹脂板　ｱｼﾞｬｽﾀｰﾀｲﾌﾟ

２ヶ所

片開き戸：t=16フェノール樹脂板 隔て壁：t=16フェノール樹脂板

1,090 1,125

1
,
2
0
0

6
0

1
,
9
1
0

3
0

2
,
0
0
0

▽FL-50

立面図 S=1/50

325600200210600280

2,215

6
0

1
,
9
1
0

3
0

立面図 S=1/50

1,200

隔て壁

TB
２階：男子便所

2

見込

1
6

16 16

325600200210600280

2,215

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ　フェノール樹脂板　ｱｼﾞｬｽﾀｰﾀｲﾌﾟ

２ヶ所

片開き戸：t=16フェノール樹脂板 隔て壁：t=16フェノール樹脂板

ポリ合板アルミエッジタイプ ポリ合板アルミエッジタイプ

撤 去 撤 去

新設 新設

附属金物一式、ラバトリー金物、表示錠 、戸当り、帽子掛け 、戸当り、帽子掛け

30 30

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

9
8
0

1,055 1,050 1,050 1,055

4,210

1,055 1,050 1,050 1,055

100550500550500550500550400

5
0

1
,
7
5
0

2
5

1
,
8
2
5

▽FL-50

4,210

5
0

1
,
7
5
0

2
5

1
,
8
2
5 隔て壁

980

TB

1
１階：男子便所、女子便所

見込

４ヶ所

附属金物一式、ラバトリー金物、表示錠

40

4
0

トイレブース

ポリ合板アルミエッジタイプ

撤去

TB

1

見込

1
,
1
1
0

220 600 600 600 230236 656 168230220 230220

1,050 1,050 1,050 1,060

20 20

2
0

6
0

1
,
9
1
0

3
0

1,110

6
0

1
,
9
1
0

3
0

立面図 S=1/50 立面図 S=1/50 立面図 S=1/50

隔て壁

片開き片開き片開き

カーブフラッシュ引戸

220 600 600 600 230236 656 168230220 230220

1,050 1,050 1,050 1,060

6
0

1
,
9
1
0

3
0

2
,
0
0
0

6
5

1
,
8
7
5

6
0

4,210

4,210

平面図 S=1/50

１階：男子便所、女子便所

４ヶ所

▽FL-50

隔て壁

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ　フェノール樹脂板　ｱｼﾞｬｽﾀｰﾀｲﾌﾟ

2020

2
0 （

男
子

:
1
,
2
0
0
）

（
女
子

:
1
,
3
0
0
）

（
男
子

:
9
0
）

（
女
子

:
1
9
0
）

（女子:1,300）

（男子:1,200）

カーブ引戸：表面 t=30メラミン化粧板＋下地 t=2.5ラワン合板＋心材 発砲ウレタン 隔て壁：t=20フェノール樹脂板片開き戸：t=16フェノール樹脂板

新設

附属金物一式、ラバトリー金物、表示錠 、戸当り、ガイドレール、傾斜式ハンガーレール、帽子掛け

30

Ａ－３２



排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ露出型新設

既存排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去の上、

.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

50

記　　号

姿　　図

種　　別

数　　量

金　　物

硝　　子

備　　考

記　　号

姿　　図

種　　別

数　　量

金　　物

硝　　子

備　　考

姿　　図

種　　別

数　　量

金　　物

硝　　子

備　　考

記　　号

姿　　図

種　　別

数　　量

金　　物

硝　　子

備　　考

記　　号

AW

改修 建具表

50 1,476 501,475.5 1,476 50 1,476 50 1,476 50 1,476 50 1,476 50 1,476 50 1,476 50 1,476 50 1,476 50 1,476 50 1,476 50 1,476 50 1,476 50 1,475.5

24,365

6
4
1

6
0

6
4
1

6
0

6
4
3

2
,
0
4
5

小体育館

２ヶ所

ｵｲﾚｽECO(株) 排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ「ＳＬ250」同等品以上

▽FL

1
,
2
0
0

5
,
9
4
5

外倒し排煙窓付 嵌め殺し連窓アルミサッシ

1

AW
2

１階ホール

2
,
0
0
0

1
0
0

1
,
0
6
5

3
,
1
6
5

1,335 1,195 70 1,500 70 1,500 70 1,500

7,240

1
,
2
0
0

▽FL

ｵｲﾚｽECO(株) 排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ「ＳＬ250」同等品以上

90°

外倒し排煙窓付 嵌め殺し連窓アルミサッシ

１ヶ所

※既存ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去の上、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ（露出型）の新設 新設:PL-1.5 170×310 SUSHL

※既存ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去の上、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ（露出型）の新設

建具表 ２

改修

改修

既存排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去の上、

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ露出型新設

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ露出型新設

既存排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去の上、既存排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去の上、

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ露出型新設

既存排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去の上、

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ露出型新設

新設:t=1.5ｽﾃﾝﾚｽﾌﾟﾚｰﾄ HL

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

既存ｼｬｯﾀｰ
一部撤去の上、
危害防止機構設置

SS SS

2,255

SS

5,700 2,030

既存ｼｬｯﾀｰ
一部撤去の上、
危害防止機構設置

既存ｼｬｯﾀｰ
一部撤去の上、
危害防止機構設置

１ヶ所

1階:内部メイン階段

１ヶ所 ２ヶ所

3
,
2
9
0

2
,
4
9
0

2
,
4
9
0

1 2 3
（特定防火設備） （特定防火設備） （特定防火設備）1階:大体育館入口 1階:小体育館入口

4
0
0

2
,
8
9
0

4
0
0

2
,
0
9
0

2
,
0
9
0

4
0
0

ｻﾝﾕｳﾃｯｸ㈱ 危害防止機構「Ｓｶﾞｰﾄﾞ」同等品以上

改修 改修 改修

既存電動ｽﾁｰﾙ防火ｼｬｯﾀｰ　危害防止機構取付 既存電動ｽﾁｰﾙ防火ｼｬｯﾀｰ　危害防止機構取付 既存電動ｽﾁｰﾙ防火ｼｬｯﾀｰ　危害防止機構取付

ｻﾝﾕｳﾃｯｸ㈱ 危害防止機構「Ｓｶﾞｰﾄﾞｸﾛｽ」同等品以上 大臣認定番号ＥＡ-０２４７ ｻﾝﾕｳﾃｯｸ㈱ 危害防止機構「Ｓｶﾞｰﾄﾞｸﾛｽ」同等品以上 大臣認定番号ＥＡ-０２４７建設省告示第１３６９号 平成12年5月25日

新設:ｼｰﾄt=0.7 樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ耐熱ｶﾞﾗｽｸﾛｽ

（シートタイプ） （シートタイプ）（パネルタイプ）

新設:ｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙ:PL-1.6 ｽﾁｰﾙ鋼板 新設:ｼｰﾄt=0.7 樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ耐熱ｶﾞﾗｽｸﾛｽ

Ａ－３３



.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

50

改修前 　展開 図１

3
,
8
0
0

8
0
0

400

▽ R1CL

▽ 2FL

▽ 1FL

▽ R1CL

▽ 2FL

▽ 1FL

4
,
6
0
0

3
,
4
0
0

8
,
0
0
0

4
,
6
0
0

3
,
4
0
0

8
,
0
0
0

3,500 6,800 6,800 6,800 6,800

30,700

1
,
1
0
0

2
0
0

4
,
4
0
0

4
6
0

2
,
0
4
5

2
,
1
0
0

2
,
1
0
0

1
1
5

1
,
7
0
0

2
,
7
3
0

6
7
0

8
,
0
0
0

3' 4 5 6 7 8

Ａ （小体 育館）

1
1
5

1
,
7
0
0

7,000 7,000 7,000

21,000

1
1
5

1
,
7
0
0

2
,
1
0
0

7
,
3
3
0

6
7
0

8
,
0
0
0

Ｆ Ｄ Ｂ Ａ

Ｂ （小体 育館）

1
,
2
0
0

既存タラップ取外し再取付

2
0
0

4
,
4
0
0

撤去：排煙窓オペレーター（埋込み型） 撤去：排煙窓オペレーター（埋込み型） 撤去：排煙窓オペレーター（埋込み型）

※凡例

撤去工 事項目

小体育館

 … 工事対象範囲を示す。

 … 撤去部材を示す。

 … 撤去範囲を示す。

撤去：壁t=12ｼﾅ合板目透し貼 仕上げ材 撤去：壁t=12ｼﾅ合板目透し貼 仕上げ材 撤去：壁t=12ｼﾅ合板目透し貼 仕上げ材

・既存排煙窓オペレーター（埋込み型）の撤去

・既存タラップ取外し再取付

・既存壁t=12ｼﾅ合板目透し貼一部撤去

既存消火器BOX280×910

既存ｽｲｯﾁBOX

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

Ａ－３４



.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

50

改修前 　展開 図２

▽ R1CL

▽ 2FL

▽ 1FL

4
,
6
0
0

3
,
4
0
0

8
,
0
0
0

▽ R1CL

▽ 2FL

▽ 1FL

4
,
6
0
0

3
,
4
0
0

8
,
0
0
0
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撤去：排煙窓オペレーター（埋込み型） 撤去：排煙窓オペレーター（埋込み型） 撤去：排煙窓オペレーター（埋込み型） 撤去：排煙窓オペレーター（埋込み型）

400

※凡例

撤去工 事項目

小体育館

 … 工事対象範囲を示す。

 … 撤去部材を示す。

 … 撤去範囲を示す。

撤去：壁t=12ｼﾅ合板目透し貼 仕上げ材 撤去：壁t=12ｼﾅ合板目透し貼 仕上げ材 撤去：壁t=12ｼﾅ合板目透し貼 仕上げ材 撤去：壁t=12ｼﾅ合板目透し貼 仕上げ材

3
,
8
0
0

・既存排煙窓オペレーター（埋込み型）の撤去

・既存タラップ取外し再取付

既存タラップ取外し再取付

・既存壁t=12ｼﾅ合板目透し貼一部撤去

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

Ａ－３５
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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 … 撤去部材を示す。

 … 撤去範囲を示す。

 … 工事対象範囲を示す。

※凡例
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 … 撤去部材を示す。

 … 撤去範囲を示す。

※凡例

 … 工事対象範囲を示す。
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 … 撤去部材を示す。

 … 撤去範囲を示す。

※凡例

 … 工事対象範囲を示す。
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 … 撤去部材を示す。

 … 撤去範囲を示す。

※凡例

 … 工事対象範囲を示す。

１階  女子 便所

撤去工事項目

１階  女子 便所

２階  女子 便所

１階  男子 便所

撤去工事項目

撤去工事項目

撤去工事項目

・既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ)の撤去

・既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ)の撤去

・既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ)の撤去

・既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ)の撤去

撤去:既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ) 撤去:既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ)

撤去:既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ)
撤去:既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ)

撤去:既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ) 撤去:既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ)

撤去:既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ)撤去:既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ(ﾎﾟﾘ合板ｱﾙﾐｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ)

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

Ａ－３６
改修前 　展開 図３



S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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 … 撤去部材を示す。

 … 撤去範囲を示す。

※凡例

 … 工事対象範囲を示す。

１ 階  会議室

撤去工事項目

.

・既存壁ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼仕上げの撤去

撤去：ｿﾌﾄ巾木H=75 撤去：ｿﾌﾄ巾木H=75 撤去：ｿﾌﾄ巾木H=75 撤去：ｿﾌﾄ巾木H=75

・既存ｿﾌﾄ巾木H=75の撤去

撤去：壁ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上げ

撤去：壁ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上げ 撤去：壁ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上げ 撤去：壁ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上げ

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

Ａ－３７
改修前 　展開 図４



既存壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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Ｂ （小体 育館）

1
,
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0
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新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

1
,
2
0
0

新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

新設：排煙窓オペレーター（露出型）

既存タラップ取外し再取付

2
0
0

4
,
4
0
0

ｽｲｯﾁBOX

新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

新設：排煙窓オペレーター（露出型）

新設：額縁 24×60 SOP塗 新設：額縁 24×60 SOP塗 新設：額縁 24×60 SOP塗

新設：排煙窓オペレーター（露出型）

　　　一部t=12ｼﾅ合板目透かし貼ＯＳＣＬ塗

※凡例

小体 育館

天井：既存仕上げのまま

廻縁：既存仕上げ撤去

壁　：既存仕上げのまま

　　 　…　下地改修部分を示す。

　　　 … 既存壁仕上げ撤去の上、

　　　 　 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

既存壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

巾木：既存仕上げのまま

床　：既存仕上げのまま

・既存排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去の上、

w1820×h450

　新設排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ設置

額縁(排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ部)：24×60 ＳＯＰ塗

改修後 　展開 図１

既存消火器BOX280×910

9
8
5

2
4

既存壁仕上げのまま

既存壁仕上げのまま

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

新設：排煙窓オペレーター（露出型）

既存タラップ取外し再取付

1
,
2
0
0

新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

新設：排煙窓オペレーター（露出型）

新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

新設：排煙窓オペレーター（露出型）

新設：額縁 24×60 SOP塗 新設：額縁 24×60 SOP塗 新設：額縁 24×60 SOP塗 新設：額縁 24×60 SOP塗

　　　一部t=12ｼﾅ合板目透かし貼ＯＳＣＬ塗

巾木：既存仕上げのまま

床　：既存仕上げのまま

※凡例

小体 育館

天井：既存仕上げのまま

廻縁：既存仕上げ撤去

壁　：既存仕上げのまま

　　 　…　下地改修部分を示す。

　　　 … 既存壁仕上げ撤去の上、

　　　 　 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

錆止め塗装、DP塗

既存壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

既存壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

額縁(排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ部)：24×60 ＳＯＰ塗

・既存排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ撤去の上、

　新設排煙窓ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ設置

　　　w1820×h450

　　　 …　既存スチール建具、下地調整の上、

改修後 　展開 図２

既存壁仕上げのまま

既存壁仕上げのまま

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

Ａ－３９



天井：既存仕上げのまま
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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新設:トイレブース(t=20メラミン系フェノール樹脂板)

新設:トイレブース(t=20メラミン系フェノール樹脂板)

新設:トイレブース(t=16メラミン系フェノール樹脂板)

新設:トイレブース(t=16メラミン系フェノール樹脂板) 新設:トイレブース(t=16メラミン系フェノール樹脂板)

改修後 　展開 図５

新設:トイレブース(t=20メラミン系フェノール樹脂板)

新設:トイレブース(t=20メラミン系フェノール樹脂板)

新設:トイレブース(t=16メラミン系フェノール樹脂板)

新設:トイレブース(t=16メラミン系フェノール樹脂板)

新設:トイレブース カーブ引戸
(表面 t=30メラミン化粧板＋下地 t=2.5ラワン合板＋心材 発砲ウレタン）

新設:トイレブース カーブ引戸
(表面 t=30メラミン化粧板＋下地 t=2.5ラワン合板＋心材 発砲ウレタン）

新設:トイレブース片開き戸(t=16メラミン系フェノール樹脂板)

新設:トイレブース片開き戸(t=16メラミン系フェノール樹脂板)

新設:トイレブース片開き戸(t=16メラミン系フェノール樹脂板)

新設:トイレブース片開き戸(t=16メラミン系フェノール樹脂板)

廻縁：既存仕上げのまま

巾木：既存仕上げのまま

壁　：既存仕上げのまま

新設ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ設置(t=20ﾒﾗﾐﾝ系ﾌｪﾉｰﾙ樹脂板)

・既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去の上、

天井：既存仕上げのまま

廻縁：既存仕上げのまま

壁　：既存仕上げのまま

巾木：既存仕上げのまま

・既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去の上、

新設ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ設置(t=20ﾒﾗﾐﾝ系ﾌｪﾉｰﾙ樹脂板)

天井：既存仕上げのまま

廻縁：既存仕上げのまま

壁　：既存仕上げのまま

巾木：既存仕上げのまま

天井：既存仕上げのまま

廻縁：既存仕上げのまま

壁　：既存仕上げのまま

巾木：既存仕上げのまま

・既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去の上、

新設ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ設置(t=16ﾒﾗﾐﾝ系ﾌｪﾉｰﾙ樹脂板)

床　：既存200角ﾀｲﾙ下地共一部撤去の上、

床　：既存200角ﾀｲﾙ一部撤去の上、

床　：既存200角ﾀｲﾙ下地共一部撤去の上、

床　：既存200角ﾀｲﾙ一部撤去の上、

床　：既存200角ﾀｲﾙ下地共一部撤去の上、

床　：既存200角ﾀｲﾙ一部撤去の上、

　　　薄塗りﾓﾙﾀﾙ下地t=2.5ビニル床シート貼

　　　薄塗りﾓﾙﾀﾙ下地t=2.5ビニル床シート貼

　　　薄塗りﾓﾙﾀﾙ下地t=2.5ビニル床シート貼

　　超速硬ﾓﾙﾀﾙ(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ)下地t=2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼

　　超速硬ﾓﾙﾀﾙ(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ)下地t=2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼

　　超速硬ﾓﾙﾀﾙ(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ)下地t=2.5ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ貼

・既存ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去の上、

床　：既存200角ﾀｲﾙ一部撤去の上、

　　　薄塗りﾓﾙﾀﾙ下地t=2.5ビニル床シート貼

新設ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ設置(t=16ﾒﾗﾐﾝ系ﾌｪﾉｰﾙ樹脂板)

H30

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事
Ａ－４０



.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

50

天井：既存仕上げのまま

会議室

廻縁：既存仕上げのまま

※凡例

　　　 … 既存壁仕上げ撤去の上、

　　　　　ビニルクロス貼

2
,
7
0
0

12 13

8,000

8
0
0

1
,
8
6
0

4
0

2
,
7
0
0

Ｇ Ｆ

4,500

1213

8,000

2
,
0
0
0

7
0
0

2
,
7
0
0

ＧＦ

4,500

2
,
0
0
0

7
0
0

2
,
7
0
0

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

新設:壁 ビニルクロス貼

新設:壁 ビニルクロス貼

新設:壁 ビニルクロス貼 新設:壁 ビニルクロス貼

新設:H=75ソフト巾木 新設:H=75ソフト巾木 新設:H=75ソフト巾木 新設:H=75ソフト巾木

壁　：既存ビニルクロス貼り仕上げ撤去の上、

　　　ビニルクロス貼

床　：既存仕上げのまま

巾木：既存H=75ソフト巾木撤去の上、

　　　H=75ソフト巾木

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

Ａ－４１
改修後 　展開 図４
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

雑詳細 図（１ ）

10,20 平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

455 455 455 455

1,820

Ｆ

竪樋硬質塩ビ管100φ

撤去：排煙窓オペレーター（埋込み型）

170 170

撤去：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

※　　 　内は 撤去部 材を示 す。

　　　 　は工 事対象 範囲を示 す。

ａ

間柱 90×45
@455

撤去：横胴縁 45×24 @450

1800×450

改修前平面詳細図　Ｓ＝1/20

新設：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

新設：排煙窓オペレーター（露出型）

新設：額縁 24×60 SOP塗

130 130

5
0

1
0

既存竪樋硬質塩ビ管100φ

24 24 24 24

455 455 455 455

1,820

Ｆ

　　　 　は工 事対象 範囲を示 す。

ａ

新設：横胴縁 45×24 @450

改修後平面詳細図　Ｓ＝1/20

@455

新設：縦胴縁 45×40

既存間柱 90×45

新設：間柱 90×45

小 体育館  排 煙窓オ ペレー タ－取 付部分 詳細図 撤去 ・新設 Ｓ＝１ ：２０

2
0
0

4
,
4
0
0

1
,
2
0
0

1,200

95500

新設：排煙窓オペレーター（露出型）

605

▽ＦＬ

▽キャットウォークＦＬ

新設：額縁 24×60 SOP塗

SOP塗

Ｆ

2
0
0

4
,
4
0
0

1
,
2
0
0

1,200

95500605

▽ＦＬ

▽キャットウォークＦＬ

Ｆ

撤去:排煙窓オペレーター（埋込み型）

7
5

4
,
3
2
5

新設：縦胴縁 45×40

新設:額縁24×60 孔開け加工 16φ

既存床ｺﾝｸﾘｰﾄ コア抜き 16φ

2
4

4
5

改修前ａ部断面詳細図　Ｓ＝1/20 改修後ａ部断面詳細図　Ｓ＝1/20

新設：背板 t=12シナ合板貼 SOP塗

木製巾木:H=75

床:モルタル金ｺﾞﾃ下地 防塵塗装

7
5

9
8
5

2
4

3
,
3
2
2

新設：横胴縁 45×24 @450

間柱 90×45@455

撤去：横胴縁 45×24 @450

撤去：壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗

壁 t=12シナ合板目透し貼 OSCL塗 既存壁仕上げのまま

▽Ｇ Ｌ

新設：ねじ式掃除口 硬質塩ビ管100φ

新設：伸縮チーズ 硬質塩ビ管100φ

新設：樋持ち金物 @1,200

新設：竪樋ソケット 硬質塩ビ管100φ

2
0
0

新設：樋持ち金物 @1,200

新設：樋持ち金物 @1,200

1
0
,
6
0
0

1
0
,
4
0
0

器具庫

機械室(6)

150

ＳＵＳ製

金属系ｱﾝｶｰ

Ｄ

110

60

改修後断面詳細図　Ｓ＝1/20 ※ 　　　 は既存 部分を 示す。

ａ

ｂ

40

15090

ＤＰ塗

ＤＰ塗

既存竪樋下地調整の上、ＤＰ塗

ＤＰ塗

既存竪樋下地調整の上、ＤＰ塗

Ｄ

7
5
7
5

1
5
0
4
0

1
1
0

新設：樋持ち金物

ＳＵＳ製

新設：硬質塩ビ管100φ
ＤＰ塗

1
5
0

9
0

6
0

新設：樋持ち金物

ＳＵＳ製

新設：硬質塩ビ管100φ

改修後ｂ部分詳細図　Ｓ＝1/20

ＤＰ塗

改修後ａ部分詳細図　Ｓ＝1/20

Ｄ

既 存竪樋 交換部 詳細図 撤去 ・新設Ｓ＝ １：２ ０

Ａ－４２



.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

10,20

既 存和式 便器交 換部詳 細図 Ｓ＝１ ：１０Ｓ＝ １：２ ０ トイレブ ース廻 り断面 詳細図

改修後断面詳細図　Ｓ＝1/10

35

15

（トイレブース内側） （トイレブース外側）

新設：t=1.0ｽﾃﾝﾚｽ加工(SUS304)HL

既存200×200

磁器質タイル貼
▽FL

5
0

1
0
0

1
3
0

既存アスファルト防水 Ｅ-２

既存和便器

1,200

t=2.5ビニル床シート貼

新設：薄塗りモルタル金ｺﾞﾃ押えの上、

t=3.0ウレタン塗膜防水

下地調整の上、

t=3.0ウレタン塗膜防水

下地調整の上、

新設：超速硬モルタル金ｺﾞﾃ押えの上、
ワイヤーメッシュ

t=2.5ビニル床シート貼

t=2.5ビニル床シート貼
金ｺﾞﾃ押えの上、

新設：薄塗りモルタル 新設：トイレブース

※　 　　は 既存部 分を示 す。

既存：200角タイル貼

撤去：床 ラスモルタル下地200角タイル貼 t=50まで

撤去：和便器

アスファルト防水 Ｅ-２

改修前平面詳細図　Ｓ＝1/20

200 200

5
0

1
0
0

1
3
0

5
0

改修前断面詳細図　Ｓ＝1/20

6
0
0

1,015

…　撤去範囲を示す。

※　　　　内は撤去部材を示す。

▽ FL

撤去：和便器

200角タイル貼 t=50まで

撤去：床 ラスモルタル下地

和便器カット部分
アスファルト防水 Ｅ-２

既存：200角タイル貼

改修後平面詳細図　Ｓ＝1/20

200615200

5
0

1
0
0

1
3
0

5
0

改修後断面詳細図　Ｓ＝1/20

… 既存仕上げ下地撤去、

下地調整の上、t=3.0ウレタン塗膜防水

※　　　　は既存部分を示す。

▽ FL

既存和便器

6
0
0

1,015

t=2.5ビニル床シート貼

t=2.5ビニル床シート貼

新設：超速硬モルタル(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ）金ｺﾞﾃ押えの上、

下地調整の上、t=3.0ウレタン塗膜防水

既存ラスモルタル下地200角タイル貼撤去の上、

t=2.5ビニル床シート貼
t=2.5ビニル床シート貼

新設：薄塗りモルタル金ｺﾞﾃ押えの上、

既存ラスモルタル下地200角タイル貼撤去t=50まで

新設：超速硬モルタル(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ）金ｺﾞﾃ押えの上、

下地調整の上、t=3.0ウレタン塗膜防水

新設：薄塗りモルタル金ｺﾞﾃ押えの上、

既存アスファルト防水 Ｅ-２

下地調整の上、t=3.0ウレタン塗膜防水

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

11通 り  大体育 館２階  既 存給水管  化 粧カバ ー詳細 図 Ｓ ＝１：３ ０

11

Ｏ
▽2FL

改修後平面図　Ｓ＝1/30 改修後断面図　Ｓ＝1/30

新設：甲板 t=1.5 SUS304 HL仕上新設：壁 t=1.5 SUS304 HL仕上

11

4
0

470

R=20

6
0
0

1
,
5
0
0

1
,
4
6
0

Ｏ
▽2FL

600

改修後平面図　Ｓ＝1/30 改修後断面図　Ｓ＝1/30

廊下

廊下

Ａ－４３
雑詳細 図（２ ）
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

3

室名札 、トイ レサイ ン詳細図

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30

200

2
0
0

2 2

204

フレーム、ベース：アルミ押出し型材 アルマイト仕上 フレーム、ベース：アルミ押出し型材 アルマイト仕上

200

2
0
0

2 2

204

Ｓ＝１ ：３Ｓ＝ １：３ 室名板 （平付 け型）

室名 板（平 付け型 ）

200

2
0
0

2 2

204

8

2
0
0

控室 1

室

身障者室

控 1

Ｓ ＝１： ３

Ｓ ＝１： ３室名 板（突 出し型 ）

表示基板：t=1.0樹脂板

20 252

272

7
8

室

医 務 室

室

湯 沸

会 議

室応 接

室管 理

室務医

フレーム、ベース：アルミ押出し型材 アルマイト仕上

8
2

サブアリーナ

4
0

140

160

4
0

4
0

4
0

4
0

160

4
0

4
0

4
0

4
0

4
0

160

8

2
0
0

8

2
0
0

…  １ 箇所 …  １箇所

…  １箇所

…  １箇所

…  ２箇所

…  １箇所

…  １箇所

…  １箇所

…  １箇所

…  １箇所

室名 板（平 付け型 ）

新設：表示基板 t=0.5 ＳＵＳ304 ＨＬ仕上 ＵＶ印刷 新設：表示基板 t=0.5 ＳＵＳ304 ＨＬ仕上 ＵＶ印刷

新設:表示基板 t=0.5 ＳＵＳ304 ＨＬ仕上 ＵＶ印刷

新設:ケース ポリカーボネート成型品

新設:アルミ型材

※表示文字等については、現場打合せにより決定とする。 ※表示文字等については、現場打合せにより決定とする。

※表示文字等については、現場打合せにより決定とする。

※表示文字等については、現場打合せにより決定とする。

Ａ－４４
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

200

　　　●電灯コンセント設備工事

　　力率（○高　○低）

　工事項目に●印をつけたものを適用する

□

□

□

電気設備工事概要書

室　名

□

　　○７５Ω　　　○ＦＭ　　　　　○その他

０４ 受 変 電 設 備 工 事

□

□

□

□

　　○回数線　　　回線

　　○配管配線　○ケーブル

　　○単独　　　○自火報併設

　　○個別制御　○中央制御

　　○防火扉　　○防火シャッター　　○防火ダンパー　　○防煙たれ壁

　　銅板　　　　　ヶ所

□

　　○突針　　　○水平導体　　○その他

　　○一般式　　○簡略方式

□

□

□

　　○適用　　○適用外

　　○照明　　○照度（　　　）ｌｘ

　　○明かり付スイッチ　　○ワイドスイッチ　　○人感センサー式

　　○その他

　　○有　　　○無

　　（　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　）

　　○マイク　　　○タイマー　　○チャイム　　○リモートマイク　○その他

□

　備　考

装　置

　　○自家発補給（○Ａ　○Ｂ）　　○季時別　　○蓄熱調整　　○その他

　　○特別高圧　　○臨時　　○深夜電力（○Ａ　○Ｂ）　　○第２深夜電力

　　○ＰＯＳ　　○公衆電話　設置場所（　　　　　　　）

光源種類 取　付　器　具

(lx)

０２ 工 事 種 目

０３ 電 力 引 込 設 備 工 事

引込方式

供給電源

引込開閉器

契約種別

設置場所

型　　式

設備容量

主開閉器

０５ 幹 線 動 力 設 備 工 事

電気方式

設備容量

０６ 電 灯 コ ン セ ン ト 設 備 工 事

配線方式

蛍 光 灯

ＨＩＤ灯

非常照明

誘 導 灯

基本照明

スイッチ

配線器具

看板照明

プレート類

コンセント

０７ 電 話 配 管 設 備 工 事

引込方式

局線端子盤

中間端子盤

プレート

配線方式

特殊用途

対　　象

方　　式

制 御 盤

回 線 数

配線方式

１３ 防 排 煙 制 御 設 備 工 事

配線方式

種　　類

１２ 非 常 警 報 設 備 工 事

配線方式

総 合 盤

副受信機

受 信 機

１１ 自 動 火 災 報 知 設 備 工 事

機　　器

ＴＶモニター

セキュリティ

電 気 錠

通話方式

配線方式

電源方式

１０ イ ン タ ー ホ ン 設 備 工 事

配線方式

整 合 器

プレート

ブースター

共聴方式

０９ テ レ ビ 共 聴 設 備 工 事

一般放送アンプ

非常放送アンプ

付属機器

配線方式

スピーカ－

０８ 放 送 設 備 工 事 １４ 雷 保 護 設 備 工 事

雷保護方法

受 雷 部

引下導線

接　　地

１５ 消 火 器 設 備 工 事

消 火 器

オプション

１６ バ リ ア フ リ ー

ハートビル法

電気器具

スイッチ

非常通報装置

１７ 環 境 ・ 省 エ ネ ル ギ ー

省エネ法

自然エネルギー

照明器具

深夜電力利用

節電装置

□ ０１ 建 築 概 要

工 事 名 称工事名称

建　設　地

建物概要

消防法施行令別表第一による用途区分　　　　　　　項

法 定 構 造　　　　○耐火　　○準耐火（イ）　　○準耐火（ロ－１）　　○準耐火（ロ－２）

　　　　　　　 　　○工業　　○工業専用　　○指定なし

用 途 地 域　　　　○低層住居専用（第　種）　○中高層住居専用（第　種）

一般事項

　　　　　　 　　　○大規模な模様替

構 造 種 別　　　　○Ｓ造　　○ＳＲＣ造　　○ＲＣ造

無　窓　階　　　　 ○有り　　○無し

予 定 工 期　　　　平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

設
計
照
度

蛍
光
ラ
ン
プ

白
熱
電
球

Ｈ
Ｉ
Ｄ
ラ
ン
プ

グ
レ
ア
規
制
器
具

直
付
形

埋
込
形

ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト

調
光
装
置

昇
降
装
置

該当する区別欄に

●印を記入のこと

注意事項：●印をつけたものを適用する。

用　　途

適用ＪＩＳ 　　○ＪＩＳ Ａ ４２０１（２００３）　　（保護レベル　○Ⅰ：○Ⅱ：○Ⅲ：○Ⅳ）

　　○一般　　　○危険物　

　　○保護角法　　○回転球体法　　○メッシュ法

　　○ＪＩＳ Ａ ４２０１（１９９２）

　　　　　　　 　　○住居（第　種）　　○準住居　　○近隣商業　　●商業　　○準工業

　　　　　　　　 　○その他（　　　　）

　　○架空　　●埋設　　●引込柱

　　動力幹線　　３相　　３線　　　２００Ｖ　　●配管　　●ケーブル

　　○大角型　　○ワイド型　　○その他

　　○架空　　●埋設　　●引込柱

　　設置場所（通信機器室　　　　　　　）

　　○配管配線　　●ケーブル

　　形式（天井埋込型　１２ｃｍコーン型）

　　○ＣＡＴＶ　　●アンテナ

　　　　　　　　●○ＵＨＦ　２０素子　○ＶＨＦ　　　素子　○ＦＭ　　　素子

　　　　　　　　　支持金物素材（●ＳＵＳ　○アルミ）

　　○配管配線　　●ケーブル

　　○配管配線　　　　　　●ケーブル

　　●親子式　　○相互式　　○複合式　　○集合玄関式

　　○有　　●無　（別途工事）

　　●有（●カラー　○白黒）　　○無

　　○型式　　　　Ｐ型　　　　１級　　　１０回線　　設置場所（管理室　）

　　　●電力引込設備工事

　　電力　　　３相　　　３線　　　　　　　２００Ｖ　　５０Ｈｚ

　　電灯幹線　　１相　　３線　　１００-２００Ｖ　　●配管　　●ケーブル

　　●ＡＣ直結　１００Ｖ　　○乾電池式　　　Ｖ

　　○火災警報　　○ガス漏れ警報　　○非常通報　　○その他

　　　○自家発電設備工事

　　　○太陽光発電設備工事

　　電灯　　　１相　　　３線　　１００／２００Ｖ　　　５０Ｈｚ

　　動力設備　機械設備　　　　　　ｋＶＡ　　空調設備　　8,02 ｋＷ

　　電灯設備　　　　　　30,801ｋＶＡ

　　○新金属　　○ステンレス　　●プラスチック　カラー（　　　　）　　○その他

　　●卓上型　　　○ロッカー型　○その他　　　○出力　　　Ｗ

　　設置場所（通信機械室）

　　○ロッカー型　○壁掛型　　　○出力　６０Ｗ

　　　　　　　　　●ＢＳ・ＣＳ１１０°

　　○増幅容量　　　　30ｄＢ　　設置場所（通信機器室）

　　○新金属　　　○ステンレス　　●プラスチック　　○カラー（　　）　　○その他

　　○集合玄関機　　○管理室親機

　　○単独型　　○消火栓併設型

　　○配管配線　○ケーブル

　　●非常ベル　　○自動サイレン　　○拡声機

　　○配管配線　　●ケーブル

　　○適用　　○適用外

　　○太陽光発電　　○その他（　　　　）

　　○高効率型　　　●ＬＥＤランプ　　　○照度コントロール　　●タイマー制御

　　●露出　　○埋設　　○半埋込　　○保安器収納数　３０Ｐ

　　●露出　　○埋込　　○半埋込　　○盤数　　１面

　　●配管　　○配線　　●ＯＡフロア

　　●粉末消火器（　　型　　本）　　○移動式粉末消火器（　　基）

　　○露出ＢＯＸ　　●埋込ＢＯＸ　　○スタンド

　　●壁掛型　　○自立型　　○防排煙制御併設

　　○有　　　　回線　　設置場所（　　　　　　　）　●無

平 成 29年 度 　 石 岡 運 動 公 園 体 育 館 改 修 工 事

工 事 種 別　　　　〇新築　　○増築　　○改築　　●大規模な修繕　　○用途変更

石 岡 市 南 台 三 丁 目 ３ ４ 番 １ 号

敷 地 面 積　　　　　㎡/坪

階　　　数　　　　　地上　２階

■

　　　●受変電設備工事

　　　〇幹線動力設備工事

　　　〇空調機電源、ロスナイ換気設備工事

　　　〇情報・通信・防犯設備対応管路設備工事

　　　〇電話・ＬＡＮ配管設備工事

　　　〇放送設備工事

　　　〇テレビ共聴設備工事

　　　〇インターホン、トイレ呼出設備工事

　　　〇自動火災報知設備工事

■

　　○ＰＡＳ　　○ピラージスコン　　○モールドジスコン　　○その他（　　　）

　　○定額　　○従量（○Ａ　○Ｂ　○Ｃ）　　○業務用　　〇低圧　　●高圧（●Ａ　○Ｂ）

■

　　○屋内　　●屋外　　○屋上

　　○屋内　　○屋外　　●キュービクル　　○開放自立型

　　●動力　２４１．９１ｋＷ　　●電灯　１５２ｋＶＡ　　

　　●高圧進相コンデンサ　　　２００ｋＶａｒ（ｋＶＡ）

　　○ＬＢＳ　●ＶＣＢ

■

　　●モール配線　　●ケーブル　　○その他

　　３２Ｗ以上　力率（〇高　○低）　○ラピッドスタート　○グロースタート

　　　　　　　　○電子スタート　　　〇インバータ

　　３２Ｗ未満　力率（〇高　○低）　○ラピッドスタート　○グロースタート

　　　　　　　　○電子スタート　　　〇インバータ

　　非常電源（〇内蔵　○別置）

　　非常電源（〇内蔵　○別置）

　　〇１５Ａ　３００Ｖ　　〇リモコンスイッチ（室名：　　　　）

　　●１５Ａ　１２５Ｖ　　〇３０Ａ　２５０Ｖ

　　●新金属　　○ステンレス　　〇プラスチック　カラー（　　　　）　　○その他

　　○本工事　　○電源供給のみ　　〇別途工事

Ｅ－ ０１

電気設 備　特 記仕様 書１

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30
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縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

200

ＷＰ

ＷＰ

Ａ. Ｂ. Ｃ. ＤＥ

ＮＯ

ＮＯ

ＭＤＦ

Ｔ

ＷＨ

ＬＦ

Ｆ

ＳＳ

Ｍ

６ ６Ｌ

Ｌ

Ｒ

Ａ

Ｐ

４３

３０A２０A

３Ｐ

ＷＰ

ＥＴ

Ｅ

２１

ＲＭ

ＡＭＰ

Ｒ

Ｊ

ｔｔ

Ｎ

０１ 一 般 共 通 事 項

　７ 天井穴明及び下地補強

　６ 特殊仕上材の穴明及び下地補強

　５ 重量設備機器のための床構造補強

　４ 躯体壁・床の穴明及び構造体補強

　３ スリ－ブ・開口部廻りの鉄筋補強

　２ ＲＣ梁の貫通スリーブ

　１ 鉄骨梁の貫通スリーブ

　　　　　　　　　工　　事　　項　　目 備　　考
建築機械電気別途

区　　分
機器及び材料

□

電気設備工事特記仕様書

　８ 照明ボックス・ルーバー

　９ 電気錠及び通電金具

１０ 電気錠制御装置及び操作キー

１１ 設備機器の基礎及び仕上げ

１２ 設備機器囲壁（フェンス等）

１３ シャフト最上部の立上げ雨仕舞

１４ 屋上配管取出口（ハト小屋）

１５ 点検タラップ・ハッチ

１６ 点検口の取付及び補強工事

１７ 機械室・電気室内配線用ピット

１８ 同上　フタ

１９ 機械室等の防音

２０ 各種配管塗装

２１ 各部ガラリ

２２ 換気扇及びフード（取付枠共）

２３ 同上　開口補強工事

２０Ａ・３０Ａ

防水型

接地端子付

接地極付

床付

１ヶ口・２ヶ口

シーリング止め

方向表示

１φ１００Ｖ

１φ２００Ｖ

A・B・C・D種接地工事

ＷＰは防水型

ＷＰは防水型

立上り・素通し・引下げ

空配管

地中埋込又は架空

床隠蔽配線

露出配線

配管配線

　　　　　ボックス
ジャンクション

回路番号

接地

プルボックス

配管配線

配管配線

配管配線

配管配線

蛍光灯

誘導灯

自動点滅器

リモコンスイッチ

回路番号

ホーン型

天井・壁付

放送用

ＴＶ用

親時計・小時計

親機・子機

床付・壁付

箱入り又はフード付

極数傍記

容量傍気・電流計付

壁換気扇・天井扇

６回路用ランプ付
６回路用セレクタスイッチ

換気扇

電動機

フロートスイッチ

電力量計

引込開閉器盤

開閉器

動力制御盤

電灯分電盤

警報受信盤

電話用アウトレット

内線電話機

端子盤

本配線盤

押釦・ナースコール

チャイム

ブザー

インターホン

電気時計

ジャック

テレビアンテナ

混合器

増幅器

直列ユニット

増幅器

遠隔操作盤

スピーカー

接地用端子

避雷導線

避雷突針

アッテネーター

スピーカー

フロートレススイッチ

天井隠蔽配線

記　　号 　　　備　　　考 　　　備　　　考記　　号　　名　　　称 　　名　　　称

ＡＬＣ・ＰＣ板
大理石,テラゾー等

　電気用

　器具既製品は
電気工事

　縁金物共

蛍光灯

蛍光灯

配管配線

非常照明

白熱灯・ＨＩＤ灯

ポール灯

シーリング

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

引掛コンセント

スイッチ

スイッチ

パイロットランプ付スイッチ

プルスイッチ

単極・３路・４路

コンセント ３極

１灯用（天井・壁付）

２灯用

サークライン

天井・壁付

住友電気工業，古河電気工業，日立電線，矢崎総業，フジクラ，昭和電線ケーブルシステム，
三菱電線工業，ＳＥＩオプティフロンティア，タツタ電線，西日本電線

パナソニック，ネグロス電工，未来工業

パナソニック，ネグロス電工，未来工業，摂陽工業，ニチア，日動電工

住友電気工業，古河電気工業，日立電線，フジクラ，昭和電線ケーブルシステム

　　　防火防煙制御機器
自動火災報知機器・

インターホン機器

テレビ共聴機器

放送機器

配線器具

高圧進相コンデンサ

変圧器

計器類

電磁開閉器・

配線用遮断器

高圧開閉器・高圧遮断器

分電盤・制御盤

受配電盤・キュービクル

電線及び一般ケーブル

ケーブルラック

電線付属品・支持金物類

電線管

照明器具

高圧ケーブル

２

２

２

２

２

２

２

○　　施工業者及び機器納入者一覧表

○　　機器保証書

○　　試験成績表

○　　機器取扱説明書

○　　緊急連絡先一覧表

○　　官公署の検査済書又は検査合格書

○　　諸届又は申請副本

○　　納入機器完成図 ２

　　　　　引　渡　図　書 備　　　考

※１　原本は施主提出用とし、１部は複製とする

各種申請

製作図及び施工図

総　　則

材料及び試験

施　　工　　

引渡図書

　減を行わず施工するものとする。

　尚、この場合、請負金の増減は行わない。又、本特記仕様書及び設計図書に記載

　施工上の納まりや取合の関係で、機器及び材料の取付位置又は取付工法について

　なきものであっても、施工上又は法規上必然となるものについては、請負金の増

　本工事に使用する機器・材料・製品のうち、設計図書に記載のあるものについて

　は、その成績表を工事監理者に提出し、又は工事監理者の認める試験所で試験を

　本工事の施工に伴う引渡図書は、下記に定めるもののほかは、工事監理者の指示

　本工事は本特記仕様書並びに設計図書に準拠し、当社電気設備工事共通仕様書を

　準用し施工すること。但し、当社電気設備工事共通仕様書に記載されていない

　事項については、日本建築家協会編，建築設備工事共通仕様書による。

　制作又は施工上必要な図面は遅滞なく作成し、工事監理者の確認を受けること。

　本工事に伴う関係法規上の申請手続を関係官公署及び電力会社に遅滞なく行うこと。

　行い、確認を受けなければならない。

　による。

　止むを得ず行う軽微な変更は、工事監理者と協議する。

隠　ペ　イ打　込　み

　Ｈ　Ｉ　Ｖ　Ｅ　管

　Ｆ　Ｅ　Ｐ　管

屋内露出 地　　中屋外露出

　硬質ビニル電線管（ＶＥ管）

　合成樹脂製可とう電線管（ＣＤ管）

　合成樹脂製可とう電線管（ＰＦ管）

　ねじなし電線管（ＥＰ管）

※２　部数は原則２部とするが、必要に応じて工事監理者の指示に従う

引 渡 し

　及び装置の取扱説明を行い、引渡しを行うこと。

　本工事完了後、竣工図書を遅滞なく作成し、工事監理者に提出すると共に機器

部 数

○　　その他（　　　　）

２４ 有圧扇電源プラグ

２５ 換気扇温度スイッチ

パナソニック，古河電気工業，東拓工業，未来工業，日鉄鋼管，丸一鋼管，

　　　　　　　　製　　造　　業　　者　　名　　　　　　　　下記または同等品以上とする

　薄綱電線管（ＣＰ管）

□

TEL           　　　　　　　　　担当者

　１．電力会社

　２．ＮＴＴ

　３．消防署

　４．その他

　　適合する工法、又は国土交通大臣認定工法による。

２．電線・ケーブルまたは可燃性の配管の防火区画の貫通部は、建築基準法令に

　　この部分に用いる被覆材はロックウール保温材等不燃性のものを用いる。

　　貫通前後１ｍを不燃材料で作るか又は建設省告示1422号の基準によること。

１．建築基準法施行令第129条の2の5,1項7号イに該当する防火区画を貫通する管は

　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（ＰＥ管）

正極　赤

赤・黒・青

赤・黒

赤・黒

赤又は黒

赤・白・青

負極　青

白又は灰

白又は灰

白又は灰

白又は灰

－

　　　　　　　　直　　　　　　流

　　　低　　　圧

　　　高　　　圧

三相４線式

三相３線式

単相３線式

単相２線式

三相３線式

　※　接地線は緑色とする

屋内管路 屋内露出屋外管路屋外露出地中管路

□

　押ボタン共

　ＥＬＶ工事

　インターホン
　又はベル

　２次側共

　冷凍機など
　ポンプ

　配管配線工事
　シャフト外の

　電気錠共

配管・配線共

２６ 全熱交換器スイッチ

２７ 設備機器の制御及び二次側配線工事

２８ 同上　接続工事

２９ 空調用屋内外機器間の配管配線工事

３０ 同上機器への接続工事

３１ 自動制御機器及び電気配管・配線工事

３２ オイルタンク給油用連絡装置

３３ 電極棒及びフロ－トスイッチ

３４ 同上配管配線接続工事

３５ 生産設備機器への電源配線・配管工事

３６ 同上　接続工事

３７ エレベ－タ－非常用インタ－ホンの配管配線工事

３８ 同上機器取付及び接続工事

３９ 電動シャッタ－及び自動扉操作盤への供給電源

４０ 同上操作盤,制御配管配線工事(水圧開放装置含む)

４１ 自火報・消火栓併設総合盤の穴明

４２ スプリンクラー用アラーム弁の電気配管,配線工事

４３ ハロゲン,二酸化炭素,泡消火設備の警報,音響装置

４４ 煙感知器連動扉,シャッター,ダンパー,防煙たれ壁

４５ 同上用煙感知器・制御盤及び配管配線工事

４６ 消火器（ＡＢＣ　　　型×　　　本）

４７ 避難器具

インターホン

スイッチ類

押釦スイッチ

チャイム

ブザー

音量調節器

自火報　受信機

　　　　副受信機

　　　　総合盤

テレビアウトレット

積算電力量計

端子盤

警報盤

手元開閉器

配分電盤

引込開閉器盤

コンセント類（和室）

電話アウトレット

コンセント類

盤天端

盤天端

ボックス中心

盤天端

盤天端

盤天端

ボックス中心

ボックス中心

ボックス中心

ボックス中心

発信機

盤天端

スイッチ部

ボックス中心

ボックス中心

ボックス中心

ボックス中心

ボックス中心

ボックス中心

地上＋1800

床上＋1500

床上＋1800

床上＋1800

地上

地上

　　＋1800床上

　　＋2000床上

床上＋ 300

床上＋ 150

床上＋ 300

床上＋ 300

床上＋1300

床上＋1200

床上＋1600

床上＋1200

床上＋1800～

床上＋1300

床上＋1300

床上＋1400

床上＋1800

取付高さ(mm) 　　　　　備　　　　　考

　　工事監理者と充分打合わせを行う事

　　いずれも取付高さは原則とするが、機器仕様によって取付位置を変更する場合は

０２ 使 用 配 管 ・ 配 線 材

電 線 管

電　　線

色　　別

０３ 機 器 取 付 高 さ

取付高さ
　　機 器 名 称

　電　圧　種　別 　配　線　方　式 　　接　地　側 　　電　圧　側

０５ 特記補足事項・打合せ事項

０６ 諸官庁に対する打合せ事項

連 絡 先

０７ 工 事 区 分

工事区分

０９ 別 途 工 事

０８ 御 支 給 品

１０ メ ー カ ー リ ス ト

１１ 凡 例

TEL           　　　　　　　　　担当者

TEL           　　　　　　　　　担当者

TEL           　　　　　　　　　担当者

　尚、本特記仕様書に於ける提出図書及び計画書、報告書等は工事管理者から工事

　監理者へ提出するものとする。

該当する区別欄に

●印を記入のこと

該当する区別欄に

●印を記入のこと

該当する区別欄に

●印を記入のこと

●印をつけたもの

は別途工事

　　　　開閉制御装置

２○　　竣工図

屋内隠蔽

０４ 耐震処理

○　建築基準法に定める機器のみ耐震処理

○　「建築設備耐震設計・施工指針　2005年版」による耐震処理

　　　　　（○クラスＳ：○クラスＡ：○クラスＢ）

　厚綱電線管（ＧＰ管）ドブ

● ●

●　トリプレックス型

　ビニル絶縁電線（ＥＭ－ＩＶ）

　架橋ポリエチレンケーブル（ＥＭ－ＣＥ）

　二種ビニル絶縁電線（ＥＭ－ＨＩＶ）

　ビニル絶縁ビニルシースケーブル（ＥＭ－ＥＥＦ）

　　架橋ポリエチレンケーブル（ＥＭ－ＣＥＴ）

　ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ電線管（ＫＭＳ管）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

三菱電機，富士電機，東芝

三菱電機，富士電機，東芝

三菱電機，東芝，富士電機

三菱電機，東芝

ニチコン，三菱電機，指月電機製作所

パナソニック，ＴＯＡ，東芝ライテック

マスプロ電工，ＤＸアンテナ，八木アンテナ

パナソニック，アイホン，東芝ライテック

設備支給品

設備支給品

●

●

カナフレックス、ケイフレックス

エナジーサポート，戸上製作所，大垣電機，三菱電機，日立製作所，明電舎，富士電機

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ電工

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ電工

パイロットランプ

　施主提出用　Ａ１・２部、Ａ３・２部

　施主提出用２部

　施主提出用２部※１

　施主提出用２部※１

　施主提出用２部

　施主提出用２部※１

　施主提出用２部

　施主提出用２部

　施主提出用１部

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ホーチキ

消火器 ヤマトプロテック，初田製作所，日本ドライケミカル，モリタ，宮田工業

■

■

■

■

■

■

■

●　電力負担金

〇　電話局線引込工事並びに施設設置負担金，加入金

〇　電話機器及び配線取付工事

〇　電波障害補償等の公害対策費

●　保安協会・主任技術者協会等による経済産業局手続申請費用

■

宇賀神電機、国分電機、日東工業

宇賀神電機、国分電機、日東工業

Ｅ－ ０２
平 成 30年 度　石 岡運動 公園体 育館改 修工事

電 気設備 　特記 仕様書 ２H30
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１

道
路

境
界

線
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

800

配置図　 S=1/800

…工事対象建築物を示す

凡例

体育館

駐車場

メインゲート

多目的広場

野球場　2面

サッカーコート2面

陸上競技場

メインスタンド

駐車場

池

道
路
境
界
線

市道

N

市
道

市道

5,
00
0

12,00
0

ダッグアウト

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト

ダッグアウト

面積 表

　建築面積　　　　5076.54㎡

延べ床面積　　　　5936.28㎡

２階床面積　　　　1496.02㎡

１階床面積　　　　4440.26㎡

10

８

７

６

５

３

２

案 　内　 図

石岡市役所

至水戸

石岡駅

至土浦

常磐線

6号
国
道 石岡中学校

南台団地

バス専用道路

国道355線 至鉾田

東田中バス停

石岡市運動公園

N

石岡市南台三丁目３４番１号

９

L-1

道
路

境
界

線
9
5
,
3
2
8

7
6
,
1
7
1

2
1
,
0
0
0

2
1
,
1
2
2

道
路

境
界

線

1
1
,
5
0
0

6 1 , 0 0 0

敷
地
境
界
線

5 0 , 5 1 2

3 6 , 7 8 8

9,013

4,988

4,997

8,004

10,109
13,059

1 8 , 7 3 2

3
,
5
0
0

敷地境界線

11 , 2 8 3

1 3 , 0 0 0

2 1 , 0 1 2

1 2 , 5 0 0

1
9
,
0
0
0

6,
16
7

32
,0
58

3,
16
5

3,620

7 , 5 0 0

4 3 , 8 0 0
敷
地
境
界
線

1,000

7
,
5
0
0

2
5
,
0
0
0

道
路

境
界

線

16,000

9
2
,
9
7
6

道
路

境
界

線
8
3
,
0
2
3

4 2 , 3 4 6

3 6 , 6 5 4

3
5
,
0
0
0

3
1
,
0
0
0

1
7
,
5
0
0

2
1
,
0
0
0

9,0
00

1 6 , 0 0 0

8,921

225ｍ

436ｍ

79ｍ

305ｍ

敷地境界線 335,000

L-2

L-2

L-2

L-2

L-2

L-2

L-2

L-2

L-1

L-1 L-2

L-1

L-1

L-1

L-1

L-2

L-2

L-2

L-2

L-1L-1

４
屋外便所

屋外便所

屋外便所

11

13

A

A

A

A

B

キューピクル

14

C

屋外端末処理材6kV EM-CET60sq新設

屋外端末処理材6kV CVT60sq撤去

既設引込柱（工事外）

6kV　EM-CET60sq (既設 FEP100)
6kV　CVT60sq (既設 FEP100)～新設後撤去

既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 900x900x1200～6基 立上げ　EM-CET60sq (予備　PE104内)新設
立上げ　CVT60sq (既設PE104内)新設配線後撤去

予　備

Ａ1

Ａ1

Ａ1

Ａ1

ＬＰ－１

Ｌ－２

MCCB3P 225AF/200AT

MCCB3P 225AF/150AT

MCCB3P 225AF/150AT

MCCCB3P 100AF/100AT

CVT100sq

CVT100sq

CVT100sq

予　備

Ｂ１ ＬＰ－１ MCCB3P 225AF/225AT

MCCCB3P 100AF/100AT

CV-T 200sq

Ｂ２

所内電源 MCB2P 50AF/20ATx3

予　備

予　備

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ４

Ｃ５

Ｃ６

Ｃ７

Ｃ８

Ｐ－１

Ｐ－１

Ｐ－２、３

Ｐ－４、５

Ｐ－６

ＬＰ－１

MCCB3P 400AF/300AT

MCCB3P 225AF/200AT

MCCB3P 225AF/225AT

MCCB3P 225AF/225AT

MCCB3P 225AF/150AT

MCCB3P 225AF/175AT

MCCB3P 100AF/100AT

MCCB3P 100AF/100AT

CVT200sq

CVT100sq

CVT200sq

CVT200sq

CVT60sq

CVT60sq

消火栓ポンプ

直流電源装置Ｃ１０

Ｃ９ MCCB3P 50AF/50AT

MCCB3P 50AF/30AT

FPC22sq- 3C

FPC8sq- 3C

キュービクル配線リスト

Ｅ－ ０３

CVV-S 2.0sq - 12C (既設 FEP30内)～配線撤去,EM-CEES 2.0sq -12C(既設 FEP30内新設)

屋内端末処理材6kV CVT60sq撤去

屋内端末処理材6kV EM-CET60sq新設

電気時計修理(制御部：1・2面用)

参考型番：ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ TC72712838

高圧幹 線撤去 、更新 設備配線 図・電 気時計 修理工 事図

既設キュービクル5面体撤去、3面体新設

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

0H3



ＩＶ

１４

ＬＢＳ

７．２ｋＶ　２００Ａ

５．５

ＩＶ

５．５

ＩＶ

ＥＤ

ＩＶ

ＥＡ

ＥＡ，Ｄ

３８

ＩＶ

ＴＲ

６６００Ｖ／２１０Ｖ－１０５Ｖ

（油入）

Ｆ
ＶＳ

ＡＳ

Ｖ

ＺＣＴ

MDA

Ｉ

ＬＢＳ

７．２ｋＶ　２００Ａ

ＴＲ

（油入）
６６００Ｖ／２１０Ｖ

Ｆ
ＶＳ

ＡＳ

Ｖ

ＺＣＴ

MDA

予
　

備

予
　

備

Ｉ

Ｃ
１

Ｃ
２

Ｃ
３

Ｃ
４

Ｃ
５

Ｃ
６

Ｃ
７

Ｃ
８

Ｐ
－

１

Ｐ
－

１

Ｐ
－

２
、
３

Ｐ
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４
、
５

Ｐ
－

６

Ｌ
Ｐ

－
１
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25
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/2
00
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 2
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/2
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MC
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25
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CB
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 2
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/1
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/1
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3P
 1
00
AF
/1

00
AT
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CB
3P

 1
00
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/1
00
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ＬＢＳ

７．２ｋＶ　２００Ａ

ＴＲ

６６００Ｖ／２１０Ｖ－１０５Ｖ

（油入）

Ｆ
ＶＳ

ＡＳ

Ｖ

ＺＣＴ

MDA

Ｉ

ＰＦ・Ｇ３０Ａ

４０ＫＡ

ＰＦ・Ｇ３０Ａ

４０ＫＡ ４０ＫＡ

ＰＦ・Ｇ５０Ａ

１Φ１００ｋＶＡ １Φ１００ｋＶＡ ３Φ３００ｋＶＡ

予
　

備

MC
B2

P 
50
AF
/2
0A
Tx

3

予
　

備

Ｂ
１

Ｌ
Ｐ

－
１

MC
CB
3P

 2
25
AF
/2
25
AT

MC
CC
B3

P 
10
0A
F/
10
0A

T

CV
-T

 2
00
sq

Ｂ
２

Ａ
1

Ａ
1

Ａ
1

Ａ
1

Ｌ
Ｐ

－
１

Ｌ
－

２

Ｌ
－

２

MC
CB
3P

 2
25
AF
/2
00
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MC
CB
3P

 2
25
AF
/1
50
AT

MC
CB
3P

 2
25
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/1
50
AT

MC
CC
B3

P 
10
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F/
10
0A

T

東京電力引込 ｺﾝｸﾘｰﾄ１号柱(12m-19cm-350kg)

（本線）

３Φ３Ｗ６６００Ｖ５０Ｈｚ

CH
E(A)

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ

Ｗｈ

CTT

ＰＣＴ

CH

DS x 3

7.2KV 400A

Ｆ PTT

ＰＦ

ＰＴx２

6600V/110V 50VA

高圧気中開閉器（7.2KV3P400A,VT･LA内蔵型方向性GR付PAS SUS製）

ＯＣ
ＣＯＳ
Φ

ＡＳ

ＡＷ

ＶＳ

Ｖ

ＶＣＢ

７．２ｋＶ　６００Ａ

１２．５ＫＡ

ＵＶ

ＤＧ

ＶＣＢ

PTT ＡＳ

Ａ
ＣＴx２

ＣＮ

ＤＧ

ＶＣＢ

PTT ＡＳ

Ａ
ＣＴx２

ＣＮ

ＤＧ

ＰＤ

ＥＡ

ＯＣＯＣ

ＺＰＣ

ＰＦ

非常用自家発電機

Ｇ

３Φ２００Ｖ

ＥＮＧ

２０．０ｋＶＡ ＭＣＢ

ＭＣＢ

３Ｐ２２５／２００Ａ

１５ＶＡ
１０００／５Ａ

ＣＴx２

１５ＶＡ

ＣＴx２

１５ＶＡ

ＣＴx２

４００／５Ａ ３００／５Ａ

３００Ｖ ３００Ｖ ３００Ｖ

７．２ｋＶ　６００Ａ

１２．５ｋＡ　６００Ａ

ＥｔＥｔＥＣＥＢ

５０

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事



縮　　尺

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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2350

既設、 新設受 変電設 備姿図
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回転方向

ハンドル

吊りボﾙﾄ

ベｰｽ

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

設計年月日

H30.
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縮　　尺

設計年月日
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図面名称
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一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士
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予備ﾌﾞﾚｰｶｰに接続
LP-1

註記　特記なき配管配線は下記とする。

EM-EEF 2.0 - 2C(天井コロガシ配線)

EM-EEF 2.0 - 3C(天井コロガシ配線)

EM-EEF 2.0 - 2C(ﾒﾀﾙﾓｰﾙ A型)(ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ共)

EM-EEF 2.0 - 3C(ﾒﾀﾙﾓｰﾙ B型)(ﾊﾟｰﾃｼｮﾝ取付)

Ｅ－ ０６
平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30 １階　 トイレ コンセ ント設備 配線図 （１）
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縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/ 50

Ｓ＝１ ：５０ Ｓ ＝１： ５０改修 後１階 男子・ 女子便 所平面 詳細図改 修前１ 階男子 ・女子便 所平面 詳細図
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註記　特記なき配管配線は下記とする。

EM-EEF 2.0 - 2C(天井コロガシ配線)

EM-EEF 2.0 - 3C(天井コロガシ配線)

記　号 名　　　　称

ＥＴ

２

EM-EEF 2.0 - 2C(ﾒﾀﾙﾓｰﾙ A型)(ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ共)

EM-EEF 2.0 - 3C(ﾒﾀﾙﾓｰﾙ B型)(ﾊﾟｰﾃｼｮﾝ取付)

ﾒﾀﾙﾓｰﾙｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A x 1 ET付 （新金属ﾌﾟﾚｰﾄ)（ﾒﾀﾙﾓｰﾙｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 1個用共）

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A x 2      （新金属ﾌﾟﾚｰﾄ)（ﾒﾀﾙﾓｰﾙｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 1個用共）

Ｅ－０ ７
平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30 １ 階　ト イレコ ンセン ト設備 配線図 （２）
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縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称
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一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）
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 … 工事対象範囲を示す。

凡例

撤去：和便器カット部分

5
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撤去：洋便器（設備工事）
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改 修前２ 階便所 平面詳細 図 改 修後２ 階便所 平面詳 細図

改 修前２ 階便所 断面詳細 図 改 修後２ 階便所 断面詳 細図

改修前  ２ 階便所平 面詳細 図　 S=1:50 改修後  ２ 階便所 平面詳 細図　 S=1:50

改修 前  ２階便 所断面 詳細図 　 S=1： 30 改 修後  ２階 便所断 面詳細 図　 S=1： 30
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２階 　トイ レコン セント 設備配 線図（ １）

既設埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2(撤去、新設)
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平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30
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縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称
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（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図
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新設：トイレブース

Ｓ＝ １：３ ０

女子便所

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ
W=80

-50

 … 工事対象範囲を示す。

凡例

撤去：和便器カット部分

5
0

撤去：ラスモルタル下地200角タイル貼

撤去：和便器（設備工事）

600

1,300

床：200角ﾀｲﾙ貼

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水E-2

撤去：200角タイル貼

600

新設：防水 下地調整の上、t=3.0ウレタン塗膜防水

新設：床 モルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼

Ｓ＝ １：５ ０

30、50

撤去：洋便器（設備工事）

男子便所男子便所

改 修前２ 階便所 平面詳細 図 改 修後２ 階便所 平面詳 細図

改 修前２ 階便所 断面詳細 図 改 修後２ 階便所 断面詳 細図

改 修前  ２階便 所平面 詳細図 　 S=1:50 改 修後  ２階 便所平 面詳細 図　 S=1:50

改 修前  ２階 便所断 面詳細 図　 S=1： 30 改修後  ２ 階便所 断面詳 細図　 S=1： 30

既存：和便器

新設：床 超速硬モルタル金ｺﾞﾃ押えの上、t=2.5ビニル床シート貼
ワイヤーメッシュ

2FL±0

女子便所

新設：床 W=15ｽﾃﾝﾚｽ見切

新設：床 W=15ｽﾃﾝﾚｽ見切

新設：トイレブース

新設：トイレブース
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２階 　トイ レコン セント 設備配 線図（ ２）

既設埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2(撤去、新設)

Ｅ－０ ９
平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30



.

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/

Ｍ－０ １
NON

機 械設備 　特記 仕様書 １

機　　械　　設　　備　　特　　記　　仕　　様　　書　　１

②現場で不正軽油を使用させないこと。

③不正軽油を購入しないこと。

④取引関係にある運送事業者等が不正軽油を使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講じること。

②超積載を行っている資材納入業者から、資材を購入しないこと。

③資材等の過積載を防止するため、建設発生土の処理及び骨材の購入等にあたっては、下請け事業者及び骨材等納入業者の利益を不当に害することのないよ

　況を踏まえ、同団体等への加入者の使用を促進すること。

　事故を発生させた者を排除すること。

③ガラリー、フード、パイプフード等、外壁に露出するものは、全て指定色の焼付塗装とする。

②空調用冷媒配管の管種は１・２・３種有り、今後の工事は２・３種と、ガスの種類に合わせて配管種類を選定する。

①給水・給湯等のねじ込み配管部分は、管端防触継手及び管端防触コア付バルブ等で接続する事。

下記の建設機械は排出ガス対策型を使用することとする。

①ブルトーザー、バックホウ、トラクタシャベル

（１）再生資源利用計画書

には、改良後の性状で判定するものとする。

質疑が生じた場合には、監督員と別途協議をする。

（３）その他

（４）土質区分基準

（２）利用規定について

詳細については「ストックヤード利用規則」を参照し、利用手続きに従って所定の手続きを行う。

②有害物質が含まれないこと。

③産業廃棄物が混入していないこと。

下記の工事については、着工に先立ち作成し施工計画書に添付する。

・建設リサイクル法の対象工事。

・砕石（再生砕石を含む）を５０トン以上搬入する工事。 ・加熱アスファルト２０トン搬入する工事。

・土砂を１００ｍ３以上搬入する工事。

（２）再生資源利用促進計画

下記の工事については、着工に先立ち作成し施工計画書に添付する。

・建設リサイクル法の対象工事。 ・土砂を１００ｍ３以上搬出する工事。

・産廃物全体で２０トン搬出する工事。

（３）産廃物処理計画

下記の工事については、着工に先立ち作成し施工計画書に添付する。

・建設リサイクル法の対象工事。

（４）再生資源利用実施書

下記の工事については、完成書類に添えて発注者に提出する。

・土砂、砕石、アスファルト混合物を使用する全ての工事。

作成部数等は、発注者へ一部提出、実態調査用にＦＤを提出、請負者一部保管（工事竣工後１年間）

（５）再生資源利用促進実施書

下記の工事については、完成書類に添えて発注者に提出する。

作成部数等は、発注者へ一部提出、実態調査用にＦＤを提出、請負者一部保管（工事竣工後１年間）

（６）廃棄物処理実施書

・建設リサイクル法の対象工事。 発注者へ一部提出、請負者一部保管（工事竣工後５年間）

①現場で不正軽油を使用しないこと。

⑥現場で県税事務所が行う使用燃料の抜取調査に協力するとともに、調査の際は現場代理人が立会うこと。

⑤下請け契約の相手方又は燃料購入業者を選定するにあたっては、不正軽油を使用するもの又は不正軽油を販売するものを排除すること。

⑦当該工事に関しての、法令（地方税法）に違反していることが判明した場合は直ちに監督員二報告すること。

※不正軽油とは、地方税法第７００条の２２の２の規定による知事の承認を得ないで行われた次のものをいう。

１．軽油と軽油以外の炭化水素油（重油、灯油等）を混和したもの。

２．軽油以外の炭化水素油（重油、灯油等）と軽油以外の炭化水素油（重油、灯油等）を混和して製造された軽油。

３．自動車の燃料として譲渡・消費される燃料炭化水素油（重油、灯油等）。

①積載重量制限を超過して工事用資材等を積み込まず、また積み込ませないこと。

うにすること。

④さし枠装着車、物品積載装置の不正改造をしたダンプカー及び不表示車等から土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。

⑤過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引渡しを受ける等、過積載を助長することのないようにする。

講ずる。積み込ませないこと。

（１）搬入建設発生土の種類

本工事による発生土をストックヤードに搬出する場合（原則２０Ｋｍ以内）

①第１・２・３・４種建設発生土（建設発生土利用技術マニュアルの土質区分基準）を搬出すること。

湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）

夏　季

冬　季

外　　気

工　事　名　称

工　事　場　所

建　物　概　要

発生土のストックヤード

温湿度設計条件

過積載による違法運行

防止対策について

施工に際しての注意事項

使用の原則化

リサイクル関係書類

不正軽油使用禁止

排出ガス対策型建設機械

④品質管理については、必要に応じてコーン指数試験（ポータブルコーンべネトロメーター測定）、粒土試験、含水比試験を行い、監督員の確認を受けること。

発生土の土質区分は、原則として、コーン指数と日本統一土質分類を指標とし、別紙３－１表に示す土質基準によるものとする。尚、土質改良を行った場合

②ホイルクレーン、マカダムローラー、タイヤローラー、振動ローラー搭載されているエンジンから排出されるガス成分及び黒煙の量は、別紙値以下とする。

・建設発生土、コンクリート塊、アスファルトコンクリート塊、建設発生木材、建設汚泥、建設混合物を搬出する全ての工事。混合物を使用する全ての工事。

⑧下請け契約の相手方又は資材納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に欠ける者又は業務に関しダンクトラック等によって悪質かつ重大な

⑦「土砂等を運版する大型自動車による交通事故等の防止等に関する特別措置法」〈以下「法」という。〉の目的に鑑み、法第１２条規定する団体等の設立状

⑥取引関係のあるダンプカー事業者が禍積載を行い、または、さし枠装車、不表示車等を土砂等運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する処置を

本設備は特記仕様書、設計図、関係官庁その他の条例、規則・指導及び係員の指示に従い施工する。尚、特記なき仕様は『国土交通大臣官房官庁営繕部監修

機械設備工事共通仕様書』及び『機械設備標準図』（いずれも最新年度版）を参考にして施工する。

一　般　事　項

指示に従い、予算内で処理する。

図面及び仕様書に、内容の相違がある場合及び明記なき場合、又は、疑いを生じた場合は、係員と協議のうえ処理する。但し、軽微なものについては、係員の疑　　　　　義

工事着工に先立ち、工程表、工事計画書、メーカーリスト、機器機材承認図・製作図及び施工図を遅滞なく作成し、係員の承認を受けた後、施工に着手する。施工図及び工程表

工事施工に必要な、官公署その他への手続は、遅滞なく行うとし、これに要する費用は、全て請負業者の負担とする。官公署その他への手続

方式、基準は関係官庁の基準に順ずることが出来る。

検査及び試験を必要とする機材は、共通仕様書によるほか、係員と打合せの上、各機器類能力試験及び各種配管の水圧、気密試験を行うものとする。尚、試験機材等の検査及び試験

工事記録写真は、「工事写真の撮り方（改訂版設備編」（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）に準じて、又、係員と打合せの上、工事中の各工程について重要

と認められる個所（竣工時見えなくなってしまう部分等）を撮影し、工事記録写真帳にファイルし、竣工時に１部提出すること。

記　録　写　真

工事完成の上は、係員による竣工検査を行い、手直しがある場合はその完了後再検査を受け、官公署その他の許可証、検査済証、機器類保証書、取扱説明書

渡を行うものとする。

及び試験データー表等を各１部、又竣工図（中折製本３部、金文字製本３部、ＣＤＲ３部）及び機器類予備部品、付属工具、使用工具等を添えて提出し、引

竣工検査及び引渡

構外搬出適切処分とする。建設発生土の処理

構外搬出適切処分とする。建設発生材等の処理

建設工事に関わる資材の再資源化等に関する法律。廃棄物の処理及び清掃に関する等、関係法律に従い適切に処理する。建設廃棄物の処理

（３）各配管材料は配管凡例の備考欄記載の材料を使用する。

（２）本工事に使用する材料は全て、監督員の検査を受けた後、施工に着手する。

（５）消防設備は、消防設備士の有資格者によって施工する。

（１）本工事に使用する材料は全て新品とし、ＪＩＳ規格のあるものはＪＩＳ規格製品を使用する。

（４）施工に際しては、現場代理人は管工事施工管理技士、空調衛生工学会の設備士、によって施工する。

（６）上水道配管、公共下水道配管及びＬＰＧ配管を施工する時は規定の有資格者に、又は同等以上の経験者とする。

（７）施工上必要とされる場合は、１級配管技能士、熱絶縁技能士、冷凍空気調和機器施工技能士等の有資格者によって施工する。

材料及び工法・資格

（２）識別色は共通仕様書によるほか、ビニールテープ及び埋設標示杭の識別色は、給水は青、排水はシルバー、消火は赤、ガスは黄とする。

（３）地中埋設深さは、一般敷地内５００Ｈ、敷地内車輌通路部分７５０Ｈ、公道等車輌通路部分１２００Ｈ以下とする。

（４）給水、ガス、消火、及び油配管を地中に埋設する場合は、１５０Ｗの埋設標示テープを敷いて埋め戻すこと。

（５）既設のコンクリート部分の床、壁、梁等の配管貫通部の穴空けは原則としてダイヤモンドカッターを使用する。

（６）鍵及び弁等に取り付ける名札は、プラスチック製（白）とし、系統名及び常時開又は閉の彫込文字（黒）を記入する。

（７）機械室及び屋上等の機器及び機器廻りの配管等には、黒ペイント等にて、機器名、系統名、管名、方向等の表示をする。

共　通　事　項 （１）地中埋設標を設置する。（・給水　・ガス　・消火　・油）

土工事

換気ダクトの保温・防露 空調ＳＡ、ＯＡダクトの全て、及び排気ダクトは外壁より１ｍ迄を保温及び防露工事を行うものとする。

根伐りは、周辺の土質などに適した工法とし、土砂が崩壊しないように、関係法令基ずき施工する。（山止めを行う場合は監督員と協議をして行うものとする）

（１）電動機出力などは、表示された出力以下の容量とする。但し、防災機器は除く。

（２）冷・温熱源機器等及び防災機器の能力、容量は、その数値以上のものとする。

容量の表示

機器の仕様は特記仕様による。特記なき場合は、当該製品の製造者指定工法による。

試運転調整後は、速やかに測定し、監督員に提出する。尚、測定内容及び測定個所等は監督員の指示による。

機器の規格

測定表

・　温　度　・　湿　度　・　風　量　・　騒　音　・　振　動　・　水　圧　・　機　密

建物構造及び規模　　　２階建て

〒315-0035 茨城県石岡市南台三丁目３４番地１号

建築面積：5,076.54㎡　　延床面積：5,936.28㎡

平成29年度　石岡運動公園体育館改修工事

④改修範囲外の給排水設備への接続漏れに注意する事とする。

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事

H30
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縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/
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ＨＴＶＰ ＨＴＶＰ

　Ａ　Ａ
ＣＤＳ

ＣＤＳ

ＣＤＳ

ＣＤＳ

ＣＤＳ

ＣＤＳ

ＣＤＲ

ＣＤＲ

ＣＤＲ

ＣＤＲ

ＣＤＲ

ＣＤＲ

　Ａ

ＶＬＦ

ＨＴＬＰ

ＳＵＰ

　Ａ

　Ａ

ＨＴＬＰ

　Ａ

Ｖ　Ｐ

ＶＬＦ

ＨＴＶＰ

Ｔ　Ｐ

ＣＶ

　Ａ 　Ａ

　Ａ

　Ａ
ＯＶ

ＧＶ

ＹＳ

ＧＣ

ＫＲＶ

ＭＣ

ＭＶ

ＳＶ

ＦＪ

　Ａ
ＣＯ２

ＣＯ２
ＶＳ

ＨＳ

ＨＳ

ＨＳ

ＨＳ

ＨＳ

ＨＳ

ＣＳ

ＣＳ

ＣＳ

ＣＳ

ＣＳ

ＣＳ

ＨＲ

ＨＲ

ＨＲ

ＨＲ

ＨＲ

ＨＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＣＲ

ＯＲＯＳ

リターンガラリー

給気ガラリー

排気ガラリー

壁付換気扇

天井埋込形換気扇

全熱交換機ユニット

伸縮継手

自動エアー抜管

減圧弁

電動２方弁

電動３方弁

電磁弁

圧力計

連成計

温度計

サーモスタット

防振継手

可とう継手

給水栓・給湯栓

混合水栓

埋込形ガスヒューズコック

通気金物

床上掃除口

床排水金物

流し排水金物

排水共栓

屋内消火栓箱

連結送水口箱

ＳＰヘッド

テスト弁

送水口

雨水用溜桝

汚水用インバート桝

ダクト（平面）

ダクト（断面）

モーターダンパー

たわみ継手

フレキシブルダクト

吹出口類

吸込口類

排煙口

　　　〃

　　　〃

　　　〃

ＯＡＧ

ＥＡＧ

ＲＧ

ＶＣ

ＣＯＡ ＣＯＢ

Ｔ５ＢＴ５Ａ・Ｄ

平面

ＳＮＧ ＳＮＧＤ

断面

平面 断面

平面 断面

平面 断面

平面 断面

ＣＡ・ＣＢ

ＶＤ

ＦＤ

ＦＶＤ

ＳＦＤ

ＭＤ

ＢＦＪ

ＥＸＪ ＥＸＪＤ

ＲＡ・ＲＢ ＲＣ１・２・３

ＳＣ１・２・３ＳＡ・ＳＢ

Ｔ１４ＡＡ・ＡＢ

Ｔ５Ａ－Ｈ

ＴＶＣ

ＡＶ

ＦＪ（ゴム製）

・アルミ製、　・鋼板製

・アルミ製、　・鋼板製

・アルミ製、　・鋼板製

・ＪＩＳ１０Ｋ、

合成ゴム製、ＪＩＳ１０Ｋ

合成ゴム製、ＪＩＳ１０Ｋ

・単式、　・複式

クロームメッキ製

クロームメッキ製

クロームメッキ製

クロームメッキ製

アルミ合金製

本体鋳鉄製

本体鋳鉄製

本体鋳鉄製

クロームメッキ製

本体鋼板製

本体鋼板製

本体鋼板製

・従来ヘッド（２種）

・高感度ヘッド　・従来ヘッド（１種）

クロームメッキ製

・壁付、　・自立形

鋼板製

鋼板製

鋼板製

鋼板製

鋼板製

鋼製

・アルミ製、　・鋼板製

・アルミ製、　・鋼板製

鋼板製

クロームメッキ製

補助散水栓箱も同様

連結送水口付

アルミ製は使用不可

給湯ヒーター出口に設置

－－

－－

硬質塩化ビニール管（ＶＵ） ＪＩＳ－Ｋ－６７４１　　Ｖ　Ｕ

ガスヒューズコック

配管凡例 本工事使用材料。 本工事外材料。

管種 規格仕　　　　様記　　　　号本工事規格仕　　　　様管種記　　　　号本工事規格仕　　　　様管種記　　　　号本工事

〔註記〕

中水管（埋設用）

中水管

ＪＩＳ－Ｇ－３４５４（ｓｃｈ４０）

ＪＩＳ－Ｇ－３４５４（ｓｃｈ４０）

オイル管（往・還管）

冷温水管（往・還管）

二酸化炭素消火管

スモークファイヤーダンパー

ファイヤーボリュームダンパー

ボリュームダンパー

ファイアーダンパー

ホース挿入形排水金物

ヒューミディスタット

機　　械　　設　　備　　特　　記　　仕　　様　　書　　２

◎ＪＩＳ１０Ｋ、

・ＪＩＳ１０Ｋ、

※亜鉛引鉄板製　・ＳＵＳ製　・塩ビ製

※給　気　※排　気　※外　気　・排　煙

耐衝撃性塩化ビニール管

硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

耐衝撃性塩化ビニール管

硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

軟質ポリエチレン管

硬質塩ビ・ライニング鋼管

硬質塩ビ・ライニング鋼管

耐衝撃性塩化ビニール管

硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

軟質ポリエチレン管

硬質塩ビ・ライニング鋼管

硬質塩ビ・ライニング鋼管

耐熱塩ビ・ライニング鋼管

耐熱塩化ビニール管

ステンレス鋼々管

ステンレス鋼々管

硬質塩ビ・ライニング鋼管

ステンレス鋼々管

軟質ポリエチレン管

硬質塩ビ・ライニング鋼管

排水用鋳鉄管（メカニカル型）

硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

硬質塩化ビニール管（ＶＵ）

排水用塩ビ・ライニング鋼管

排水用鉛管

硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

耐火二層管

外面被覆鋼管

配管用炭素鋼々管（白）

排水鉛管

遠心力鉄筋コンクリート管

厚型陶管

耐火二層管

硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

耐火二層管

外面被覆鋼管

配管用炭素鋼々管（白）

水道用亜鉛鍍鋼管

ポリエチレン被覆鋼管

配管用炭素鋼々管（白）

水道用亜鉛鍍鋼管

配管用炭素鋼々管（白）

外面被覆鋼管

配管用炭素鋼々管（白）

配管用炭素鋼々管（白）

配管用炭素鋼々管（白）

圧力配管用炭素鋼々管

圧力配管用炭素鋼々管

銅管（Ｍ・Ｌタイプ）

外面塩ビ被覆鋼管

外面塩ビ被覆鋼管

外面塩ビ被覆鋼管

タールエポキシ・コーティング鋼管

タールエポキシ・コーティング鋼管

揚水管

給水管

汚水管

排水管

通気管

ガス管

屋内消火栓管

ＳＰ管

連結送水管

泡消火管

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

給水管（埋設用）

揚水管（埋設用）ＨＩＰ

Ｖ　Ｐ

ＨＩＰ

Ｖ　Ｐ

Ｐ　Ｐ

ＨＩＰ

Ｖ　Ｐ

Ｐ　Ｐ

ＳＵＰ

ＨＴＬＰ

ＣＵＴ

ＳＵＰ

ＨＴＶＰ

ＳＵＰ

Ｐ　Ｐ

　Ａ

ＶＬＦ

ＴＥＰ

Ｖ　Ｐ

ＣＩＰ

ＴＥＰ

Ｖ　Ｐ

Ｖ　Ｕ

ＤＶＬＰ

Ｌ　Ｐ

Ｔ　Ｐ

Ｌ　Ｐ

Ｈ　Ｐ

Ｔ　Ｐ

Ｔ　Ｐ

　Ａ

ＶＬＦ

Ｖ　Ｐ

Ｔ　Ｐ

　Ａ

　Ａ

ＰＬＰ

　Ａ

　Ａ

ＶＬＦ

　Ａ

　Ａ

　Ａ

　Ａ

　Ａ

Ｖ　Ｄ

Ｖ　Ａ

Ｖ　Ｄ

Ｖ　Ｂ

Ｖ　Ｄ

ＶＳ

ＶＳ

ＶＳ

ＨＴＬＰ

ＣＵＴ

ＳＵＰ

ＨＴＶＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＳＰ

ＸＳ

ＸＳ

ＸＳ

ＢＸ

ＢＸ

－－

－－

－－

－－

－－

－－

給湯管（往・還管）

ＪＩＳ－Ｋ－６７４１・２

ＪＩＳ－Ｇ－３４４８

ＪＩＳ－Ｋ－６７４１・２

ＪＩＳ－Ｋ－６７６１

ＪＩＳ－Ｋ－６７４１・２

ＪＩＳ－Ｋ－６７６１

ＪＩＳ－Ｈ－３３００

ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６ＶＤ

ＪＩＳ－Ｋ－６７６１

ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６ＶＤ

ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６ＶＡ

ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６ＶＡ

ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６ＶＤ

※埋設用

ＨＡＳＳ－２１０

ＪＩＳ－Ｋ－６７４１・２

ＪＩＳ－Ｋ－６７４１　　

ＨＡＳＳ－２０３

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

ＪＩＳ－Ｋ－６７４１・２

ＨＡＳＳ－２０３

ＪＩＳ－Ａ－５３０３Ｂ

ＪＩＳ－Ｒ－１２０１

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

ＪＩＳ－Ｋ－６７４１・２

※埋設用

※埋設用

ＪＩＳ－Ｇ－３４４２

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

ＪＩＳ－Ｇ－３４４２

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

※埋設用

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

※埋設用

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

※埋設用

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

※埋設用

建設大臣認定品

ＪＩＳ－Ｇ－３４６９

建設大臣認定品

建設大臣認定品

ＪＩＳ－Ｋ－６７２１

ＪＩＳ－Ｋ－６７２１

ＪＩＳ－Ｋ－６７２１

ＷＳＰ－０４３

ＪＷＷＡ－Ｇ－１１５ＶＡ

ＪＷＷＡ－Ｇ－１１５ＶＡ

硬質塩ビ・ライニング鋼管

硬質塩ビ・ライニング鋼管

水道用亜鉛鍍鋼管

耐熱塩ビ・ライニング鋼管

耐熱塩化ビニール管

水道用亜鉛鍍鋼管

硬質塩ビ・ライニング鋼管

ステンレス鋼々管

配管用炭素鋼々管（白）

配管用炭素鋼々管（白）

外面被覆鋼管

外面被覆鋼管

硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

ステンレス鋼々管

水道用亜鉛鍍鋼管

耐熱塩ビ・ライニング鋼管

ステンレス鋼々管

配管用炭素鋼々管（白）

外面被覆鋼管

耐熱塩化ビニール管

水道用亜鉛鍍鋼管

耐衝撃性塩化ビニール管

硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

水道用亜鉛鍍鋼管

ステンレス鋼々管

配管用炭素鋼々管（白）

外面被覆鋼管

耐熱塩ビ・ライニング鋼管

耐熱塩ビ・ライニング鋼管

硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

ステンレス鋼々管

配管用炭素鋼々管（白）

配管用炭素鋼々管（白）

配管用炭素鋼々管（白）

外面被覆鋼管

外面被覆鋼管

耐火二層管

耐熱塩化ビニール管

配管用炭素鋼々管（黒）

・ＪＩＳ５Ｋ、　・ＪＩＳ１０Ｋ

・ＪＩＳ１０Ｋ、

・ＪＩＳ１０Ｋ、

本体＝鋳鉄製

・ＪＩＳ１０Ｋ、

・単式、　・複式

ＳＵＳ製、ＪＩＳ１０Ｋ

配管用炭素鋼々管（白）

ステンレス鋼々管

外面塩ビ被覆鋼管

被覆断熱銅管（硬質直管）

被覆断熱銅管（フレア管）

冷水管（往・還管）

温水管（往・還管）

冷媒管（往・還管）

冷却水管（往・還管）

膨脹管

エアー抜管

ドレーン管

補給水管

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

オイル供給管

オイル通気管

ゲートバルブ

チャッキバルブ

ストップバルブ

マレーブルバルブ

マレーブルチャッキ

ＫＲバルブ

ガスコック

Ｙ形ストレーナー

オイルストレーナー

可とう継手

ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６ＶＡ

ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６ＶＤ

ＪＩＳ－Ｇ－３４４２

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

ＪＩＳ－Ｇ－３４４８

ＪＩＳ－Ｇ－３４４２

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６ＶＡ

※埋設用

※埋設用

ＪＩＳ－Ｋ－６７４１・２

ＪＩＳ－Ｇ－３４４２

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

ＪＩＳ－Ｇ－３４４８

※埋設用

ＪＩＳ－Ｇ－３４４２

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

ＪＩＳ－Ｇ－３４４２

ＪＩＳ－Ｋ－６７４１・２

※埋設用

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

ＪＩＳ－Ｇ－３４４８

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

ＪＩＳ－Ｋ－６７４１・２

※埋設用

※埋設用

※埋設用

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

ＪＩＳ－Ｇ－３４５２

※埋設用

ＶＳ－Ｐ－０４３

ＶＳ－Ｐ－０４３

ＶＳ－Ｐ－０４３

建設大臣認定品

ＶＳ－Ｐ－０４３

ＶＳ－Ｐ－０４３

ＪＩＳ－Ｋ－６７２１

ＪＩＳ－Ｋ－６７７６

ＪＩＳ－Ｇ－３４５９

ＪＩＳ－Ｇ－３４４８

ＪＩＳ－Ｇ－３４４８

２５.４０φ以上

２２.２２φ以下

ＶＬＰ

ＷＶＬＰ

　Ａ

　Ａ

ＶＬＦ

ＨＴＬＰ

ＳＵＰ

ＨＴＶＰ

　Ａ

　Ａ

ＶＬＦ

ＨＴＬＰ

ＳＵＰ

ＨＴＶＰ

　Ａ

　Ａ

ＶＬＦ

　Ａ

　Ａ

ＶＬＦ

ＶＬＰ ＶＬＰ

ＳＵＰＳＵＰ

Ｖ　Ｐ Ｖ　Ｐ

ＣＵＴ

ＣＵＴＦ

ＣＨＳ ＣＨＲ

ＣＨＳ ＣＨＲ

ＣＨＳ ＣＨＲ

ＣＨＳ ＣＨＲ

ＣＨＳ ＣＨＲ

ＣＨＳ ＣＨＲ

　Ａ

　Ａ

ＶＬＦ

ＨＴＬＰ

Ｖ　Ｂ ＪＷＷＡ－Ｋ－１１６ＶＢ

・ＪＩＳ５Ｋ（一般用）、　◎ＪＩＳ１０Ｋ（直結用）

鋼板製ＣＤ チャッキダンパー

桝リスト仕様による

ポリエチレン被覆鋼管 ＪＩＳ－Ｇ－３４６９

ポリエチレン被覆鋼管 ＪＩＳ－Ｇ－３４６９

ＨＩＰ 耐衝撃性塩化ビニール管 ＪＩＳ－Ｋ－６７２１
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縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/

Ｍ－０ ３
NON

機 械設備  特 記仕様 書３

＝

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

保温・塗装仕様 下記の仕様により施工する。 機　材　指　定　表 下記の製造業社名簿による。尚、下記以外の製造業者の機材を使用したい場合は、係員の承認を受けるものとする。

ＪＩＳマーク・水マーク表示品

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

ニチメン化工

大和バルブ

ネポン

東海鉄工製作所

南北製作所

サンウェーブ

長谷川鋳工所

新晃工業

三菱電機

日本エアーフィルター

鷲宮製作所

三洋電機

日立製作所

荏原製作所

能美防災

三洋電機

トーゼン産業

寿空調

千代田技研産商

三菱重工

システムアンドコントロールジャパン

タクマ

空研工業

日立機材

日本シーズ線

伊藤工機

仙都工業

パナソニック

昭和鉄工

日本鉛化

三吉バルブ

島倉鉄工

岸本産業

日東製作所

東邦厨房

小島製作所

木村工機

岡本エンジニアリング

三菱電機

三菱電機

山武ハネウエル

ミツヤ送風機

東京計器

ダイキン

日立製作所

三菱電機

アサヒソーラー

川崎重工

東芝キャリア工業

アサヒソーラー

日本スピンドル

森永エンジニアリング

佐山製作所

三浦工業

テラルキョクトウ

東芝キャリア工業

東芝キャリア工業

大同化工機

北沢バルブ

松下電工

森松工業

温水工業

日本ベロー工業

日本調理機

伊藤鉄工

暖冷工業

三菱重工

東洋空気調和

オーテック

寿空調

ネポン

テラルキョクトウ

三洋電機

ニッタン

三洋電機

矢崎総業

東芝キャリア工業

東芝キャリア工業

山武ハネウエル

荏原シンワ

藤田商事

十字屋

東京電気工業

三菱電機

タクマ

チュラルＥ・Ｇ

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃 　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

横井製作所

ペトロラタム系防蝕テープ１／２重１回巻＋プラスチックテープ１／２重ね１回巻

エッチングプライマー１回＋錆止塗料１回＋合成樹脂調合塗料２回（黒管の場合は合成樹脂調合塗料２回）

調合塗料２回

グラスウール保温筒１号（Ｂ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋防水麻布巻＋アスファルトプライマー２回

プラスチックテープ１／２重ね１回巻

アルミ鋲＋ロックウール保温板１号（５０ｍｍ）＋鉄　線＋着色亜鉛鉄板ラッキング（０.３５ｔ以上）

アルミ鋲＋ロックウール保温板１号（５０ｍｍ）＋鉄　線＋亜鉛鉄板＋エッチングプライマー１回＋錆止塗料１回＋調合塗料２回

アルミ鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ロックウール・５０ｍｍ）＋アルミガラスクロス粘着テープ

アルミ鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ＧＷ２５ｍｍ）＋アルミガラスクロス粘着テープ

（リターンのみ）保温無し

アルミ鋲＋ロックウール保温板１号（２５ｍｍ）＋鉄　線＋着色亜鉛鉄板ラッキング（０.３５ｔ以上）

アルミ鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ロックウール・２５ｍｍ）＋アルミガラスクロス粘着テープ

エッチングプライマー１回＋錆止塗料１回＋調合塗料２回

エッチングプライマー１回＋錆止塗料１回＋調合塗料２回

アルミ鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ロックウール・５０ｍｍ）＋アルミガラスクロス粘着テープ

アルミ鋲＋ロックウール保温板２号（２５ｍｍ・４０Ｋ）＋エマルジョン接着剤＋ガラスクロス（ＥＰ１８・上記も同様）

エッチングプライマー１回＋錆止塗料１回＋調合塗料２回

黒艶消塗料２回

ロックウールブランケット１号（７５ｍｍ）＋鉄　線＋着色亜鉛鉄板ラッキング（０.３５ｔ以上）

ロックウールブランケット１号（７５ｍｍ）＋鉄　線＋ステンレス鋼板ラッキング（０.２ｔ以上）

アルミ鋲＋ロックウール保温板２号（５０ｍｍ）＋鉄　線＋アルミニウム板ラッキング（０.８ｔ以上）

アルミ鋲＋ロックウール保温板２号（２５ｍｍ）＋鉄　線＋アルミニウム板ラッキング（０.８ｔ以上）

塩化ビニール樹脂製スリムダクト

（Ａ）１５Ａ～　８０Ａ＝２０㎜、　１００Ａ～１５０Ａ＝２５㎜、　２００Ａ＝４０㎜、

（Ｂ）１５Ａ～　２５Ａ＝２０㎜、　　３２Ａ～２００Ａ＝４０㎜、　２５０Ａ以上＝５０㎜、

（Ｃ）１５Ａ～　２５Ａ＝３０㎜、　　３２Ａ～２００Ａ＝４０㎜、

ロックウール保温筒１号（Ｃ）＋鉄　線＋原　紙＋綿　布＋目止１回＋調合塗料２回

ロックウール保温筒１号（Ｃ）＋鉄　線＋原　紙＋アルミガラスクロス（ＪＩＳ－Ｒ－３４１４）

ロックウール保温筒１号（Ｃ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板ラッキング（０.２ｔ以上）

ロックウール保温筒１号（Ｃ）＋鉄　線＋アルミガラスクロス（ＪＩＳ－Ｒ－３４１４）

ロックウール保温筒１号（Ｃ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋防水麻布巻＋アスファルトプライマー２回

ロックウール保温筒１号（Ｃ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋防水麻布巻＋アスファルトプライマー２回

川本製作所

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

　　　　　　〃

東洋バルブ

三成鉄工

ヨシタケ製作所

富士厨房設備

第一機材

増島製作所

日本スピンドル

相模工業

松下電器

金門製作所

三菱重工

暖冷工業

ダイキン

松下電器

日立空調

ダイキン

ホーコス

松下電器

ヒラカワ

消火栓機工　　　　　

機械室露出

屋内露出

屋内隠蔽

床下トレンチ・ピット内

コンクリート内

地中埋設

屋内外露出

床下トレンチ・ピット内

コンクリート内

地中埋設

屋内露出

機械室露出

屋外露出及び多湿個所

屋内隠蔽

床下トレンチ・ピット内

地中埋設

屋内露出

機械室露出

屋外露出及び多湿個所

屋内隠蔽

床下トレンチ・ピット内

地中埋設

屋内外露出

屋内露出

機械室露出

屋外露出及び多湿個所

屋内隠蔽

床下トレンチ・ピット内

地中埋設

地中埋設

コンクリート内

屋内外露出

屋内露出（居室等）

屋内露出（機械室等）

屋外露出及び多湿個所

屋内隠蔽

屋内露出

屋外露出及び多湿個所

屋内隠蔽

屋内外露出

屋内隠蔽

機械室内他

屋内外露出

屋内隠蔽・ＤＳ内

室内より見える範囲内

機械室内露出

屋内外露出

屋外露出

施工箇所

冷水・冷温水管

冷却水管

空調用・ダクト

ＯＡ用・ダクト

排気用・ダクト

排煙用・ダクト

消音内貼

空調及び換気用・ダクト

温水及び膨脹水槽・熱交換器

煙導

冷媒管

排水鉛管

エアー・油管

給水・排水管 鋼管類

機材名

陶管類

ステンレス鋼々管類

コーティング鋼管類

ポリエチレン被覆鋼管

排水用鋳鉄管

鉛管類

弁類

簡易水洗便器類

衛生陶器及び水栓類

製缶類

消火栓箱類

泡及びスプリンクラーヘッド類

伸縮継手類

厨房器具類

排水金物及び鋳鉄製品類

ＲＯ排水処理槽

合併処理浄化槽

空冷ヒートポンプ式空調機

ガスヒートポンプ式空調機

水冷式空調機

空冷式チラー

水冷式チラー

クーリングタワー

吸収式冷温水発生機

電気集塵機

自動回転空気ろ過機

ダンパー・ガラリー類

熱風炉

自動制御機器類

送風機類

換気扇類

全熱交換機

消音ファンユニット

ベーパーライザー

太陽熱機器類

脱臭装置類

密閉形膨張タンク

ろ過機類

遠赤外線暖房機

ドライミスト

ポンプ類

本工事関係 管種 　保　温　・　塗　装　仕　様　 本工事関係

註　●　本工事使用材料

　〇　本工事外材料

註　●　本工事使用材料

　〇　本工事外材料

屋外露出及び多湿個所

吹出口・吸込口・排煙口類

ファンコイルユニット

エアーハンドリングユニット

ボイラー及び真空給湯暖房機

　　　〃　　（鋼製・ＳＵＳ製）

受水槽及び高架水槽（ＦＲＰ製）

硬質塩ビ・ライニング鋼管類

耐熱塩ビ・ライニング鋼管類

遠心力鉄筋コンクリート管類

硬質塩化ビニール管類

アルミ鋲＋ロックウール保温板２号（５０ｍｍ・４０Ｋ）＋エマルジョン接着剤＋ガラスクロス＋銅亀甲金網（網目１０・線径０.５）

アルミ鋲＋ロックウール保温板１号（２５ｍｍ）＋鉄線＋アスファルトルーフィング＋鉄線＋着色亜鉛鉄板ラッキング（０.３５ｔ以上）

アルミ鋲＋ロックウール保温板１号（５０ｍｍ）＋アルミガラスクロス粘着テープ＋アスファルトルーフィング＋鉄線＋着色亜鉛鉄板ラッキング（０.３５ｔ以上）

アルミ鋲＋ロックウール保温板１号（５０ｍｍ）＋アルミガラスクロス粘着テープ＋アスファルトルーフィング＋鉄線＋ステンレス鋼板ラッキング（０.２ｔ以上）

温水・給湯・膨張管

ＬＩＸＩＬＴＯＴＯ

機　　械　　設　　備　　特　　記　　仕　　様　　書　　３

（鋼管類）

（鋼管類）

（　〃　）

西邦工業

フジクリーン 大栄産業 アムズ クボタ浄化槽

グラスウール保温筒１号（Ｂ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋原　紙＋綿　布＋目止１回＋調合塗料２回

グラスウール保温筒１号（Ｂ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋原　紙＋アルミガラスクロス（ＪＩＳ－Ｒ－３４１４）

グラスウール保温筒１号（Ｂ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋鉄　線＋アルミガラスクロス（ＪＩＳ－Ｒ－３４１４）

グラスウール保温筒１号（Ｂ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋鉄　線＋アルミガラスクロス（ＪＩＳ－Ｒ－３４１４）

グラスウール保温筒１号（Ｂ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋防水麻布巻＋アスファルトプライマー２回

グラスウール保温筒（Ａ）＋鉄　線＋合成樹脂製カバー

グラスウール保温筒（Ａ）＋鉄　線＋原　紙＋アルミガラスクロス（ＪＩＳ－Ｒ－３４１４）

グラスウール保温筒（Ａ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板ラッキング（０.２ｔ以上）

グラスウール保温筒（Ａ）＋鉄　線＋アルミガラスクロス（ＪＩＳ－Ｒ－３４１４）

グラスウール保温筒（Ａ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス

プラスチックテープ１／２重ね１回巻

ペトロラタム系防蝕テープ１／２重１回巻＋プラスチックテープ１／２重ね１回巻

エッチングプライマー１回＋錆止塗料１回＋合成樹脂調合塗料２回（黒管の場合は合成樹脂調合塗料２回）

錆止塗料２回

プラスチックテープ１／２重ね１回巻

ペトロラタム系防蝕テープ１／２重１回巻＋プラスチックテープ１／２重ね１回巻

グラスウール保温筒（Ａ）＋鉄　線＋合成樹脂製カバー

グラスウール保温筒（Ａ）＋鉄　線＋原　紙＋アルミガラスクロス（ＪＩＳ－Ｒ－３４１４）

グラスウール保温筒（Ａ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋ステンレス鋼板ラッキング（０.２ｔ以上）

グラスウール保温筒（Ａ）＋鉄　線＋アルミガラスクロス（ＪＩＳ－Ｒ－３４１４）

グラスウール保温筒（Ａ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス

グラスウール保温筒（Ａ）＋鉄　線＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス

給水管

スリムダクト（高耐食製鋼板）

ガス給湯器類 リンナイ

電気温水器類 ＩＮＡＸ

ダイキン

テラル 荏原テクノサーブ

日立三菱電機

ＴＯＴＯ イトミック

ダイキン 日立 パナソニック

〃

東和防災

積水アクアシステム

パナソニック

川本製作所

ナノスケール

ノーリツ
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.

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/

Ｍ－０ ４
NON

給 排水衛 生設備 　器具 表 (撤去・ 改修 )

衛生器具表(撤去)

名　　称 型　　番 付　　属　　品
合
計

１階 ２階

備考
女
子
便
所

男
子
便
所

男
子
便
所（

②～

③
通
り）

女
子
便
所（

②～

③
通
り）

男
子
便
所（

⑩～
⑪
通
り）

女
子
便
所（
⑩～
⑪
通
り）

和風大便器 （建築工事） 節水型ＦＶ、紙巻器（ＴＳ１１６ＲＡＹ）、他付属品一式共 9 3 4 1 1

洋風大便器 Ｃ－２１ 節水型ＦＶ、紙巻器（ＴＳ１１６ＲＡＹ）、他付属品一式共 10 4 2 1 1 1 1

衛生器具表(改修)

名　　称 型　　番 付　　属　　品
合
計

１階 ２階

備考
女
子
便
所

男
子
便
所

男
子
便
所（

②～

③
通
り）

女
子
便
所（

②～

③
通
り)

男
子
便
所（

⑩～

⑪
通
り）

女
子
便
所（

⑩～

⑪
通
り）

フラッシュタンク式洋風大便器 ＣＦＳ４９７ＢＭＣ 掃除口付、ウォシュレット（ＴＣＦ５８５Ｒ、擬音装置付）、棚付二連紙巻器（ＹＨ７０２）、他付属品一式 11 7 2 2 1φ100V、316W

フラッシュタンク式洋風大便器 ＣＦＳ４９７ＢＭＣ 掃除口付、ウォシュレット（ＴＣＦ６６２１）、棚付二連紙巻器（ＹＨ７０２）、他付属品一式 8 6 1 1 1φ100V、321W

※紙巻器設置位置については協議の上決定とする。
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冷水器 再取付

.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

200

給排水 衛生設 備  １階平面 図 (改修 )

Ｍ－ ０５

改 修後１ 階平面 図　 S=1/200

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

200

給排水 衛生設 備  ２階平面 図 (改修 )
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別紙 2階便所平面詳細図参照別紙 2階便所平面詳細図参照

平成 30年度　 石岡運 動公園体 育館改 修工事
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Ｓ＝１ ：５０ Ｓ ＝１： ５０改修 後１階 男子・ 女子便 所平面 詳細図改 修前１ 階男子 ・女子便 所平面 詳細図

.

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/
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給 排水衛 生設備  １ 階平面 詳細図 (撤 去・改 修 )
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既存配管に接続

既存配管に接続

(屋内露出)

既存配管に接続×6

既存配管に接続×6

既存配管に接続×7
既存配管に接続×7

※実線部分を改修工事とし、点線部分は既存設備を示す。

※実線部分を撤去工事とし、点線部分は既存設備を示す。

止水栓一時撤去・再取付

※便器洗浄水は既存中水利用とし、
　洗浄便座用給水は既存上水系統より供給とする。

①

① ＝ 床コア抜150φ

①

① ＝ 配管撤去に伴う床はつり（配管交換後床補修(防水)は建築工事）
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※　コンクリート床コア抜きは、鉄筋調査の上、コア抜きを行う事。
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改 修前２ 階便所 平面詳細 図

.

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/

Ｍ－０ ８
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給排 水衛生 設備  ２階 平面詳 細図 (撤去 ・改修 )

Ｓ＝１ ：５０ Ｓ＝ １：５ ０改 修後２ 階便所 平面詳 細図
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※実線部分を撤去工事とし、点線部分は既存設備を示す。

洗浄便座用給水

洗浄便座用給水
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既存配管に接続

止水栓一時撤去・再取付

※便器洗浄水は既存中水利用とし、
　洗浄便座用給水は既存上水系統より供給とする。

※実線部分を改修工事とし、点線部分は既存設備を示す。

※便器洗浄水は既存中水利用とし、
　洗浄便座用給水は既存上水系統より供給とする。

※実線部分を改修工事とし、点線部分は既存設備を示す。
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５） Ｍ－ ０９

給排水 衛生設 備  １階平面 図 (撤去 )

200

8
2
,
2
0
0

2
1
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0

4
9
,
2
0
0

Ｈ

7
,
0
0
0

7
,
0
0
0

7
,
0
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

2
,
5
0
0

5
,
7
0
0

6
,
3
0
0

6
,
3
0
0

6
,
3
0
0

6
,
3
0
0

6
,
3
0
0

6
,
3
0
0

5
,
7
0
0

Ｑ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｂ

Ａ

5,700 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 5,700

8,300 59,000 8,000 8,000

83,300

改 修前１ 階平面 図　 S=1/200

8,300 3,500 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 12,500 8,000 8,000

3,600 3,200 2,638 7,000 2,862 8,000 4,000 2,910 1,090

83,300

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 133'

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

5
,
7
0
0

6
,
3
0
0

6
,
3
0
0

6
,
3
0
0

6
,
3
0
0

6
,
3
0
0

6
,
3
0
0

5
,
7
0
0

2
,
5
0
0

7
,
0
0
0

2
,
5
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

6
,
5
0
0

3
,
5
0
0

7
,
0
0
0

4
9
,
2
0
0

1
2
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

8
2
,
2
0
0

Ｈ

Ｑ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｇ

Ｆ

Ｄ

Ｂ

Ａ

上ル

DS 器具庫(1)

機械室(3)

器具庫(2) 器具庫(3) DS

機械室(5)

テラス
第１体育館

テラス

機械室(2)

倉庫(6)
身障者
便所

控室(2)

倉庫
(3)

倉庫

(4)

機械室(4)

ポンプ室

機械室(1) 女子更衣室 男子更衣室

女子便所 男子便所

ホール

書庫
医務室

倉庫

(5) 会議室

湯沸室

事務室
下足室

器具庫(5)

玄関

風除室
上ル

花壇

ｽﾛｰﾌﾟ

管理室
応接室

第２体育館器具庫

上ル

(4)受水槽

キューピクル

花壇

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ

防火ｼｬｯﾀｰ 防火ｼｬｯﾀｰ

上ル

上ル

上ル

廊下

4,500 4,500

防煙タレ壁

身障者室

倉庫(2)

医務室控室(1)

放送室

倉庫(1)

管理部門
玄関

N

2'

別紙 1階便所平面詳細図参照
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５） Ｍ－ １０
200

給排水 衛生設 備  ２階平面 図 (撤去 )

改 修前２ 階平面 図　 S=1/200
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2'

別紙 2階便所平面詳細図参照別紙 2階便所平面詳細図参照

便所
男子

便所
女子
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縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

S=1/

Ｍ－１ １
NON

換 気設備 　機器 表 (撤去・ 改修 )

換気設備機器表（撤去）

記　号 機　器　名　称 室　名 仕　　　様 台数
出力 消費電力 支給 連動

備考
Φ-V kw(fan) ｗ スイッチ 運転

低騒音形

ＦＶ－１ 有圧換気扇 １階　器具庫（２） 能力 ： ２５０Φ × １０００ＣＭＨ 1 3-200 0.025

１階　器具庫（３） その他 ： シャッター付、他付属品一式共 1

計

2

換気設備機器表（改修）

記　号 機　器　名　称 室　名 仕　　　様 台数
出力 消費電力 支給 連動 備考

Φ-V kw(fan) ｗ スイッチ 運転 （参考型番・同等品以上とする）

低騒音形

ＦＶ－１ 有圧換気扇 １階　器具庫（２） 能力 ： ２５０Φ × １０００CMH × ２０Pａ 1 3-200 35.0 ＥＷＦ－２５ＡＴＡ

１階　器具庫（３） その他 ： 電動式シャッター（ＰＳ－２５ＳＭＴＡ）、付属品一式 1

計

2

-
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H30



.

S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５）

200

換気設 備  １階平 面図 (改修 )
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N

改 修後１ 階平面 図　 S=1/200

2'

展 開方向
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S=1/

縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称

担　当
一　級　建　築　士　事　務　所

建設大臣登録第２１０３４０号

（有）クボタ建築設計事務所

久 保 田　吉 文一 級 建 築 士

設　計 製　図

ＮＯ．

茨城県　第Ａ２２１０号（２８０５） Ｍ－ １３

換気設 備  １階平 面図 (撤去 )
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